
令和4年度
施政方針

像や都市づくりの方向性を示す「都
市計画マスタープラン」を策定いた
しました。これらの計画に基づき、未
来に向けてまちづくりを進めていく
必要があります。そのためには、私は
3つの視点で改革を進める必要があ
ると考えています。

1つ目の視点は、「ひと」の改革で
す。どんな施策も実際に実施するの
は「ひと」であります。人材育成を行
うことで職員の能力を高め、市民
サービスの向上につなげるのです。
そのため、研修等により職員の学び
なおし「リスキリング」を行い、いかな
る社会情勢にも対応できるように人
材育成を行うとともに、職員一人ひと
りの意識改革を行うなど、「ひと」の
改革に取り組む必要があります。

2つ目の視点は、「もの」の改革で
す。本市の公共施設は老朽化が進ん
でおり、施設の統廃合や集約化が必
要となります。また、本市の持つ地域
資源を生かしながら、積極的に民間
の資金や技術を活用するといった
「もの」の改革に取り組む必要があり
ます。

3つ目の視点は、「こと」の改革で
す。引き続き財政健全化や市民病院
の経営安定化に取り組むことはもち
ろんのこと、ウィズコロナ、アフター
コロナといった今後を見据えた対応
も必要となります。これまでに経験し
たことがない状況にも対応しながら、
将来に向けた「こと」の改革に取り組
む必要があります。

これまでも「ひと・もの・こと」の改
革に取り組んでまいりましたが、より
一層の「ひと・もの・こと」の改革に取
り組むことが重要となります。

また、それに加えて、新たな時代の
まちづくりに必要となるキーワード
が2つあると考えております。

1つ目のキーワードは、「規制緩和
による民間活力の導入」です。

これまでも、神守中町・下町及び唐
臼地区の合計約68万㎡において、都
市計画の用途を見直し、建ぺい率・容
積率を高め、土地活用の促進を図り
ました。また、宇治、白浜、鹿伏兎の3
地区約21万㎡においても、条例に
よって規制緩和し、企業誘致も順調
に進んでいます。天王川公園におき
ましても、パークPFIによる民間活力
の活用に取り組んでおります。引き
続き規制緩和により、民間の資金や
アイデアを導入していくことが必要
となるのです。

また、地方公共団体が行う地方創
生の取組に対して、企業から寄附を
いただく「企業版ふるさと納税」につ
いても、積極的に活用し、企業との
パートナーシップを構築してまいりま
す。

2つ目のキーワードは、「デジタル
化でしあわせ実感」です。

デジタル化は市民の利便性の向
上だけでなく、職員の働きがい改革
の実現により、市民と職員の両方の
しあわせの実感につながります。そ
のためには、先ほども申し上げました、

学びなおし「リスキリング」による職
員の人材育成が重要であります。

この「規制緩和による民間活力の
導入」と「デジタル化でしあわせ実
感」の2つのキーワードを念頭に置き
ながら、まちづくりに取り組んでまい
ります。

現在、日本はかつてない少子高齢
化により、人口減少社会となっており
ます。令和2年に実施された国勢調査
におきましても、日本の人口は、平成
27年に実施されました前回調査に引
き続き減少しております。本市におき
ましても同様に人口が減少しており、
今後もその傾向が続くことが予想さ
れます。そういった状況においても、
子育て環境の充実や、企業誘致によ
る働く場の確保、地域資源を活用し
た魅力あるまちづくりなど、各種施策
を推進することでまちの魅力を高
め、住んでみたい、住んでよかったと
感じるまちづくりを進め、移住・定住
につなげてまいります。

子育て環境の充実に関しては、こ
れまで中学校卒業までの子ども医療
費の完全無料化を始めとする子育て
支援の充実や、全小中学校へのエア
コン設置、全小中学校トイレの洋式
化を始めとする学校環境の充実など
に取り組んでまいりました。今後も全
小中学校の照明をLED化するグリー
ン（脱炭素）事業や老朽化した学校屋
内運動場の大規模改修など、引き続
き子育て環境の充実を図るととも
に、日本一のプログラミング教育を

令和4年第2回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、補正予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

このたび、私は、市民の皆様からの
厚いご信任を賜り、市長3期目の職務
に就かせていただき、今後さらに4年
間、津島市政の舵取り役を担うことと
なりました。

市政を改めてお預かりする重責
に、誠に身が引き締まる思いであり
ますが、この重責をしっかりと受け止
め、市民の皆様からお寄せいただき
ました信頼とご期待にお応えするた
め、新たな決意を持って、津島市のさ
らなる発展に全力を尽くして、取り組
んでまいる所存であります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

私はこれまで、市民の皆様の信頼
とご期待にお応えするため、2期8年
にわたって津島市が魅力と活気あふ
れるまちとなるように、全力で市政運
営に取り組んでまいりました。その
間、100年に一度と言われる新型コロ
ナウイルスの感染拡大による危機的
状況に置かれました。日本国内で最
初に発生が確認されてから間もなく

2年半が経過しようとしております
が、いまだに収束の気配がありませ
ん。

こうした中でも、非常に厳しい状況
に置かれている市民の皆様や事業者
の皆様に支援を届けるため、①感染
拡大の防止、②市民の暮らしの支援、
③子育て・教育支援、④地域経済の支
援といった4つの支援が必要と考え、
これまで様々な事業を実施してまい
りました。令和2年度から実施してま
いりました新型コロナウイルス感染
症対策事業第1弾から第11弾までを
含め、これまでに実施いたしました新
型コロナウイルス感染症関連事業
は、112事業、事業費といたしまして
は約109億7,900万円となります。こ
れらの事業は、コロナの感染状況や
市民の皆様・事業者の皆様の状況に
合わせて、しっかりと対応しており、大
きな成果があったと考えております。

引き続き次のコロナ対策として、
市の自己財源と国の交付金等を有効
に活用し、直面する物価高騰による
影響を緩和するための対応を、緊急
かつ機動的に実施するため、思い
切った子ども子育て世帯への支援と

して、9月から来年3月まで7か月で総
額約2億円の「小・中学校、保育所・認
定こども園・幼稚園給食費の無償化」
など、様々な事業展開をしてまいりま
す。

また、市民の皆様の安全のため、
新型コロナウイルスワクチンの接種
にも全力で取り組んでまいりました。
津島市医師会をはじめ関係団体に積
極的にご協力いただくとともに、市内
の企業からも集団接種の会場を提供
していただき、これまで円滑に実施で
きております。この場をお借りして深
く感謝申し上げます。

市民病院においても、院長を始め
とする医師、看護師などの医療職、ま
た事務職員も含めて職員一同が協
力してコロナに対応しており、市民の
命、健康を守る要としての役割を果
たしております。

新型コロナウイルスの感染拡大
は、世の中の価値を一変させました。
事業所におけるテレワークの導入な
どにより、地方に居住していても仕事
と生活が両立できるということで、こ
れまで長い間止めることができな

かった東京一極集中にも是正の動き
が見られます。ZoomなどのWeb会
議システムを使用することにより、
別々の場所にいながら同じ会議に参
加するといったことも一般的になり
ました。

コロナ禍によって生じた価値観の
変化に対しても、柔軟に対応していく
必要があると考えております。

ロシアによるウクライナ軍事侵攻
は、世界経済に長期的な悪影響を与
えるといわれております。平和があっ
てこそ経済成長ができるものであ
り、長期化すれば大変厳しい状況が
続くことが予想されます。

こうした世界経済の中、1年間厳し
い舵取りが想定されますが、5つの成
長戦略に果敢に挑んでまいります。

さて、私が8年前に市政を引き継い
だ際には、2つの大きな課題がござい
ました。

1つ目は、厳しい財政状況を健全化
させること、2つ目は市民病院の経営
安定化でございました。この2つを最
重要課題と捉え、全力で取り組んで
まいりました。

1つ目の財政健全化につきまして
は、私が市政を引き継いだ8年前、本
市の財政状況は非常に厳しいもので
した。そのため、財政を健全化させる
べく、事務事業の徹底的な見直しな
どによる歳出の削減、様々な形での
歳入の確保などに精力的に取り組ん
でまいりました。平成27年度には平
成17年度に策定した「津島市財政改
革行動計画」に代わる新たな「津島
市行財政改革推進大綱」を策定し、
徹底的な行財政改革を行ってまいり
ました。私が就任した平成26年度か
ら令和2年度までの7年間の効果額
は、約62億4,600万円となり、市の財
務体質を大きく変えることができた

と考えております。また、本市の人口
は平成17年頃をピークに減少しては
おりますが、税収は逆に増加傾向で
あり、令和2年度の税収は、10年前の
平成22年度と比較して約2億円増加
しております。

これらのことなどから、市の貯金に
あたる財政調整基金の残高は、私が
就任する前年度末である平成25年
度末時点では15億9,800万円でした
が、令和3年度末見込みでは約39億
6,000万円と23億6,200万円増加、率
にして約2.5倍にさせることができま
した。

また、市の実質的な借金にあたる
臨時財政対策債を除いた市債残高
につきましては、平成25年度末には
約59億8,200万円でしたが、平成30年
度末には約49億5,200万円と10億円
以上削減できる想定ができたため、
全小中学校のエアコン設置や、全小
中学校のトイレ洋式化、さらには全小
中学校の1人1台タブレットの整備な
ど、平成30年度から令和3年度までの
4年間で、総額約25億5,000万円を超
えるなど、将来を担う子どもたちのた
めに積極的に投資を行いました。ま
た、防災・減災対策として水道管の耐
震化で約16億円を超える投資をはじ
め、避難所となる3つの小学校に耐震
性貯水槽40tの設置などに、総額約3
億円の投資により、災害時の飲料水
の確保など、市民の皆様の安全・安心
を確保するために公助としてできる
取組を進めてまいりました。

この間、平成28年度から30年度ま
での3年間には、約7億円の地方交付
税の減額もございましたが、令和3年
度末の市債残高の見込みは59億
2,500万円と、私の目指すつしま成長
戦略を進める中でも、私が就任する
前の平成25年度末の金額とほぼ同
水準となっております。

2つ目の課題である市民病院の経
営安定化につきましては、市民病院
が海部医療圏の医療を守る要となる
中核病院としての役割を果たすとと
もに、市民の皆様から信頼され続け
られるように、安定的な地域医療の
推進を目指し、経営改善の取組を進
めてまいりました。その結果、平成29
年度から5期連続で経常収支黒字化
を達成するとともに、平成28年度末
に19億円あった一時借入金を解消す
ることができました。また、借金にあ
たる企業債残高に関しても、ピーク
時の平成17年度末には約161億円で
ございましたが、令和3年度末の見込
みでは、約72億円と約89億円減少、
率にして約45％に減少させることが
できました。

ただいま申し上げましたとおり、財
政の健全化と市民病院の経営安定
化を図ってきたことにより、津島市が
次なるステップへ進むための準備が
できたものと考えております。

津島市は本年で市制施行75周年
を迎えました。この節目の年に、コロ
ナによって変わった価値観に対応し
ながら、新しい時代へと歩みを進め
ていかなければなりません。令和3年
度には、市の最上位計画である「第5
次津島市総合計画」及び将来の都市

目指し、教育に特長をもたせ、子育て
世代を呼び込んでまいります。

企業誘致に関しましても引き続き
推進し、働く場所の確保や地域経済
の活性化につなげるとともに、昼間
人口の増加につなげてまいります。

地域資源を活用した魅力あるまち
づくりに関しては、昨年度に策定いた
しました都市計画マスタープランに
おいて、津島駅周辺を「正面玄関」と
して位置づけるとともに、市内の東西
南北それぞれに玄関を位置づけ、そ
れぞれの玄関に光をあて、それぞれ
が輝くまちづくりを目指してまいりま
す。

まちづくりの交流の核となる交通
基盤の充実・整備につながる動きとし
て、木曽川・長良川の新架橋について
は、県が整備ルートを検討しており、
名古屋津島線バイパスについても着
実に進められ、津島玄関まちづくり構
想（ゲートウェイプロジェクト）におい
ての基軸となるものです。東海北陸
自動車道の延伸となる一宮西港道路
については、国が主体となって、概略
的なルートの検討に着手することが
公表されました。

また、現在、リニア中央新幹線の開
業に向けた工事が進められていると
ころですが、リニアの開業によって、
首都圏、中部圏、関西圏が1時間圏内
で結ばれ、三大都市圏が一体となっ
た巨大な経済圏である「スーパーメ
ガリージョン」が創造されることとな
ります。これにより、リニアによる対流
の活発化と新たな価値の創造を図る
こととなり、リニアの開業に合わせ、
名鉄名古屋駅のホームの拡張（4車
線化）により、名古屋駅までの所要時
間の短縮が期待され、本市の人口の
増加にもつながるものと考えており
ます。

これら道路と鉄道をネットワークと

したまちづくりを進めていくことが、
地域間競争を勝ち抜くことにつなが
ります。こうした意味でも、都市計画
マスタープランで示す津島玄関まち
づくり構想（ゲートウェイプロジェク
ト）に積極的に取り組む必要があると
考えております。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どマイカーを使えない、あるいは今
後使えなくなる高齢者や、移動が困
難な障がいのある方などの移動につ
きまして、地域の問題となっておりま
す。

現在、本市では、駅や市役所をはじ
めとする公共施設、病院、スーパーな
どの目的地をつなぐ移動手段につい
て、ふれあいバスにより、市内4コー
スを定時・定路線で運行しておりま
す。

「おでかけタクシー事業」の推進に
より、高齢者や障がいのある方など
に寄り添った移動支援を進めてまい
ります。

ただいま、述べさせていただきま
したことを踏まえながら、成長投資を
進め、津島市の「価値」を高めるため
に、次への挑戦となる「つしま成長戦
略第3弾」に挑んでまいります。挑戦
することが未来を創造することにつ
ながるのです。

それでは、「つしま成長戦略第3弾」
の各項目について、私の所信を述べ
させていただきます。

まず、「つしま成長戦略」の1点目、
「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついて、ご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、津島市
の「宝」です。子どもの健やかな育成
を図り、子育てをしやすい環境づくり
を推進していくことは、大変重要であ
ります。

子育て世代への支援・環境の充実
として、これまで中学校卒業までの子
ども医療費の完全無料化を実施した
ほか、妊娠期から子育て期まで切れ
目なく総合的に支援する「子育て世
代包括支援センター事業」を実施し
てまいりました。また、市内に子育て
支援センターが、総合保健福祉セン
ター内にある西地区、生涯学習セン

ター内にある東地区の2箇所あり、土
日も開所し、子育て世代の交流を図
るとともに、子育てに悩んでいる方も
気軽に相談できるよう、子育て支援
機能の充実を図っております。

今後はさらに18歳までの子ども医
療費入院・通院共に完全無料化を進
めてまいります。

教育環境の充実として、これまで
全小中学校へ1人1台タブレットの整
備やICT支援員の派遣など、学校の
ICT環境の整備にも取り組んでまい
りました。

今後も、さらなる教育環境の充実
のため、市内全ての小中学校に、日本
初の導入規模で、AI機能を持った人
型ロボットと、高性能なセンサーを
使ったブロックを導入してまいりま
す。

人型ロボットは、子どもたちが動作
や対話プログラムを作成することに
より、一方的な会話だけではなく、手
足を動かして踊ったり歌ったり双方
向の会話を行うことのほか、ロボット
と英語の発音練習を楽しく行うこと
ができ、また、プログラミング可能な
ブロックを組み立て、指示した動作を
させるなど、子どもたちが確かめな
がら実体験することを可能とします。
このように、プログラミングを見える
化することは、物事を順序立てて論
理的に考える能力や、問題解決能力
を身に付けることにもつながります。

放課後子ども教室にも、ブロックで
自由な形を作り、プログラミングに
よって様々な動きを与えて遊ぶロ
ボット・プログラミング学習機材を導
入します。

子どもたちの学ぶことに対する関
心や意欲を高め、「楽しくて役に立つ
教育」を実践し、未来社会を自らの力
で生き抜く力を育んでまいります。

また、児童・生徒が安心して有意義
な学校生活が過ごせるよう、市内全
ての小中学校へのエアコン設置、ト
イレの洋式化の整備を行ってまいり
ました。

昨年は、道路灯や公園灯1,277基、
事業規模約8,950万円でLED化を
行ってまいりました。

次は、小中学校の全ての照明約
7,400基、事業規模約1億5,700万円
で、今年度中にLED化するグリーン
（脱炭素）事業のほか、「学校施設長
寿命化計画」に基づき、蛭間小学校
及び神守中学校体育館の長寿命化
のための大規模改修の実施設計を
行ってまいります。今後も計画的に
学校施設の改修を進めてまいりま
す。

子どもたちの国際理解教育とし
て、これまでも在名古屋の領事館の
協力をいただきながら、市内小学校
において国際交流事業を行ってまい
りました。今後は、「領事館交流プロ
ジェクト」として、県内にある8つ全て
の領事館と連携して、グローバル化
する社会の中で、子どもたちが未来
を切り拓く国際人として成長し、ボー
ダレスな時代に対応するための国際
交流事業を進めてまいります。

働いていること等により、保護者が
昼間不在となる家庭の子どもたち
が、放課後や長期休み中に、安全で
楽しく過ごすための遊びや生活の場

である学童保育につきましては、現
在、市内8小学校区にこどもの家を設
置しており、そのうち神守こどもの家
につきましては、入所者の増加と学
校から遠方であることに伴い、令和5
年4月の開所を目標に、神守小学校
敷地内への整備を進めてまいりま
す。

引き続き、夏休み、春休みの居場
所づくり事業や、放課後子ども教室
事業、子育て支援センターにおける
親子の交流や育児相談など、子育て
支援に力を入れてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いて、ご説明申し上げます。

南海トラフにおいて、マグニチュー
ド8～9クラスの地震が、今後40年以
内に90％程度と高い発生確率で予
測され、発生した場合には甚大な被
害が想定されています。また、近年頻
発する集中豪雨や台風の強大化によ
る風水害の激甚化も懸念されていま
す。

市民の皆様の暮らしを守るため、
本市の地域防災計画や国土強靭化
地域計画に基づき、計画的に防災・減
災、強靭化のための施策を進めてま
いります。

自然災害への備えとして、昨年3月
に生涯学習センター内にオープンい
たしました「自助・共助防災学習セン
ター」には、避難所用テントや段ボー
ルベッドなど、避難生活で使用する物
品や、災害時の写真パネルの展示、

防災学習に役立つ映像を用意してお
り、このセンターを通じた平時におけ
る防災知識の普及啓発や防災講座
により、災害発生時のリスクや対応を
正しく理解できる環境を整え、自助、
共助のさらなる意識向上を図ってま
いります。

災害への備えは、自助・共助・公助
の考え方に基づき、それぞれの立場
で考えていくことが重要です。市民
一人ひとりが日ごろから自分事ととら
え防災の意識を持ち続けていただく
ため、昨年度は全世帯に防災ハザー
ドマップ及びマイ・タイムラインを配
布いたしました。市で定める毎月第3
日曜日の家庭防災の日に、各家庭で
防災について話し合っていただくこ
とをお願いするとともに、マグニ
チュード6．8以上の地震が発生した場
合、気象庁から臨時情報が発表され
ますが、うろたえることのないよう後
悔しない備えのため、コロナ禍の状
況を見極めながら実践的な防災訓練
を開催し、防災対策の向上を図って
まいります。

各小中学校におきましては、家庭
防災の日に合わせて、防災情報カー
ドを活用した防災学習を毎月実施し
ており、さらに防災映像を各学校で
活用し、防災意識の向上を図ってま
いります。

また、災害時に必要な資機材や食
料の備蓄を計画的に進めるととも
に、大規模災害時は、まずは公助とし
て飲料水の確保が大切であることか
ら、又吉配水場から先行開設避難所
などの重要施設である北小学校、西
小学校、南小学校、東小学校、市役
所、市民病院への水道管の耐震化
や、神島田小学校、高台寺小学校、蛭
間小学校への耐震性貯水槽40tを設
置してまいりました。今後も引き続
き、先行開設避難所などの重要施設
への水道管の耐震化を進めるととも
に、全ての小中学校に耐震性貯水槽

の設置を計画的に進めてまいりま
す。

なお、大規模災害の場合、救援物
資が届くまでに時間がかかりますの
で、市民の皆様におかれましては、命
をつなぐためにも7日分程度の飲料
水・食品などの家庭用備蓄品の用意
をよろしくお願いします。

その他、市内災害情報を素早く収
集し展開を行うため、ドローンや道路
に冠水センサーを設置するなど、デ
ジタルを活用した防災システムの導
入を進めることにより、災害に備え、
市民の安全・安心につなげてまいりま
す。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」について、ご説明申し上げます。

本市は、津島神社をはじめ国の重
要文化財「旧堀田家住宅」や、旧天王
社の社家であり、かつ津島御師の唯
一の遺構である「氷室作太夫家住
居」、数多くの寺院、歴史的な町家・町
並み、ユネスコ無形文化遺産に登録
された全国33の「山・鉾・屋台行事」の
一つである「尾張津島天王祭の車楽
舟行事」をはじめとする四季折々の
まつり、日本の歴史公園100選に選ば
れている天王川公園など、魅力的な
地域資源が豊かなまちであります。

先人達が残してくれたこれら歴史
的な景観や伝統・文化を守り、育て、

継承し、地域の活性化につなげてい
くために「津島市歴史的風致維持向
上計画」を策定し、令和2年3月に県下
4番目として国の認定を受けました。
津島の歴史的価値が認められたわけ
であります。

これまで尾張津島秋まつりで使用
する山車を収める山車蔵の修景や小
路、観光案内板の整備、おもてなしコ
ンシェルジュや体験プログラムの開
発など、来訪者をもてなすため、ハー
ド・ソフトの両面からの取組を進めて
きました。

本市は、「東海三県寺密度No.1」と
いう特長を生かし、「津島てら・まち御
縁結び」を開催しています。また、名
古屋鉄道株式会社とタイアップし、津
島駅までの往復割引乗車券と、市内
飲食店や土産物店で利用できるクー
ポンがセットになった「つしまちある
き」を実施し、大変多くの方にお越し
いただきました。

このような魅力のある本市は、名
古屋駅まで最短20分台で行くことが
でき、生活に必要なものや場所への
アクセスが良く、自然にもほどよく囲
まれたまちです。都会と田舎それぞ
れの要素を持ち合わせている「とか
いなか」としての強みを全国に発信
しています。また、津島市出身のプロ
ランナーの神野大地選手に津島市初
のふるさと津島応援広報大使に就任
いただくとともに、本市の魅力を
SNSで多面的に発信する「津島PR
応援団」の団長としても津島の魅力
を発信いただいております。引き続
きこうした事業に取り組んでまいり
ます。

市民の憩いの場である天王川公
園につきましては、民間資金を活用
する「公募設置管理制度」いわゆる
パークPFIにより、さらなる魅力向上
を目指し、本市の歴史・文化・水辺を生
かしたゾーニング、特に多くの観光客

が訪れる都市核となる津島駅から天
王通り、歴史核となる津島神社、自然
核である天王川公園へと居心地がよ
く歩きたくなる「まちなかウォーカブ
ル」を進めてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」について、ご説明申し上げま
す。

多くの人から「選ばれるまち」とな
り、住み続けていただくためには、働
く場が確保されていることが大切で
す。

企業誘致につきましては、これまで
に16社を誘致いたしました。すでに
操業を開始しているのは10社で、そ
のうち4社は津島市に本社を移転し
ております。都市計画法第34条第12
号の規定に基づき、工場等を建築で
きるように宇治・白浜・鹿伏兎町地内
に指定した区域の有効面積約18万
5,000㎡のうち、約13万2,000㎡を活
用しており、活用率は約72％となりま
す。都市計画マスタープランでは、企
業誘致のエリアを新たに3か所増や
しました。

引き続き、市内全域に働く場が確
保できるよう、地権者等と話し合いを
進めてまいります。

また、これまで神守中町・神守下町
及び唐臼地区の合計約68万㎡にお

いて、都市計画の用途地域を見直し、
建ぺい率・容積率の制限の緩和も
行ってまいりました。このことにより、
これまで建築できなかった建物も建
築可能となり、土地活用の促進につ
ながったほか、新たに住宅を取得した
50歳未満の方に最大で100万円の
「津島市まちなか定住促進補助金」
を交付するなど、定住促進を図って
まいりました。

今回、新しく策定いたしました都市
計画マスタープランでは、将来に向
けたまちづくり戦略として、津島駅周
辺を正面玄関と位置づけるととも
に、市内の東西南北それぞれに玄関
口を位置づけました。

津島駅周辺は、多くの人が交流す
る「本市の正面玄関」として、ホテル
誘致や駅近居住誘導など、都市環境
の充実を図り、人口密度や人の往来
の増加を目指すほか、これまで市内
の隅と言われていたところを、広域
から鉄道や幹線道路により、本市に
アクセスする際の玄関口となる東西
南北地域に玄関を配置することによ
り光をあて、都市活力の向上として、
産業や観光などのつながりをより広
域的に活性化させてまいります。

また、都市核の正面玄関である津
島駅、自然核である天王川公園、歴
史核である津島神社の3つの核、そし
てこれらを結ぶ天王通り線、3核1軸
を中心に「食べる、寝る、遊ぶ」という

テーマでまちづくりを推進していく
ための第1弾が、4月に発表いたしま
した天王川公園であります。

多くの市民の皆様から期待や関心
が寄せられる新たな天王川公園に向
けてパークPFI及び指定管理者の募
集を行ったところ、天王川公園に魅
力を感じていただき、複数の事業者
から応募をいただきました。全国展
開する事業者からの応募があり、天
王川公園のポテンシャルを改めて実
感した次第であります。

民間の資金とアイデアをいただい
て、天王川公園には、若者に人気のあ
るスターバックスコーヒーが来てい
ただく予定となりました。

藤棚や丸池の水辺に隣接する広大
な芝生広場や、授乳室を備えたサー
ビスセンターの整備も進める予定で
あります。

この新たな天王川公園を基軸に、
津島神社周辺の歴史文化を織り交ぜ
ながら、人の流れを呼び込む話題性
のある「場」を創出させるまちづくり
を進めてまいります。

また、パークPFI第2弾として東公
園の整備を進めてまいりますが、投
資をしていただけるような魅力のあ
るまちであるということを、引き続き
積極的に発信してまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」について、ご説明申し上げます。

津島市民病院は、海部医療圏の中
核病院として、急性期病棟、地域包括
ケア病棟、緩和ケア病棟を設置し、専
門性の高い医療を提供する「急性期
機能」と、在宅復帰に向けた医療やリ
ハビリテーションを提供する「回復期
機能」とを併せ持ち、幅広く対応して
おります。

また、救急・災害時の医療提供を行
うとともに、この2年間、新型コロナウ
イルス感染症に最前線で対応してき
ましたように、「新興感染症への対
応」という役割も担っており、市民の
皆様が、健康で安心して暮らしてい
ただくために、なくてはならない病院
であります。

市と病院との連携を高めながら、
病院と一緒に課題に取り組んできた
結果、救急をはじめとする地域に必
要な医療の提供に適切に対応するこ
とができ、医療の質が向上し、その成
果として、5年連続での黒字化達成に
加えまして、長年の懸案事項であり
ました「一時借入金年度末残高の解
消」も果たすことができました。市民
病院の経営改善が着実に進み、安定
感が増したことの表れであると認識
しております。この良い流れを止める
ことなく、継続していくことが重要で
あると考えております。

津島市民病院は、市民の皆様の生
命を守るために、地域医療の要とし
て、引き続き質の高い医療を提供す
るとともに、これまで以上に、市と病
院とが力を合わせて、市民病院の安
定的かつ継続的な運営に努めてまい
ります。

市民の皆様に幸せを感じていただ
くためには、心身の健康が大変重要
であります。そのため、市民の皆様の

健康が一番であります。

全ての世代の健康づくりを推進す
るため、昨年度から、愛知県と市町村
とが協働で実施している健康マイ
レージ事業を活用し、「つしま健康マ
イレージ」としてスマホアプリにより、
自分で決めた健康づくりの実践や、
健康イベントへの参加などを記録し、
マイレージを貯める「笑顔で健幸大
作戦！」を進めております。

新型コロナウイルス感染症に伴う
外出自粛により、運動量や人との関
わりが大幅に減りました。このことに
より体や心の衰えが進むことが懸念
されております。体や心の衰えを予
防する取組として、自然と歩きたくな
る快適な歩行空間を整備するため、
ウォーキングコースを市民とともに
作り上げるとともに、表示板や健幸
ベンチの設置、健幸アンバサダーに
よる健康づくりへの支援の輪を広
げ、ウォーキングを通した健康行動へ
の意欲向上を図ってまいります。

以上「つしま成長戦略」として掲げ
た5つの項目に沿って説明しました。
この5つの成長戦略を効果的に推進
していくためには、ICTを分野横断的
に活用していく必要があります。

本市では、昨年度からデジタル推
進アドバイザーの派遣を受けており、
併せて昨年4月から、総務デジタル課
を設置し、体制強化を図ったところで
あります。

また、今年の3月には、「津島市DX
推進計画」を策定したところであり、
防災や観光、被災者支援、防犯など
への活用や、役所に「来ない」、書類
を「書かない」、手続きを「待たせな
い」行政サービスのオンライン化や
キャシュレス化など、DX推進計画に
沿って本市のデジタル化をさらに進
めてまいります。加えて政策的には、
内閣府地方創生推進室より「デジタ

ル田園都市国家構想推進交付金」の
交付について、本市が提出した3つの
事業「人型ロボットと一緒にみんなで
プログラミング学習事業」、「デジタ
ルでまるごと「楽らく」ハピネスつし
ま事業」、「デジタルでまるごと「あん
しん」ハピネスつしま事業」が採択さ
れました。これらの事業を含め、「デ
ジタル化で、しあわせ実感都市、つし
ま」を目指し、デジタル化でまちおこ
しをしてまいります。

以上、市政3期目を迎えるにあたっ
ての、5つの成長戦略第3弾における
それぞれの主な取組内容と、まちづ
くりを進めていくうえでの3つの視
点、さらには重要となる2つのキー
ワードについて、私の考えを述べさ
せていただきました。

取組を進めるにあたっては、国の
デジタル田園都市国家構想推進交
付金や地方創生関連交付金など、国
や県の交付金等を有効に活用してま
いります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和4年度補正予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、骨格予算とし
て編成しました当初予算を肉付けす
る予算であります。第3期市政のス
タート、私が掲げたつしま成長戦略を
実現するため、まずは、その第一段階
として取り掛かるものを今補正予算
に反映させました。今後も計画的に
進めていきたいと考えています。

今補正予算の規模を申し上げます
と、一般会計が、22億4,578万円、特別
会計が、2会計で143万円、合わせま
すと、総額22億4,721万円の増額補
正となります。

それでは、主な事業について説明
いたします。最初に、つしま成長戦略
を横断的・効果的に進める3つの重点
事業から説明いたします。

1つ目は、新しい都市計画マスター
プランに示しました津島玄関まちづ
くり構想（ゲートウェイプロジェクト）
の実現に取り組む「マスタープラン
推進事業」でございます。市の正面玄
関となる津島駅から天王川公園、津
島神社周辺を「都市核」、「自然核」、
「歴史核」として魅力向上、賑わい創
出等を図るため、津島駅周辺まちづ
くり構想の策定、駅東側の駅前広場
の基本設計等を行う「津島駅周辺ま
ちづくり事業」、旧わざ・語り・伝承の
館、旧開導教会跡地について調査を
行う利活用事業、天王川公園の藤棚
改修、民間活力でさらなる魅力向上
を図る「天王川公園パークPFI」、北
の玄関口となる青塚駅周辺を快適で
住みよい環境とするため、土地利用
構想を策定する事業、東の玄関口と
なる名古屋津島線バイパス周辺を新
たな交流を生み出す拠点とするた
め、東公園のパークPFIを含めたサウ
ンディング型市場調査を行う事業な
ど、新たなまちづくりを進めるための
事業費を計上いたしました。

2つ目は、「DX推進事業」でござい
ます。内閣府の「デジタル田園都市
国家構想推進交付金」の採択をいた
だきました「人型ロボットと一緒にみ
んなでプログラミング学習」として、
小中学校においてロボット等を活用
して行う「プログラミング教育事業」、
「デジタルでまるごと「楽らく」ハピネ
スつしま」として、住民票交付などの
行政手続きをオンライン化・デジタル
化する「コンビニ交付事業」、「窓口電

子化事業」、「デジタルでまるごと「あ
んしん」ハピネスつしま」として、災害
時の情報をシステムにより一元化・可
視化するほか、4年間でドローン操縦
人材を20人育成する「防災システム
事業」、「ドローン活用事業」、そのほ
か、職員のスキルアップ等を進め、4
年間でデジタル人材を100人育成す
る「デジタル人材育成研修事業」な
ど、デジタルで幸せを実現するため
の事業費を計上いたしました。

3つ目は、「地方創生推進事業」で
ございます。昨年度、市役所若手職員
で構成する「つしま創生！若手職員プ
ロジェクトチーム」を設置し、総合計
画の重点戦略の実現に向けた政策
を検討するため会議を開催し、政策
提案を行ってもらいました。その提
案を基に、「住んでよし！訪れて良し！
津島スタイル①生きる力を育む「津
島っ子」大作戦！」として、電子図書館
や読書手帳の導入、民間人材を活用
した縄跳び教室等で、子どもが身近
に読書や運動に触れる機会を創出す
る「子どもの読解力・体力向上事業」、
「津島スタイル②魅力マシマシ津島
市大作戦！」として、シティプロモー
ション用サイトを立ち上げ、You 
Tube等で津島の魅力を発信する
「魅力発信向上事業」、「津島スタイ
ル③ハピネス津島大作戦！」として、
市民参加でウォーキングコースを作
成するなど、歩くこと、健康づくりの
習慣化を図る「健幸ウォーカブル事

業」、廃棄の可能性のある食品を安
価でやりとりするためのマッチング
サービスを導入するなど、食品ロス
の削減を図る「もったいない運動事
業」、防災について楽しく学ぶ機会を
創出し、防災意識の向上や担い手の
育成を図る「あそぼうさい　まなぼ
うさい事業」といった住みたい、訪れ
たいまちを実現するための事業費を
計上いたしました。

ここからは、そのほかの事業につ
いて、5つの成長戦略に沿って説明い
たします。

1つ目の、「子ども・子育て応援都
市、つしま」としましては、「子ども医
療費支給事業」を10月診療分から、
18歳まで所得制限なしの入院・通院
共に完全無料化に拡大するための費
用、小学校から離れた場所にある「神
守こどもの家」を神守小学校の敷地
内に建設する事業、老朽化した蛭間
小学校及び神守中学校の屋内運動
場を大規模改修するための実施設計
の費用、全小中学校の照明をLED化
する事業など、子育て世代への支援、
子どもが学び育つ環境整備のための

事業費を計上いたしました。また、国
際化への対応のため、県内8領事館
との交流を通して行う「領事館交流
プロジェクト事業」の事業費を計上い
たしました。

2つ目の、「防災・減災のモデル都
市、つしま」としましては、災害時の一
時避難等に対応する「都市公園」の
整備事業として、「神守第1・第2公園」
に加え、新たに「第3公園」の整備に
着手する費用、災害時の救助活動等
で活躍する「緊急消防援助隊救助工
作車」を更新する費用などハード面
の事業費とともに、自助・共助への支
援として、ご家庭の窓ガラスへの飛
散防止フィルム貼り付けを支援する
「飛散防止フィルム貼付事業」、一人
暮らしのお年寄りの方を対象に行う
「住宅用火災警報器設置補助事業」
など、皆様と一緒に災害に強いまち
を目指すための事業費を計上いたし
ました。

3つ目の、「地域の特性を活かした
交流都市、つしま」としましては、津島
の魅力発信や交流を広げる事業とし
て、観光パンフレットの代わりとなる
津島の祭、建造物、文化、産業の写真
が掲載されたカードを作成する「写
真で魅せる津島の伝統PR事業」や、
ふるさと津島応援広報大使でありま
す当市出身のプロランナー神野大地
選手を起用した「PR事業」や「ランニ
ング教室事業」等の事業費を計上い
たしました。

4つ目の、「地域経済が活性化する
発展都市、つしま」としましては、天王
川公園・津島神社周辺へのアクセス
となる「橋詰見越線」の道路改良はじ
め、道路や橋梁等を整備する「社会資
本整備事業」、「道路整備事業」、排水
路の改修等を進める「土地改良事
業」、「排水路整備事業」など、社会基
盤を整備するための投資的事業費を
昨年度から大幅に増額し計上いたし
ました。また、民間企業とのパート

ナーシップを構築し津島の活性化・発
展に繋げるため、「企業版ふるさと納
税」を推進するための費用を計上い
たしました。

5つ目の、「いつまでも健康で暮ら
す都市、つしま」としましては、健康マ
イレージアプリ等を活用し幅広い世
代に健康づくりに参加いただく「笑顔
で健幸大作戦！」の事業費を昨年度に
引き続き計上いたしました。今回は、
市内事業者や団体向けの参加支援
など、内容をさらに充実しておりま
す。そのほか、子宮頸がんワクチンの
任意接種を受けた方の接種費用を
補助する「子宮頸がんワクチン任意
接種費補助事業」、がん治療により必
要となった補整具等の購入費を補助
する「がん患者アピアランスケア支
援補助事業」など、誰もが健康で暮ら
すための事業費を計上いたしまし
た。

5つの成長戦略に沿って説明させ
ていただきました。今補正予算では、
これらのほかに、市制施行75周年事
業としまして、愛知県河川課と連携
し、まち歩きイベントで津島市の魅力
を発信する「ブラアイチサポート事
業」、「笑顔で健幸大作戦事業」の一
環として開催する「市民みんなで天
王川750周歩こう大会」、津島の歴史
的資産を散策する「文化遺産ナビス
タンプラリー事業」などの事業費を
計上しており、フォトコンテストやパ
ネル展示等のイベントも計画してい
るところであります。

最後に、引き続きしっかりと対応し
ていく必要がある「新型コロナウイ
ルス感染症対策」でございます。今回
は、その第12弾として、これまでにも
ご好評をいただいておりますプレミ
アム率50％の「プレミアム付商品券
事業」はじめ、新たな対策として、農
業者へ経営支援の給付金を支給す
る「農業担い手支援事業」、市民活動
団体の取組等を支援する「コロナ禍
のまちづくり応援事業」、そのほか、
公共施設の手洗いの自動水栓化、葉
苅スポーツの家、共存園保育所、新
開こども園などのトイレ改修など、市
民・事業者の皆様への支援や感染拡
大防止等のため、45事業、総額2億
4,411万6千円を計上いたしました。

以上、今回の補正予算の主な事業
について申し上げました。

津島市の財政状況は、以前に比べ
ると着実に安定してきました。今後に
つきましても、行財政改革などに不
断に取り組み、「市政の持続」を常に
意識しながら持続的な運営に努め、
必要な事業をしっかりと展開するこ
とで、つしま成長戦略を確実に実現
させたいと考えております。

結びにあたりまして、今議会には補
正予算をはじめ、条例などの諸議案
を提出しており、いずれも市政運営
に欠くことのできないものばかりで
ありますので、十分ご審議の上、適切
なご議決をいただきますようお願い
申し上げます。
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▲給食費の無償化（イメージ）
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▲津島市民病院

像や都市づくりの方向性を示す「都
市計画マスタープラン」を策定いた
しました。これらの計画に基づき、未
来に向けてまちづくりを進めていく
必要があります。そのためには、私は
3つの視点で改革を進める必要があ
ると考えています。

1つ目の視点は、「ひと」の改革で
す。どんな施策も実際に実施するの
は「ひと」であります。人材育成を行
うことで職員の能力を高め、市民
サービスの向上につなげるのです。
そのため、研修等により職員の学び
なおし「リスキリング」を行い、いかな
る社会情勢にも対応できるように人
材育成を行うとともに、職員一人ひと
りの意識改革を行うなど、「ひと」の
改革に取り組む必要があります。

2つ目の視点は、「もの」の改革で
す。本市の公共施設は老朽化が進ん
でおり、施設の統廃合や集約化が必
要となります。また、本市の持つ地域
資源を生かしながら、積極的に民間
の資金や技術を活用するといった
「もの」の改革に取り組む必要があり
ます。

3つ目の視点は、「こと」の改革で
す。引き続き財政健全化や市民病院
の経営安定化に取り組むことはもち
ろんのこと、ウィズコロナ、アフター
コロナといった今後を見据えた対応
も必要となります。これまでに経験し
たことがない状況にも対応しながら、
将来に向けた「こと」の改革に取り組
む必要があります。

これまでも「ひと・もの・こと」の改
革に取り組んでまいりましたが、より
一層の「ひと・もの・こと」の改革に取
り組むことが重要となります。

また、それに加えて、新たな時代の
まちづくりに必要となるキーワード
が2つあると考えております。

1つ目のキーワードは、「規制緩和
による民間活力の導入」です。

これまでも、神守中町・下町及び唐
臼地区の合計約68万㎡において、都
市計画の用途を見直し、建ぺい率・容
積率を高め、土地活用の促進を図り
ました。また、宇治、白浜、鹿伏兎の3
地区約21万㎡においても、条例に
よって規制緩和し、企業誘致も順調
に進んでいます。天王川公園におき
ましても、パークPFIによる民間活力
の活用に取り組んでおります。引き
続き規制緩和により、民間の資金や
アイデアを導入していくことが必要
となるのです。

また、地方公共団体が行う地方創
生の取組に対して、企業から寄附を
いただく「企業版ふるさと納税」につ
いても、積極的に活用し、企業との
パートナーシップを構築してまいりま
す。

2つ目のキーワードは、「デジタル
化でしあわせ実感」です。

デジタル化は市民の利便性の向
上だけでなく、職員の働きがい改革
の実現により、市民と職員の両方の
しあわせの実感につながります。そ
のためには、先ほども申し上げました、

学びなおし「リスキリング」による職
員の人材育成が重要であります。

この「規制緩和による民間活力の
導入」と「デジタル化でしあわせ実
感」の2つのキーワードを念頭に置き
ながら、まちづくりに取り組んでまい
ります。

現在、日本はかつてない少子高齢
化により、人口減少社会となっており
ます。令和2年に実施された国勢調査
におきましても、日本の人口は、平成
27年に実施されました前回調査に引
き続き減少しております。本市におき
ましても同様に人口が減少しており、
今後もその傾向が続くことが予想さ
れます。そういった状況においても、
子育て環境の充実や、企業誘致によ
る働く場の確保、地域資源を活用し
た魅力あるまちづくりなど、各種施策
を推進することでまちの魅力を高
め、住んでみたい、住んでよかったと
感じるまちづくりを進め、移住・定住
につなげてまいります。

子育て環境の充実に関しては、こ
れまで中学校卒業までの子ども医療
費の完全無料化を始めとする子育て
支援の充実や、全小中学校へのエア
コン設置、全小中学校トイレの洋式
化を始めとする学校環境の充実など
に取り組んでまいりました。今後も全
小中学校の照明をLED化するグリー
ン（脱炭素）事業や老朽化した学校屋
内運動場の大規模改修など、引き続
き子育て環境の充実を図るととも
に、日本一のプログラミング教育を

令和4年第2回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、補正予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

このたび、私は、市民の皆様からの
厚いご信任を賜り、市長3期目の職務
に就かせていただき、今後さらに4年
間、津島市政の舵取り役を担うことと
なりました。

市政を改めてお預かりする重責
に、誠に身が引き締まる思いであり
ますが、この重責をしっかりと受け止
め、市民の皆様からお寄せいただき
ました信頼とご期待にお応えするた
め、新たな決意を持って、津島市のさ
らなる発展に全力を尽くして、取り組
んでまいる所存であります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

私はこれまで、市民の皆様の信頼
とご期待にお応えするため、2期8年
にわたって津島市が魅力と活気あふ
れるまちとなるように、全力で市政運
営に取り組んでまいりました。その
間、100年に一度と言われる新型コロ
ナウイルスの感染拡大による危機的
状況に置かれました。日本国内で最
初に発生が確認されてから間もなく

2年半が経過しようとしております
が、いまだに収束の気配がありませ
ん。

こうした中でも、非常に厳しい状況
に置かれている市民の皆様や事業者
の皆様に支援を届けるため、①感染
拡大の防止、②市民の暮らしの支援、
③子育て・教育支援、④地域経済の支
援といった4つの支援が必要と考え、
これまで様々な事業を実施してまい
りました。令和2年度から実施してま
いりました新型コロナウイルス感染
症対策事業第1弾から第11弾までを
含め、これまでに実施いたしました新
型コロナウイルス感染症関連事業
は、112事業、事業費といたしまして
は約109億7,900万円となります。こ
れらの事業は、コロナの感染状況や
市民の皆様・事業者の皆様の状況に
合わせて、しっかりと対応しており、大
きな成果があったと考えております。

引き続き次のコロナ対策として、
市の自己財源と国の交付金等を有効
に活用し、直面する物価高騰による
影響を緩和するための対応を、緊急
かつ機動的に実施するため、思い
切った子ども子育て世帯への支援と

して、9月から来年3月まで7か月で総
額約2億円の「小・中学校、保育所・認
定こども園・幼稚園給食費の無償化」
など、様々な事業展開をしてまいりま
す。

また、市民の皆様の安全のため、
新型コロナウイルスワクチンの接種
にも全力で取り組んでまいりました。
津島市医師会をはじめ関係団体に積
極的にご協力いただくとともに、市内
の企業からも集団接種の会場を提供
していただき、これまで円滑に実施で
きております。この場をお借りして深
く感謝申し上げます。

市民病院においても、院長を始め
とする医師、看護師などの医療職、ま
た事務職員も含めて職員一同が協
力してコロナに対応しており、市民の
命、健康を守る要としての役割を果
たしております。

新型コロナウイルスの感染拡大
は、世の中の価値を一変させました。
事業所におけるテレワークの導入な
どにより、地方に居住していても仕事
と生活が両立できるということで、こ
れまで長い間止めることができな

かった東京一極集中にも是正の動き
が見られます。ZoomなどのWeb会
議システムを使用することにより、
別々の場所にいながら同じ会議に参
加するといったことも一般的になり
ました。

コロナ禍によって生じた価値観の
変化に対しても、柔軟に対応していく
必要があると考えております。

ロシアによるウクライナ軍事侵攻
は、世界経済に長期的な悪影響を与
えるといわれております。平和があっ
てこそ経済成長ができるものであ
り、長期化すれば大変厳しい状況が
続くことが予想されます。

こうした世界経済の中、1年間厳し
い舵取りが想定されますが、5つの成
長戦略に果敢に挑んでまいります。

さて、私が8年前に市政を引き継い
だ際には、2つの大きな課題がござい
ました。

1つ目は、厳しい財政状況を健全化
させること、2つ目は市民病院の経営
安定化でございました。この2つを最
重要課題と捉え、全力で取り組んで
まいりました。

1つ目の財政健全化につきまして
は、私が市政を引き継いだ8年前、本
市の財政状況は非常に厳しいもので
した。そのため、財政を健全化させる
べく、事務事業の徹底的な見直しな
どによる歳出の削減、様々な形での
歳入の確保などに精力的に取り組ん
でまいりました。平成27年度には平
成17年度に策定した「津島市財政改
革行動計画」に代わる新たな「津島
市行財政改革推進大綱」を策定し、
徹底的な行財政改革を行ってまいり
ました。私が就任した平成26年度か
ら令和2年度までの7年間の効果額
は、約62億4,600万円となり、市の財
務体質を大きく変えることができた

と考えております。また、本市の人口
は平成17年頃をピークに減少しては
おりますが、税収は逆に増加傾向で
あり、令和2年度の税収は、10年前の
平成22年度と比較して約2億円増加
しております。

これらのことなどから、市の貯金に
あたる財政調整基金の残高は、私が
就任する前年度末である平成25年
度末時点では15億9,800万円でした
が、令和3年度末見込みでは約39億
6,000万円と23億6,200万円増加、率
にして約2.5倍にさせることができま
した。

また、市の実質的な借金にあたる
臨時財政対策債を除いた市債残高
につきましては、平成25年度末には
約59億8,200万円でしたが、平成30年
度末には約49億5,200万円と10億円
以上削減できる想定ができたため、
全小中学校のエアコン設置や、全小
中学校のトイレ洋式化、さらには全小
中学校の1人1台タブレットの整備な
ど、平成30年度から令和3年度までの
4年間で、総額約25億5,000万円を超
えるなど、将来を担う子どもたちのた
めに積極的に投資を行いました。ま
た、防災・減災対策として水道管の耐
震化で約16億円を超える投資をはじ
め、避難所となる3つの小学校に耐震
性貯水槽40tの設置などに、総額約3
億円の投資により、災害時の飲料水
の確保など、市民の皆様の安全・安心
を確保するために公助としてできる
取組を進めてまいりました。

この間、平成28年度から30年度ま
での3年間には、約7億円の地方交付
税の減額もございましたが、令和3年
度末の市債残高の見込みは59億
2,500万円と、私の目指すつしま成長
戦略を進める中でも、私が就任する
前の平成25年度末の金額とほぼ同
水準となっております。

2つ目の課題である市民病院の経
営安定化につきましては、市民病院
が海部医療圏の医療を守る要となる
中核病院としての役割を果たすとと
もに、市民の皆様から信頼され続け
られるように、安定的な地域医療の
推進を目指し、経営改善の取組を進
めてまいりました。その結果、平成29
年度から5期連続で経常収支黒字化
を達成するとともに、平成28年度末
に19億円あった一時借入金を解消す
ることができました。また、借金にあ
たる企業債残高に関しても、ピーク
時の平成17年度末には約161億円で
ございましたが、令和3年度末の見込
みでは、約72億円と約89億円減少、
率にして約45％に減少させることが
できました。

ただいま申し上げましたとおり、財
政の健全化と市民病院の経営安定
化を図ってきたことにより、津島市が
次なるステップへ進むための準備が
できたものと考えております。

津島市は本年で市制施行75周年
を迎えました。この節目の年に、コロ
ナによって変わった価値観に対応し
ながら、新しい時代へと歩みを進め
ていかなければなりません。令和3年
度には、市の最上位計画である「第5
次津島市総合計画」及び将来の都市

目指し、教育に特長をもたせ、子育て
世代を呼び込んでまいります。

企業誘致に関しましても引き続き
推進し、働く場所の確保や地域経済
の活性化につなげるとともに、昼間
人口の増加につなげてまいります。

地域資源を活用した魅力あるまち
づくりに関しては、昨年度に策定いた
しました都市計画マスタープランに
おいて、津島駅周辺を「正面玄関」と
して位置づけるとともに、市内の東西
南北それぞれに玄関を位置づけ、そ
れぞれの玄関に光をあて、それぞれ
が輝くまちづくりを目指してまいりま
す。

まちづくりの交流の核となる交通
基盤の充実・整備につながる動きとし
て、木曽川・長良川の新架橋について
は、県が整備ルートを検討しており、
名古屋津島線バイパスについても着
実に進められ、津島玄関まちづくり構
想（ゲートウェイプロジェクト）におい
ての基軸となるものです。東海北陸
自動車道の延伸となる一宮西港道路
については、国が主体となって、概略
的なルートの検討に着手することが
公表されました。

また、現在、リニア中央新幹線の開
業に向けた工事が進められていると
ころですが、リニアの開業によって、
首都圏、中部圏、関西圏が1時間圏内
で結ばれ、三大都市圏が一体となっ
た巨大な経済圏である「スーパーメ
ガリージョン」が創造されることとな
ります。これにより、リニアによる対流
の活発化と新たな価値の創造を図る
こととなり、リニアの開業に合わせ、
名鉄名古屋駅のホームの拡張（4車
線化）により、名古屋駅までの所要時
間の短縮が期待され、本市の人口の
増加にもつながるものと考えており
ます。

これら道路と鉄道をネットワークと

したまちづくりを進めていくことが、
地域間競争を勝ち抜くことにつなが
ります。こうした意味でも、都市計画
マスタープランで示す津島玄関まち
づくり構想（ゲートウェイプロジェク
ト）に積極的に取り組む必要があると
考えております。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どマイカーを使えない、あるいは今
後使えなくなる高齢者や、移動が困
難な障がいのある方などの移動につ
きまして、地域の問題となっておりま
す。

現在、本市では、駅や市役所をはじ
めとする公共施設、病院、スーパーな
どの目的地をつなぐ移動手段につい
て、ふれあいバスにより、市内4コー
スを定時・定路線で運行しておりま
す。

「おでかけタクシー事業」の推進に
より、高齢者や障がいのある方など
に寄り添った移動支援を進めてまい
ります。

ただいま、述べさせていただきま
したことを踏まえながら、成長投資を
進め、津島市の「価値」を高めるため
に、次への挑戦となる「つしま成長戦
略第3弾」に挑んでまいります。挑戦
することが未来を創造することにつ
ながるのです。

それでは、「つしま成長戦略第3弾」
の各項目について、私の所信を述べ
させていただきます。

まず、「つしま成長戦略」の1点目、
「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついて、ご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、津島市
の「宝」です。子どもの健やかな育成
を図り、子育てをしやすい環境づくり
を推進していくことは、大変重要であ
ります。

子育て世代への支援・環境の充実
として、これまで中学校卒業までの子
ども医療費の完全無料化を実施した
ほか、妊娠期から子育て期まで切れ
目なく総合的に支援する「子育て世
代包括支援センター事業」を実施し
てまいりました。また、市内に子育て
支援センターが、総合保健福祉セン
ター内にある西地区、生涯学習セン

ター内にある東地区の2箇所あり、土
日も開所し、子育て世代の交流を図
るとともに、子育てに悩んでいる方も
気軽に相談できるよう、子育て支援
機能の充実を図っております。

今後はさらに18歳までの子ども医
療費入院・通院共に完全無料化を進
めてまいります。

教育環境の充実として、これまで
全小中学校へ1人1台タブレットの整
備やICT支援員の派遣など、学校の
ICT環境の整備にも取り組んでまい
りました。

今後も、さらなる教育環境の充実
のため、市内全ての小中学校に、日本
初の導入規模で、AI機能を持った人
型ロボットと、高性能なセンサーを
使ったブロックを導入してまいりま
す。

人型ロボットは、子どもたちが動作
や対話プログラムを作成することに
より、一方的な会話だけではなく、手
足を動かして踊ったり歌ったり双方
向の会話を行うことのほか、ロボット
と英語の発音練習を楽しく行うこと
ができ、また、プログラミング可能な
ブロックを組み立て、指示した動作を
させるなど、子どもたちが確かめな
がら実体験することを可能とします。
このように、プログラミングを見える
化することは、物事を順序立てて論
理的に考える能力や、問題解決能力
を身に付けることにもつながります。

放課後子ども教室にも、ブロックで
自由な形を作り、プログラミングに
よって様々な動きを与えて遊ぶロ
ボット・プログラミング学習機材を導
入します。

子どもたちの学ぶことに対する関
心や意欲を高め、「楽しくて役に立つ
教育」を実践し、未来社会を自らの力
で生き抜く力を育んでまいります。

また、児童・生徒が安心して有意義
な学校生活が過ごせるよう、市内全
ての小中学校へのエアコン設置、ト
イレの洋式化の整備を行ってまいり
ました。

昨年は、道路灯や公園灯1,277基、
事業規模約8,950万円でLED化を
行ってまいりました。

次は、小中学校の全ての照明約
7,400基、事業規模約1億5,700万円
で、今年度中にLED化するグリーン
（脱炭素）事業のほか、「学校施設長
寿命化計画」に基づき、蛭間小学校
及び神守中学校体育館の長寿命化
のための大規模改修の実施設計を
行ってまいります。今後も計画的に
学校施設の改修を進めてまいりま
す。

子どもたちの国際理解教育とし
て、これまでも在名古屋の領事館の
協力をいただきながら、市内小学校
において国際交流事業を行ってまい
りました。今後は、「領事館交流プロ
ジェクト」として、県内にある8つ全て
の領事館と連携して、グローバル化
する社会の中で、子どもたちが未来
を切り拓く国際人として成長し、ボー
ダレスな時代に対応するための国際
交流事業を進めてまいります。

働いていること等により、保護者が
昼間不在となる家庭の子どもたち
が、放課後や長期休み中に、安全で
楽しく過ごすための遊びや生活の場

である学童保育につきましては、現
在、市内8小学校区にこどもの家を設
置しており、そのうち神守こどもの家
につきましては、入所者の増加と学
校から遠方であることに伴い、令和5
年4月の開所を目標に、神守小学校
敷地内への整備を進めてまいりま
す。

引き続き、夏休み、春休みの居場
所づくり事業や、放課後子ども教室
事業、子育て支援センターにおける
親子の交流や育児相談など、子育て
支援に力を入れてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いて、ご説明申し上げます。

南海トラフにおいて、マグニチュー
ド8～9クラスの地震が、今後40年以
内に90％程度と高い発生確率で予
測され、発生した場合には甚大な被
害が想定されています。また、近年頻
発する集中豪雨や台風の強大化によ
る風水害の激甚化も懸念されていま
す。

市民の皆様の暮らしを守るため、
本市の地域防災計画や国土強靭化
地域計画に基づき、計画的に防災・減
災、強靭化のための施策を進めてま
いります。

自然災害への備えとして、昨年3月
に生涯学習センター内にオープンい
たしました「自助・共助防災学習セン
ター」には、避難所用テントや段ボー
ルベッドなど、避難生活で使用する物
品や、災害時の写真パネルの展示、

防災学習に役立つ映像を用意してお
り、このセンターを通じた平時におけ
る防災知識の普及啓発や防災講座
により、災害発生時のリスクや対応を
正しく理解できる環境を整え、自助、
共助のさらなる意識向上を図ってま
いります。

災害への備えは、自助・共助・公助
の考え方に基づき、それぞれの立場
で考えていくことが重要です。市民
一人ひとりが日ごろから自分事ととら
え防災の意識を持ち続けていただく
ため、昨年度は全世帯に防災ハザー
ドマップ及びマイ・タイムラインを配
布いたしました。市で定める毎月第3
日曜日の家庭防災の日に、各家庭で
防災について話し合っていただくこ
とをお願いするとともに、マグニ
チュード6．8以上の地震が発生した場
合、気象庁から臨時情報が発表され
ますが、うろたえることのないよう後
悔しない備えのため、コロナ禍の状
況を見極めながら実践的な防災訓練
を開催し、防災対策の向上を図って
まいります。

各小中学校におきましては、家庭
防災の日に合わせて、防災情報カー
ドを活用した防災学習を毎月実施し
ており、さらに防災映像を各学校で
活用し、防災意識の向上を図ってま
いります。

また、災害時に必要な資機材や食
料の備蓄を計画的に進めるととも
に、大規模災害時は、まずは公助とし
て飲料水の確保が大切であることか
ら、又吉配水場から先行開設避難所
などの重要施設である北小学校、西
小学校、南小学校、東小学校、市役
所、市民病院への水道管の耐震化
や、神島田小学校、高台寺小学校、蛭
間小学校への耐震性貯水槽40tを設
置してまいりました。今後も引き続
き、先行開設避難所などの重要施設
への水道管の耐震化を進めるととも
に、全ての小中学校に耐震性貯水槽

の設置を計画的に進めてまいりま
す。

なお、大規模災害の場合、救援物
資が届くまでに時間がかかりますの
で、市民の皆様におかれましては、命
をつなぐためにも7日分程度の飲料
水・食品などの家庭用備蓄品の用意
をよろしくお願いします。

その他、市内災害情報を素早く収
集し展開を行うため、ドローンや道路
に冠水センサーを設置するなど、デ
ジタルを活用した防災システムの導
入を進めることにより、災害に備え、
市民の安全・安心につなげてまいりま
す。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」について、ご説明申し上げます。

本市は、津島神社をはじめ国の重
要文化財「旧堀田家住宅」や、旧天王
社の社家であり、かつ津島御師の唯
一の遺構である「氷室作太夫家住
居」、数多くの寺院、歴史的な町家・町
並み、ユネスコ無形文化遺産に登録
された全国33の「山・鉾・屋台行事」の
一つである「尾張津島天王祭の車楽
舟行事」をはじめとする四季折々の
まつり、日本の歴史公園100選に選ば
れている天王川公園など、魅力的な
地域資源が豊かなまちであります。

先人達が残してくれたこれら歴史
的な景観や伝統・文化を守り、育て、

継承し、地域の活性化につなげてい
くために「津島市歴史的風致維持向
上計画」を策定し、令和2年3月に県下
4番目として国の認定を受けました。
津島の歴史的価値が認められたわけ
であります。

これまで尾張津島秋まつりで使用
する山車を収める山車蔵の修景や小
路、観光案内板の整備、おもてなしコ
ンシェルジュや体験プログラムの開
発など、来訪者をもてなすため、ハー
ド・ソフトの両面からの取組を進めて
きました。

本市は、「東海三県寺密度No.1」と
いう特長を生かし、「津島てら・まち御
縁結び」を開催しています。また、名
古屋鉄道株式会社とタイアップし、津
島駅までの往復割引乗車券と、市内
飲食店や土産物店で利用できるクー
ポンがセットになった「つしまちある
き」を実施し、大変多くの方にお越し
いただきました。

このような魅力のある本市は、名
古屋駅まで最短20分台で行くことが
でき、生活に必要なものや場所への
アクセスが良く、自然にもほどよく囲
まれたまちです。都会と田舎それぞ
れの要素を持ち合わせている「とか
いなか」としての強みを全国に発信
しています。また、津島市出身のプロ
ランナーの神野大地選手に津島市初
のふるさと津島応援広報大使に就任
いただくとともに、本市の魅力を
SNSで多面的に発信する「津島PR
応援団」の団長としても津島の魅力
を発信いただいております。引き続
きこうした事業に取り組んでまいり
ます。

市民の憩いの場である天王川公
園につきましては、民間資金を活用
する「公募設置管理制度」いわゆる
パークPFIにより、さらなる魅力向上
を目指し、本市の歴史・文化・水辺を生
かしたゾーニング、特に多くの観光客

が訪れる都市核となる津島駅から天
王通り、歴史核となる津島神社、自然
核である天王川公園へと居心地がよ
く歩きたくなる「まちなかウォーカブ
ル」を進めてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」について、ご説明申し上げま
す。

多くの人から「選ばれるまち」とな
り、住み続けていただくためには、働
く場が確保されていることが大切で
す。

企業誘致につきましては、これまで
に16社を誘致いたしました。すでに
操業を開始しているのは10社で、そ
のうち4社は津島市に本社を移転し
ております。都市計画法第34条第12
号の規定に基づき、工場等を建築で
きるように宇治・白浜・鹿伏兎町地内
に指定した区域の有効面積約18万
5,000㎡のうち、約13万2,000㎡を活
用しており、活用率は約72％となりま
す。都市計画マスタープランでは、企
業誘致のエリアを新たに3か所増や
しました。

引き続き、市内全域に働く場が確
保できるよう、地権者等と話し合いを
進めてまいります。

また、これまで神守中町・神守下町
及び唐臼地区の合計約68万㎡にお

いて、都市計画の用途地域を見直し、
建ぺい率・容積率の制限の緩和も
行ってまいりました。このことにより、
これまで建築できなかった建物も建
築可能となり、土地活用の促進につ
ながったほか、新たに住宅を取得した
50歳未満の方に最大で100万円の
「津島市まちなか定住促進補助金」
を交付するなど、定住促進を図って
まいりました。

今回、新しく策定いたしました都市
計画マスタープランでは、将来に向
けたまちづくり戦略として、津島駅周
辺を正面玄関と位置づけるととも
に、市内の東西南北それぞれに玄関
口を位置づけました。

津島駅周辺は、多くの人が交流す
る「本市の正面玄関」として、ホテル
誘致や駅近居住誘導など、都市環境
の充実を図り、人口密度や人の往来
の増加を目指すほか、これまで市内
の隅と言われていたところを、広域
から鉄道や幹線道路により、本市に
アクセスする際の玄関口となる東西
南北地域に玄関を配置することによ
り光をあて、都市活力の向上として、
産業や観光などのつながりをより広
域的に活性化させてまいります。

また、都市核の正面玄関である津
島駅、自然核である天王川公園、歴
史核である津島神社の3つの核、そし
てこれらを結ぶ天王通り線、3核1軸
を中心に「食べる、寝る、遊ぶ」という

テーマでまちづくりを推進していく
ための第1弾が、4月に発表いたしま
した天王川公園であります。

多くの市民の皆様から期待や関心
が寄せられる新たな天王川公園に向
けてパークPFI及び指定管理者の募
集を行ったところ、天王川公園に魅
力を感じていただき、複数の事業者
から応募をいただきました。全国展
開する事業者からの応募があり、天
王川公園のポテンシャルを改めて実
感した次第であります。

民間の資金とアイデアをいただい
て、天王川公園には、若者に人気のあ
るスターバックスコーヒーが来てい
ただく予定となりました。

藤棚や丸池の水辺に隣接する広大
な芝生広場や、授乳室を備えたサー
ビスセンターの整備も進める予定で
あります。

この新たな天王川公園を基軸に、
津島神社周辺の歴史文化を織り交ぜ
ながら、人の流れを呼び込む話題性
のある「場」を創出させるまちづくり
を進めてまいります。

また、パークPFI第2弾として東公
園の整備を進めてまいりますが、投
資をしていただけるような魅力のあ
るまちであるということを、引き続き
積極的に発信してまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」について、ご説明申し上げます。

津島市民病院は、海部医療圏の中
核病院として、急性期病棟、地域包括
ケア病棟、緩和ケア病棟を設置し、専
門性の高い医療を提供する「急性期
機能」と、在宅復帰に向けた医療やリ
ハビリテーションを提供する「回復期
機能」とを併せ持ち、幅広く対応して
おります。

また、救急・災害時の医療提供を行
うとともに、この2年間、新型コロナウ
イルス感染症に最前線で対応してき
ましたように、「新興感染症への対
応」という役割も担っており、市民の
皆様が、健康で安心して暮らしてい
ただくために、なくてはならない病院
であります。

市と病院との連携を高めながら、
病院と一緒に課題に取り組んできた
結果、救急をはじめとする地域に必
要な医療の提供に適切に対応するこ
とができ、医療の質が向上し、その成
果として、5年連続での黒字化達成に
加えまして、長年の懸案事項であり
ました「一時借入金年度末残高の解
消」も果たすことができました。市民
病院の経営改善が着実に進み、安定
感が増したことの表れであると認識
しております。この良い流れを止める
ことなく、継続していくことが重要で
あると考えております。

津島市民病院は、市民の皆様の生
命を守るために、地域医療の要とし
て、引き続き質の高い医療を提供す
るとともに、これまで以上に、市と病
院とが力を合わせて、市民病院の安
定的かつ継続的な運営に努めてまい
ります。

市民の皆様に幸せを感じていただ
くためには、心身の健康が大変重要
であります。そのため、市民の皆様の

健康が一番であります。

全ての世代の健康づくりを推進す
るため、昨年度から、愛知県と市町村
とが協働で実施している健康マイ
レージ事業を活用し、「つしま健康マ
イレージ」としてスマホアプリにより、
自分で決めた健康づくりの実践や、
健康イベントへの参加などを記録し、
マイレージを貯める「笑顔で健幸大
作戦！」を進めております。

新型コロナウイルス感染症に伴う
外出自粛により、運動量や人との関
わりが大幅に減りました。このことに
より体や心の衰えが進むことが懸念
されております。体や心の衰えを予
防する取組として、自然と歩きたくな
る快適な歩行空間を整備するため、
ウォーキングコースを市民とともに
作り上げるとともに、表示板や健幸
ベンチの設置、健幸アンバサダーに
よる健康づくりへの支援の輪を広
げ、ウォーキングを通した健康行動へ
の意欲向上を図ってまいります。

以上「つしま成長戦略」として掲げ
た5つの項目に沿って説明しました。
この5つの成長戦略を効果的に推進
していくためには、ICTを分野横断的
に活用していく必要があります。

本市では、昨年度からデジタル推
進アドバイザーの派遣を受けており、
併せて昨年4月から、総務デジタル課
を設置し、体制強化を図ったところで
あります。

また、今年の3月には、「津島市DX
推進計画」を策定したところであり、
防災や観光、被災者支援、防犯など
への活用や、役所に「来ない」、書類
を「書かない」、手続きを「待たせな
い」行政サービスのオンライン化や
キャシュレス化など、DX推進計画に
沿って本市のデジタル化をさらに進
めてまいります。加えて政策的には、
内閣府地方創生推進室より「デジタ

ル田園都市国家構想推進交付金」の
交付について、本市が提出した3つの
事業「人型ロボットと一緒にみんなで
プログラミング学習事業」、「デジタ
ルでまるごと「楽らく」ハピネスつし
ま事業」、「デジタルでまるごと「あん
しん」ハピネスつしま事業」が採択さ
れました。これらの事業を含め、「デ
ジタル化で、しあわせ実感都市、つし
ま」を目指し、デジタル化でまちおこ
しをしてまいります。

以上、市政3期目を迎えるにあたっ
ての、5つの成長戦略第3弾における
それぞれの主な取組内容と、まちづ
くりを進めていくうえでの3つの視
点、さらには重要となる2つのキー
ワードについて、私の考えを述べさ
せていただきました。

取組を進めるにあたっては、国の
デジタル田園都市国家構想推進交
付金や地方創生関連交付金など、国
や県の交付金等を有効に活用してま
いります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和4年度補正予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、骨格予算とし
て編成しました当初予算を肉付けす
る予算であります。第3期市政のス
タート、私が掲げたつしま成長戦略を
実現するため、まずは、その第一段階
として取り掛かるものを今補正予算
に反映させました。今後も計画的に
進めていきたいと考えています。

今補正予算の規模を申し上げます
と、一般会計が、22億4,578万円、特別
会計が、2会計で143万円、合わせま
すと、総額22億4,721万円の増額補
正となります。

それでは、主な事業について説明
いたします。最初に、つしま成長戦略
を横断的・効果的に進める3つの重点
事業から説明いたします。

1つ目は、新しい都市計画マスター
プランに示しました津島玄関まちづ
くり構想（ゲートウェイプロジェクト）
の実現に取り組む「マスタープラン
推進事業」でございます。市の正面玄
関となる津島駅から天王川公園、津
島神社周辺を「都市核」、「自然核」、
「歴史核」として魅力向上、賑わい創
出等を図るため、津島駅周辺まちづ
くり構想の策定、駅東側の駅前広場
の基本設計等を行う「津島駅周辺ま
ちづくり事業」、旧わざ・語り・伝承の
館、旧開導教会跡地について調査を
行う利活用事業、天王川公園の藤棚
改修、民間活力でさらなる魅力向上
を図る「天王川公園パークPFI」、北
の玄関口となる青塚駅周辺を快適で
住みよい環境とするため、土地利用
構想を策定する事業、東の玄関口と
なる名古屋津島線バイパス周辺を新
たな交流を生み出す拠点とするた
め、東公園のパークPFIを含めたサウ
ンディング型市場調査を行う事業な
ど、新たなまちづくりを進めるための
事業費を計上いたしました。

2つ目は、「DX推進事業」でござい
ます。内閣府の「デジタル田園都市
国家構想推進交付金」の採択をいた
だきました「人型ロボットと一緒にみ
んなでプログラミング学習」として、
小中学校においてロボット等を活用
して行う「プログラミング教育事業」、
「デジタルでまるごと「楽らく」ハピネ
スつしま」として、住民票交付などの
行政手続きをオンライン化・デジタル
化する「コンビニ交付事業」、「窓口電

子化事業」、「デジタルでまるごと「あ
んしん」ハピネスつしま」として、災害
時の情報をシステムにより一元化・可
視化するほか、4年間でドローン操縦
人材を20人育成する「防災システム
事業」、「ドローン活用事業」、そのほ
か、職員のスキルアップ等を進め、4
年間でデジタル人材を100人育成す
る「デジタル人材育成研修事業」な
ど、デジタルで幸せを実現するため
の事業費を計上いたしました。

3つ目は、「地方創生推進事業」で
ございます。昨年度、市役所若手職員
で構成する「つしま創生！若手職員プ
ロジェクトチーム」を設置し、総合計
画の重点戦略の実現に向けた政策
を検討するため会議を開催し、政策
提案を行ってもらいました。その提
案を基に、「住んでよし！訪れて良し！
津島スタイル①生きる力を育む「津
島っ子」大作戦！」として、電子図書館
や読書手帳の導入、民間人材を活用
した縄跳び教室等で、子どもが身近
に読書や運動に触れる機会を創出す
る「子どもの読解力・体力向上事業」、
「津島スタイル②魅力マシマシ津島
市大作戦！」として、シティプロモー
ション用サイトを立ち上げ、You 
Tube等で津島の魅力を発信する
「魅力発信向上事業」、「津島スタイ
ル③ハピネス津島大作戦！」として、
市民参加でウォーキングコースを作
成するなど、歩くこと、健康づくりの
習慣化を図る「健幸ウォーカブル事

業」、廃棄の可能性のある食品を安
価でやりとりするためのマッチング
サービスを導入するなど、食品ロス
の削減を図る「もったいない運動事
業」、防災について楽しく学ぶ機会を
創出し、防災意識の向上や担い手の
育成を図る「あそぼうさい　まなぼ
うさい事業」といった住みたい、訪れ
たいまちを実現するための事業費を
計上いたしました。

ここからは、そのほかの事業につ
いて、5つの成長戦略に沿って説明い
たします。

1つ目の、「子ども・子育て応援都
市、つしま」としましては、「子ども医
療費支給事業」を10月診療分から、
18歳まで所得制限なしの入院・通院
共に完全無料化に拡大するための費
用、小学校から離れた場所にある「神
守こどもの家」を神守小学校の敷地
内に建設する事業、老朽化した蛭間
小学校及び神守中学校の屋内運動
場を大規模改修するための実施設計
の費用、全小中学校の照明をLED化
する事業など、子育て世代への支援、
子どもが学び育つ環境整備のための

事業費を計上いたしました。また、国
際化への対応のため、県内8領事館
との交流を通して行う「領事館交流
プロジェクト事業」の事業費を計上い
たしました。

2つ目の、「防災・減災のモデル都
市、つしま」としましては、災害時の一
時避難等に対応する「都市公園」の
整備事業として、「神守第1・第2公園」
に加え、新たに「第3公園」の整備に
着手する費用、災害時の救助活動等
で活躍する「緊急消防援助隊救助工
作車」を更新する費用などハード面
の事業費とともに、自助・共助への支
援として、ご家庭の窓ガラスへの飛
散防止フィルム貼り付けを支援する
「飛散防止フィルム貼付事業」、一人
暮らしのお年寄りの方を対象に行う
「住宅用火災警報器設置補助事業」
など、皆様と一緒に災害に強いまち
を目指すための事業費を計上いたし
ました。

3つ目の、「地域の特性を活かした
交流都市、つしま」としましては、津島
の魅力発信や交流を広げる事業とし
て、観光パンフレットの代わりとなる
津島の祭、建造物、文化、産業の写真
が掲載されたカードを作成する「写
真で魅せる津島の伝統PR事業」や、
ふるさと津島応援広報大使でありま
す当市出身のプロランナー神野大地
選手を起用した「PR事業」や「ランニ
ング教室事業」等の事業費を計上い
たしました。

4つ目の、「地域経済が活性化する
発展都市、つしま」としましては、天王
川公園・津島神社周辺へのアクセス
となる「橋詰見越線」の道路改良はじ
め、道路や橋梁等を整備する「社会資
本整備事業」、「道路整備事業」、排水
路の改修等を進める「土地改良事
業」、「排水路整備事業」など、社会基
盤を整備するための投資的事業費を
昨年度から大幅に増額し計上いたし
ました。また、民間企業とのパート

ナーシップを構築し津島の活性化・発
展に繋げるため、「企業版ふるさと納
税」を推進するための費用を計上い
たしました。

5つ目の、「いつまでも健康で暮ら
す都市、つしま」としましては、健康マ
イレージアプリ等を活用し幅広い世
代に健康づくりに参加いただく「笑顔
で健幸大作戦！」の事業費を昨年度に
引き続き計上いたしました。今回は、
市内事業者や団体向けの参加支援
など、内容をさらに充実しておりま
す。そのほか、子宮頸がんワクチンの
任意接種を受けた方の接種費用を
補助する「子宮頸がんワクチン任意
接種費補助事業」、がん治療により必
要となった補整具等の購入費を補助
する「がん患者アピアランスケア支
援補助事業」など、誰もが健康で暮ら
すための事業費を計上いたしまし
た。

5つの成長戦略に沿って説明させ
ていただきました。今補正予算では、
これらのほかに、市制施行75周年事
業としまして、愛知県河川課と連携
し、まち歩きイベントで津島市の魅力
を発信する「ブラアイチサポート事
業」、「笑顔で健幸大作戦事業」の一
環として開催する「市民みんなで天
王川750周歩こう大会」、津島の歴史
的資産を散策する「文化遺産ナビス
タンプラリー事業」などの事業費を
計上しており、フォトコンテストやパ
ネル展示等のイベントも計画してい
るところであります。

最後に、引き続きしっかりと対応し
ていく必要がある「新型コロナウイ
ルス感染症対策」でございます。今回
は、その第12弾として、これまでにも
ご好評をいただいておりますプレミ
アム率50％の「プレミアム付商品券
事業」はじめ、新たな対策として、農
業者へ経営支援の給付金を支給す
る「農業担い手支援事業」、市民活動
団体の取組等を支援する「コロナ禍
のまちづくり応援事業」、そのほか、
公共施設の手洗いの自動水栓化、葉
苅スポーツの家、共存園保育所、新
開こども園などのトイレ改修など、市
民・事業者の皆様への支援や感染拡
大防止等のため、45事業、総額2億
4,411万6千円を計上いたしました。

以上、今回の補正予算の主な事業
について申し上げました。

津島市の財政状況は、以前に比べ
ると着実に安定してきました。今後に
つきましても、行財政改革などに不
断に取り組み、「市政の持続」を常に
意識しながら持続的な運営に努め、
必要な事業をしっかりと展開するこ
とで、つしま成長戦略を確実に実現
させたいと考えております。

結びにあたりまして、今議会には補
正予算をはじめ、条例などの諸議案
を提出しており、いずれも市政運営
に欠くことのできないものばかりで
ありますので、十分ご審議の上、適切
なご議決をいただきますようお願い
申し上げます。

2.5倍
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像や都市づくりの方向性を示す「都
市計画マスタープラン」を策定いた
しました。これらの計画に基づき、未
来に向けてまちづくりを進めていく
必要があります。そのためには、私は
3つの視点で改革を進める必要があ
ると考えています。

1つ目の視点は、「ひと」の改革で
す。どんな施策も実際に実施するの
は「ひと」であります。人材育成を行
うことで職員の能力を高め、市民
サービスの向上につなげるのです。
そのため、研修等により職員の学び
なおし「リスキリング」を行い、いかな
る社会情勢にも対応できるように人
材育成を行うとともに、職員一人ひと
りの意識改革を行うなど、「ひと」の
改革に取り組む必要があります。

2つ目の視点は、「もの」の改革で
す。本市の公共施設は老朽化が進ん
でおり、施設の統廃合や集約化が必
要となります。また、本市の持つ地域
資源を生かしながら、積極的に民間
の資金や技術を活用するといった
「もの」の改革に取り組む必要があり
ます。

3つ目の視点は、「こと」の改革で
す。引き続き財政健全化や市民病院
の経営安定化に取り組むことはもち
ろんのこと、ウィズコロナ、アフター
コロナといった今後を見据えた対応
も必要となります。これまでに経験し
たことがない状況にも対応しながら、
将来に向けた「こと」の改革に取り組
む必要があります。

これまでも「ひと・もの・こと」の改
革に取り組んでまいりましたが、より
一層の「ひと・もの・こと」の改革に取
り組むことが重要となります。

また、それに加えて、新たな時代の
まちづくりに必要となるキーワード
が2つあると考えております。

1つ目のキーワードは、「規制緩和
による民間活力の導入」です。

これまでも、神守中町・下町及び唐
臼地区の合計約68万㎡において、都
市計画の用途を見直し、建ぺい率・容
積率を高め、土地活用の促進を図り
ました。また、宇治、白浜、鹿伏兎の3
地区約21万㎡においても、条例に
よって規制緩和し、企業誘致も順調
に進んでいます。天王川公園におき
ましても、パークPFIによる民間活力
の活用に取り組んでおります。引き
続き規制緩和により、民間の資金や
アイデアを導入していくことが必要
となるのです。

また、地方公共団体が行う地方創
生の取組に対して、企業から寄附を
いただく「企業版ふるさと納税」につ
いても、積極的に活用し、企業との
パートナーシップを構築してまいりま
す。

2つ目のキーワードは、「デジタル
化でしあわせ実感」です。

デジタル化は市民の利便性の向
上だけでなく、職員の働きがい改革
の実現により、市民と職員の両方の
しあわせの実感につながります。そ
のためには、先ほども申し上げました、

学びなおし「リスキリング」による職
員の人材育成が重要であります。

この「規制緩和による民間活力の
導入」と「デジタル化でしあわせ実
感」の2つのキーワードを念頭に置き
ながら、まちづくりに取り組んでまい
ります。

現在、日本はかつてない少子高齢
化により、人口減少社会となっており
ます。令和2年に実施された国勢調査
におきましても、日本の人口は、平成
27年に実施されました前回調査に引
き続き減少しております。本市におき
ましても同様に人口が減少しており、
今後もその傾向が続くことが予想さ
れます。そういった状況においても、
子育て環境の充実や、企業誘致によ
る働く場の確保、地域資源を活用し
た魅力あるまちづくりなど、各種施策
を推進することでまちの魅力を高
め、住んでみたい、住んでよかったと
感じるまちづくりを進め、移住・定住
につなげてまいります。

子育て環境の充実に関しては、こ
れまで中学校卒業までの子ども医療
費の完全無料化を始めとする子育て
支援の充実や、全小中学校へのエア
コン設置、全小中学校トイレの洋式
化を始めとする学校環境の充実など
に取り組んでまいりました。今後も全
小中学校の照明をLED化するグリー
ン（脱炭素）事業や老朽化した学校屋
内運動場の大規模改修など、引き続
き子育て環境の充実を図るととも
に、日本一のプログラミング教育を

令和4年第2回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、補正予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

このたび、私は、市民の皆様からの
厚いご信任を賜り、市長3期目の職務
に就かせていただき、今後さらに4年
間、津島市政の舵取り役を担うことと
なりました。

市政を改めてお預かりする重責
に、誠に身が引き締まる思いであり
ますが、この重責をしっかりと受け止
め、市民の皆様からお寄せいただき
ました信頼とご期待にお応えするた
め、新たな決意を持って、津島市のさ
らなる発展に全力を尽くして、取り組
んでまいる所存であります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

私はこれまで、市民の皆様の信頼
とご期待にお応えするため、2期8年
にわたって津島市が魅力と活気あふ
れるまちとなるように、全力で市政運
営に取り組んでまいりました。その
間、100年に一度と言われる新型コロ
ナウイルスの感染拡大による危機的
状況に置かれました。日本国内で最
初に発生が確認されてから間もなく

2年半が経過しようとしております
が、いまだに収束の気配がありませ
ん。

こうした中でも、非常に厳しい状況
に置かれている市民の皆様や事業者
の皆様に支援を届けるため、①感染
拡大の防止、②市民の暮らしの支援、
③子育て・教育支援、④地域経済の支
援といった4つの支援が必要と考え、
これまで様々な事業を実施してまい
りました。令和2年度から実施してま
いりました新型コロナウイルス感染
症対策事業第1弾から第11弾までを
含め、これまでに実施いたしました新
型コロナウイルス感染症関連事業
は、112事業、事業費といたしまして
は約109億7,900万円となります。こ
れらの事業は、コロナの感染状況や
市民の皆様・事業者の皆様の状況に
合わせて、しっかりと対応しており、大
きな成果があったと考えております。

引き続き次のコロナ対策として、
市の自己財源と国の交付金等を有効
に活用し、直面する物価高騰による
影響を緩和するための対応を、緊急
かつ機動的に実施するため、思い
切った子ども子育て世帯への支援と

して、9月から来年3月まで7か月で総
額約2億円の「小・中学校、保育所・認
定こども園・幼稚園給食費の無償化」
など、様々な事業展開をしてまいりま
す。

また、市民の皆様の安全のため、
新型コロナウイルスワクチンの接種
にも全力で取り組んでまいりました。
津島市医師会をはじめ関係団体に積
極的にご協力いただくとともに、市内
の企業からも集団接種の会場を提供
していただき、これまで円滑に実施で
きております。この場をお借りして深
く感謝申し上げます。

市民病院においても、院長を始め
とする医師、看護師などの医療職、ま
た事務職員も含めて職員一同が協
力してコロナに対応しており、市民の
命、健康を守る要としての役割を果
たしております。

新型コロナウイルスの感染拡大
は、世の中の価値を一変させました。
事業所におけるテレワークの導入な
どにより、地方に居住していても仕事
と生活が両立できるということで、こ
れまで長い間止めることができな

かった東京一極集中にも是正の動き
が見られます。ZoomなどのWeb会
議システムを使用することにより、
別々の場所にいながら同じ会議に参
加するといったことも一般的になり
ました。

コロナ禍によって生じた価値観の
変化に対しても、柔軟に対応していく
必要があると考えております。

ロシアによるウクライナ軍事侵攻
は、世界経済に長期的な悪影響を与
えるといわれております。平和があっ
てこそ経済成長ができるものであ
り、長期化すれば大変厳しい状況が
続くことが予想されます。

こうした世界経済の中、1年間厳し
い舵取りが想定されますが、5つの成
長戦略に果敢に挑んでまいります。

さて、私が8年前に市政を引き継い
だ際には、2つの大きな課題がござい
ました。

1つ目は、厳しい財政状況を健全化
させること、2つ目は市民病院の経営
安定化でございました。この2つを最
重要課題と捉え、全力で取り組んで
まいりました。

1つ目の財政健全化につきまして
は、私が市政を引き継いだ8年前、本
市の財政状況は非常に厳しいもので
した。そのため、財政を健全化させる
べく、事務事業の徹底的な見直しな
どによる歳出の削減、様々な形での
歳入の確保などに精力的に取り組ん
でまいりました。平成27年度には平
成17年度に策定した「津島市財政改
革行動計画」に代わる新たな「津島
市行財政改革推進大綱」を策定し、
徹底的な行財政改革を行ってまいり
ました。私が就任した平成26年度か
ら令和2年度までの7年間の効果額
は、約62億4,600万円となり、市の財
務体質を大きく変えることができた

と考えております。また、本市の人口
は平成17年頃をピークに減少しては
おりますが、税収は逆に増加傾向で
あり、令和2年度の税収は、10年前の
平成22年度と比較して約2億円増加
しております。

これらのことなどから、市の貯金に
あたる財政調整基金の残高は、私が
就任する前年度末である平成25年
度末時点では15億9,800万円でした
が、令和3年度末見込みでは約39億
6,000万円と23億6,200万円増加、率
にして約2.5倍にさせることができま
した。

また、市の実質的な借金にあたる
臨時財政対策債を除いた市債残高
につきましては、平成25年度末には
約59億8,200万円でしたが、平成30年
度末には約49億5,200万円と10億円
以上削減できる想定ができたため、
全小中学校のエアコン設置や、全小
中学校のトイレ洋式化、さらには全小
中学校の1人1台タブレットの整備な
ど、平成30年度から令和3年度までの
4年間で、総額約25億5,000万円を超
えるなど、将来を担う子どもたちのた
めに積極的に投資を行いました。ま
た、防災・減災対策として水道管の耐
震化で約16億円を超える投資をはじ
め、避難所となる3つの小学校に耐震
性貯水槽40tの設置などに、総額約3
億円の投資により、災害時の飲料水
の確保など、市民の皆様の安全・安心
を確保するために公助としてできる
取組を進めてまいりました。

この間、平成28年度から30年度ま
での3年間には、約7億円の地方交付
税の減額もございましたが、令和3年
度末の市債残高の見込みは59億
2,500万円と、私の目指すつしま成長
戦略を進める中でも、私が就任する
前の平成25年度末の金額とほぼ同
水準となっております。

2つ目の課題である市民病院の経
営安定化につきましては、市民病院
が海部医療圏の医療を守る要となる
中核病院としての役割を果たすとと
もに、市民の皆様から信頼され続け
られるように、安定的な地域医療の
推進を目指し、経営改善の取組を進
めてまいりました。その結果、平成29
年度から5期連続で経常収支黒字化
を達成するとともに、平成28年度末
に19億円あった一時借入金を解消す
ることができました。また、借金にあ
たる企業債残高に関しても、ピーク
時の平成17年度末には約161億円で
ございましたが、令和3年度末の見込
みでは、約72億円と約89億円減少、
率にして約45％に減少させることが
できました。

ただいま申し上げましたとおり、財
政の健全化と市民病院の経営安定
化を図ってきたことにより、津島市が
次なるステップへ進むための準備が
できたものと考えております。

津島市は本年で市制施行75周年
を迎えました。この節目の年に、コロ
ナによって変わった価値観に対応し
ながら、新しい時代へと歩みを進め
ていかなければなりません。令和3年
度には、市の最上位計画である「第5
次津島市総合計画」及び将来の都市

目指し、教育に特長をもたせ、子育て
世代を呼び込んでまいります。

企業誘致に関しましても引き続き
推進し、働く場所の確保や地域経済
の活性化につなげるとともに、昼間
人口の増加につなげてまいります。

地域資源を活用した魅力あるまち
づくりに関しては、昨年度に策定いた
しました都市計画マスタープランに
おいて、津島駅周辺を「正面玄関」と
して位置づけるとともに、市内の東西
南北それぞれに玄関を位置づけ、そ
れぞれの玄関に光をあて、それぞれ
が輝くまちづくりを目指してまいりま
す。

まちづくりの交流の核となる交通
基盤の充実・整備につながる動きとし
て、木曽川・長良川の新架橋について
は、県が整備ルートを検討しており、
名古屋津島線バイパスについても着
実に進められ、津島玄関まちづくり構
想（ゲートウェイプロジェクト）におい
ての基軸となるものです。東海北陸
自動車道の延伸となる一宮西港道路
については、国が主体となって、概略
的なルートの検討に着手することが
公表されました。

また、現在、リニア中央新幹線の開
業に向けた工事が進められていると
ころですが、リニアの開業によって、
首都圏、中部圏、関西圏が1時間圏内
で結ばれ、三大都市圏が一体となっ
た巨大な経済圏である「スーパーメ
ガリージョン」が創造されることとな
ります。これにより、リニアによる対流
の活発化と新たな価値の創造を図る
こととなり、リニアの開業に合わせ、
名鉄名古屋駅のホームの拡張（4車
線化）により、名古屋駅までの所要時
間の短縮が期待され、本市の人口の
増加にもつながるものと考えており
ます。

これら道路と鉄道をネットワークと

したまちづくりを進めていくことが、
地域間競争を勝ち抜くことにつなが
ります。こうした意味でも、都市計画
マスタープランで示す津島玄関まち
づくり構想（ゲートウェイプロジェク
ト）に積極的に取り組む必要があると
考えております。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どマイカーを使えない、あるいは今
後使えなくなる高齢者や、移動が困
難な障がいのある方などの移動につ
きまして、地域の問題となっておりま
す。

現在、本市では、駅や市役所をはじ
めとする公共施設、病院、スーパーな
どの目的地をつなぐ移動手段につい
て、ふれあいバスにより、市内4コー
スを定時・定路線で運行しておりま
す。

「おでかけタクシー事業」の推進に
より、高齢者や障がいのある方など
に寄り添った移動支援を進めてまい
ります。

ただいま、述べさせていただきま
したことを踏まえながら、成長投資を
進め、津島市の「価値」を高めるため
に、次への挑戦となる「つしま成長戦
略第3弾」に挑んでまいります。挑戦
することが未来を創造することにつ
ながるのです。

それでは、「つしま成長戦略第3弾」
の各項目について、私の所信を述べ
させていただきます。

まず、「つしま成長戦略」の1点目、
「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついて、ご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、津島市
の「宝」です。子どもの健やかな育成
を図り、子育てをしやすい環境づくり
を推進していくことは、大変重要であ
ります。

子育て世代への支援・環境の充実
として、これまで中学校卒業までの子
ども医療費の完全無料化を実施した
ほか、妊娠期から子育て期まで切れ
目なく総合的に支援する「子育て世
代包括支援センター事業」を実施し
てまいりました。また、市内に子育て
支援センターが、総合保健福祉セン
ター内にある西地区、生涯学習セン

ター内にある東地区の2箇所あり、土
日も開所し、子育て世代の交流を図
るとともに、子育てに悩んでいる方も
気軽に相談できるよう、子育て支援
機能の充実を図っております。

今後はさらに18歳までの子ども医
療費入院・通院共に完全無料化を進
めてまいります。

教育環境の充実として、これまで
全小中学校へ1人1台タブレットの整
備やICT支援員の派遣など、学校の
ICT環境の整備にも取り組んでまい
りました。

今後も、さらなる教育環境の充実
のため、市内全ての小中学校に、日本
初の導入規模で、AI機能を持った人
型ロボットと、高性能なセンサーを
使ったブロックを導入してまいりま
す。

人型ロボットは、子どもたちが動作
や対話プログラムを作成することに
より、一方的な会話だけではなく、手
足を動かして踊ったり歌ったり双方
向の会話を行うことのほか、ロボット
と英語の発音練習を楽しく行うこと
ができ、また、プログラミング可能な
ブロックを組み立て、指示した動作を
させるなど、子どもたちが確かめな
がら実体験することを可能とします。
このように、プログラミングを見える
化することは、物事を順序立てて論
理的に考える能力や、問題解決能力
を身に付けることにもつながります。

放課後子ども教室にも、ブロックで
自由な形を作り、プログラミングに
よって様々な動きを与えて遊ぶロ
ボット・プログラミング学習機材を導
入します。

子どもたちの学ぶことに対する関
心や意欲を高め、「楽しくて役に立つ
教育」を実践し、未来社会を自らの力
で生き抜く力を育んでまいります。

また、児童・生徒が安心して有意義
な学校生活が過ごせるよう、市内全
ての小中学校へのエアコン設置、ト
イレの洋式化の整備を行ってまいり
ました。

昨年は、道路灯や公園灯1,277基、
事業規模約8,950万円でLED化を
行ってまいりました。

次は、小中学校の全ての照明約
7,400基、事業規模約1億5,700万円
で、今年度中にLED化するグリーン
（脱炭素）事業のほか、「学校施設長
寿命化計画」に基づき、蛭間小学校
及び神守中学校体育館の長寿命化
のための大規模改修の実施設計を
行ってまいります。今後も計画的に
学校施設の改修を進めてまいりま
す。

子どもたちの国際理解教育とし
て、これまでも在名古屋の領事館の
協力をいただきながら、市内小学校
において国際交流事業を行ってまい
りました。今後は、「領事館交流プロ
ジェクト」として、県内にある8つ全て
の領事館と連携して、グローバル化
する社会の中で、子どもたちが未来
を切り拓く国際人として成長し、ボー
ダレスな時代に対応するための国際
交流事業を進めてまいります。

働いていること等により、保護者が
昼間不在となる家庭の子どもたち
が、放課後や長期休み中に、安全で
楽しく過ごすための遊びや生活の場

である学童保育につきましては、現
在、市内8小学校区にこどもの家を設
置しており、そのうち神守こどもの家
につきましては、入所者の増加と学
校から遠方であることに伴い、令和5
年4月の開所を目標に、神守小学校
敷地内への整備を進めてまいりま
す。

引き続き、夏休み、春休みの居場
所づくり事業や、放課後子ども教室
事業、子育て支援センターにおける
親子の交流や育児相談など、子育て
支援に力を入れてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いて、ご説明申し上げます。

南海トラフにおいて、マグニチュー
ド8～9クラスの地震が、今後40年以
内に90％程度と高い発生確率で予
測され、発生した場合には甚大な被
害が想定されています。また、近年頻
発する集中豪雨や台風の強大化によ
る風水害の激甚化も懸念されていま
す。

市民の皆様の暮らしを守るため、
本市の地域防災計画や国土強靭化
地域計画に基づき、計画的に防災・減
災、強靭化のための施策を進めてま
いります。

自然災害への備えとして、昨年3月
に生涯学習センター内にオープンい
たしました「自助・共助防災学習セン
ター」には、避難所用テントや段ボー
ルベッドなど、避難生活で使用する物
品や、災害時の写真パネルの展示、

防災学習に役立つ映像を用意してお
り、このセンターを通じた平時におけ
る防災知識の普及啓発や防災講座
により、災害発生時のリスクや対応を
正しく理解できる環境を整え、自助、
共助のさらなる意識向上を図ってま
いります。

災害への備えは、自助・共助・公助
の考え方に基づき、それぞれの立場
で考えていくことが重要です。市民
一人ひとりが日ごろから自分事ととら
え防災の意識を持ち続けていただく
ため、昨年度は全世帯に防災ハザー
ドマップ及びマイ・タイムラインを配
布いたしました。市で定める毎月第3
日曜日の家庭防災の日に、各家庭で
防災について話し合っていただくこ
とをお願いするとともに、マグニ
チュード6．8以上の地震が発生した場
合、気象庁から臨時情報が発表され
ますが、うろたえることのないよう後
悔しない備えのため、コロナ禍の状
況を見極めながら実践的な防災訓練
を開催し、防災対策の向上を図って
まいります。

各小中学校におきましては、家庭
防災の日に合わせて、防災情報カー
ドを活用した防災学習を毎月実施し
ており、さらに防災映像を各学校で
活用し、防災意識の向上を図ってま
いります。

また、災害時に必要な資機材や食
料の備蓄を計画的に進めるととも
に、大規模災害時は、まずは公助とし
て飲料水の確保が大切であることか
ら、又吉配水場から先行開設避難所
などの重要施設である北小学校、西
小学校、南小学校、東小学校、市役
所、市民病院への水道管の耐震化
や、神島田小学校、高台寺小学校、蛭
間小学校への耐震性貯水槽40tを設
置してまいりました。今後も引き続
き、先行開設避難所などの重要施設
への水道管の耐震化を進めるととも
に、全ての小中学校に耐震性貯水槽

の設置を計画的に進めてまいりま
す。

なお、大規模災害の場合、救援物
資が届くまでに時間がかかりますの
で、市民の皆様におかれましては、命
をつなぐためにも7日分程度の飲料
水・食品などの家庭用備蓄品の用意
をよろしくお願いします。

その他、市内災害情報を素早く収
集し展開を行うため、ドローンや道路
に冠水センサーを設置するなど、デ
ジタルを活用した防災システムの導
入を進めることにより、災害に備え、
市民の安全・安心につなげてまいりま
す。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」について、ご説明申し上げます。

本市は、津島神社をはじめ国の重
要文化財「旧堀田家住宅」や、旧天王
社の社家であり、かつ津島御師の唯
一の遺構である「氷室作太夫家住
居」、数多くの寺院、歴史的な町家・町
並み、ユネスコ無形文化遺産に登録
された全国33の「山・鉾・屋台行事」の
一つである「尾張津島天王祭の車楽
舟行事」をはじめとする四季折々の
まつり、日本の歴史公園100選に選ば
れている天王川公園など、魅力的な
地域資源が豊かなまちであります。

先人達が残してくれたこれら歴史
的な景観や伝統・文化を守り、育て、

継承し、地域の活性化につなげてい
くために「津島市歴史的風致維持向
上計画」を策定し、令和2年3月に県下
4番目として国の認定を受けました。
津島の歴史的価値が認められたわけ
であります。

これまで尾張津島秋まつりで使用
する山車を収める山車蔵の修景や小
路、観光案内板の整備、おもてなしコ
ンシェルジュや体験プログラムの開
発など、来訪者をもてなすため、ハー
ド・ソフトの両面からの取組を進めて
きました。

本市は、「東海三県寺密度No.1」と
いう特長を生かし、「津島てら・まち御
縁結び」を開催しています。また、名
古屋鉄道株式会社とタイアップし、津
島駅までの往復割引乗車券と、市内
飲食店や土産物店で利用できるクー
ポンがセットになった「つしまちある
き」を実施し、大変多くの方にお越し
いただきました。

このような魅力のある本市は、名
古屋駅まで最短20分台で行くことが
でき、生活に必要なものや場所への
アクセスが良く、自然にもほどよく囲
まれたまちです。都会と田舎それぞ
れの要素を持ち合わせている「とか
いなか」としての強みを全国に発信
しています。また、津島市出身のプロ
ランナーの神野大地選手に津島市初
のふるさと津島応援広報大使に就任
いただくとともに、本市の魅力を
SNSで多面的に発信する「津島PR
応援団」の団長としても津島の魅力
を発信いただいております。引き続
きこうした事業に取り組んでまいり
ます。

市民の憩いの場である天王川公
園につきましては、民間資金を活用
する「公募設置管理制度」いわゆる
パークPFIにより、さらなる魅力向上
を目指し、本市の歴史・文化・水辺を生
かしたゾーニング、特に多くの観光客

が訪れる都市核となる津島駅から天
王通り、歴史核となる津島神社、自然
核である天王川公園へと居心地がよ
く歩きたくなる「まちなかウォーカブ
ル」を進めてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」について、ご説明申し上げま
す。

多くの人から「選ばれるまち」とな
り、住み続けていただくためには、働
く場が確保されていることが大切で
す。

企業誘致につきましては、これまで
に16社を誘致いたしました。すでに
操業を開始しているのは10社で、そ
のうち4社は津島市に本社を移転し
ております。都市計画法第34条第12
号の規定に基づき、工場等を建築で
きるように宇治・白浜・鹿伏兎町地内
に指定した区域の有効面積約18万
5,000㎡のうち、約13万2,000㎡を活
用しており、活用率は約72％となりま
す。都市計画マスタープランでは、企
業誘致のエリアを新たに3か所増や
しました。

引き続き、市内全域に働く場が確
保できるよう、地権者等と話し合いを
進めてまいります。

また、これまで神守中町・神守下町
及び唐臼地区の合計約68万㎡にお

いて、都市計画の用途地域を見直し、
建ぺい率・容積率の制限の緩和も
行ってまいりました。このことにより、
これまで建築できなかった建物も建
築可能となり、土地活用の促進につ
ながったほか、新たに住宅を取得した
50歳未満の方に最大で100万円の
「津島市まちなか定住促進補助金」
を交付するなど、定住促進を図って
まいりました。

今回、新しく策定いたしました都市
計画マスタープランでは、将来に向
けたまちづくり戦略として、津島駅周
辺を正面玄関と位置づけるととも
に、市内の東西南北それぞれに玄関
口を位置づけました。

津島駅周辺は、多くの人が交流す
る「本市の正面玄関」として、ホテル
誘致や駅近居住誘導など、都市環境
の充実を図り、人口密度や人の往来
の増加を目指すほか、これまで市内
の隅と言われていたところを、広域
から鉄道や幹線道路により、本市に
アクセスする際の玄関口となる東西
南北地域に玄関を配置することによ
り光をあて、都市活力の向上として、
産業や観光などのつながりをより広
域的に活性化させてまいります。

また、都市核の正面玄関である津
島駅、自然核である天王川公園、歴
史核である津島神社の3つの核、そし
てこれらを結ぶ天王通り線、3核1軸
を中心に「食べる、寝る、遊ぶ」という

テーマでまちづくりを推進していく
ための第1弾が、4月に発表いたしま
した天王川公園であります。

多くの市民の皆様から期待や関心
が寄せられる新たな天王川公園に向
けてパークPFI及び指定管理者の募
集を行ったところ、天王川公園に魅
力を感じていただき、複数の事業者
から応募をいただきました。全国展
開する事業者からの応募があり、天
王川公園のポテンシャルを改めて実
感した次第であります。

民間の資金とアイデアをいただい
て、天王川公園には、若者に人気のあ
るスターバックスコーヒーが来てい
ただく予定となりました。

藤棚や丸池の水辺に隣接する広大
な芝生広場や、授乳室を備えたサー
ビスセンターの整備も進める予定で
あります。

この新たな天王川公園を基軸に、
津島神社周辺の歴史文化を織り交ぜ
ながら、人の流れを呼び込む話題性
のある「場」を創出させるまちづくり
を進めてまいります。

また、パークPFI第2弾として東公
園の整備を進めてまいりますが、投
資をしていただけるような魅力のあ
るまちであるということを、引き続き
積極的に発信してまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」について、ご説明申し上げます。

津島市民病院は、海部医療圏の中
核病院として、急性期病棟、地域包括
ケア病棟、緩和ケア病棟を設置し、専
門性の高い医療を提供する「急性期
機能」と、在宅復帰に向けた医療やリ
ハビリテーションを提供する「回復期
機能」とを併せ持ち、幅広く対応して
おります。

また、救急・災害時の医療提供を行
うとともに、この2年間、新型コロナウ
イルス感染症に最前線で対応してき
ましたように、「新興感染症への対
応」という役割も担っており、市民の
皆様が、健康で安心して暮らしてい
ただくために、なくてはならない病院
であります。

市と病院との連携を高めながら、
病院と一緒に課題に取り組んできた
結果、救急をはじめとする地域に必
要な医療の提供に適切に対応するこ
とができ、医療の質が向上し、その成
果として、5年連続での黒字化達成に
加えまして、長年の懸案事項であり
ました「一時借入金年度末残高の解
消」も果たすことができました。市民
病院の経営改善が着実に進み、安定
感が増したことの表れであると認識
しております。この良い流れを止める
ことなく、継続していくことが重要で
あると考えております。

津島市民病院は、市民の皆様の生
命を守るために、地域医療の要とし
て、引き続き質の高い医療を提供す
るとともに、これまで以上に、市と病
院とが力を合わせて、市民病院の安
定的かつ継続的な運営に努めてまい
ります。

市民の皆様に幸せを感じていただ
くためには、心身の健康が大変重要
であります。そのため、市民の皆様の

健康が一番であります。

全ての世代の健康づくりを推進す
るため、昨年度から、愛知県と市町村
とが協働で実施している健康マイ
レージ事業を活用し、「つしま健康マ
イレージ」としてスマホアプリにより、
自分で決めた健康づくりの実践や、
健康イベントへの参加などを記録し、
マイレージを貯める「笑顔で健幸大
作戦！」を進めております。

新型コロナウイルス感染症に伴う
外出自粛により、運動量や人との関
わりが大幅に減りました。このことに
より体や心の衰えが進むことが懸念
されております。体や心の衰えを予
防する取組として、自然と歩きたくな
る快適な歩行空間を整備するため、
ウォーキングコースを市民とともに
作り上げるとともに、表示板や健幸
ベンチの設置、健幸アンバサダーに
よる健康づくりへの支援の輪を広
げ、ウォーキングを通した健康行動へ
の意欲向上を図ってまいります。

以上「つしま成長戦略」として掲げ
た5つの項目に沿って説明しました。
この5つの成長戦略を効果的に推進
していくためには、ICTを分野横断的
に活用していく必要があります。

本市では、昨年度からデジタル推
進アドバイザーの派遣を受けており、
併せて昨年4月から、総務デジタル課
を設置し、体制強化を図ったところで
あります。

また、今年の3月には、「津島市DX
推進計画」を策定したところであり、
防災や観光、被災者支援、防犯など
への活用や、役所に「来ない」、書類
を「書かない」、手続きを「待たせな
い」行政サービスのオンライン化や
キャシュレス化など、DX推進計画に
沿って本市のデジタル化をさらに進
めてまいります。加えて政策的には、
内閣府地方創生推進室より「デジタ

ル田園都市国家構想推進交付金」の
交付について、本市が提出した3つの
事業「人型ロボットと一緒にみんなで
プログラミング学習事業」、「デジタ
ルでまるごと「楽らく」ハピネスつし
ま事業」、「デジタルでまるごと「あん
しん」ハピネスつしま事業」が採択さ
れました。これらの事業を含め、「デ
ジタル化で、しあわせ実感都市、つし
ま」を目指し、デジタル化でまちおこ
しをしてまいります。

以上、市政3期目を迎えるにあたっ
ての、5つの成長戦略第3弾における
それぞれの主な取組内容と、まちづ
くりを進めていくうえでの3つの視
点、さらには重要となる2つのキー
ワードについて、私の考えを述べさ
せていただきました。

取組を進めるにあたっては、国の
デジタル田園都市国家構想推進交
付金や地方創生関連交付金など、国
や県の交付金等を有効に活用してま
いります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和4年度補正予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、骨格予算とし
て編成しました当初予算を肉付けす
る予算であります。第3期市政のス
タート、私が掲げたつしま成長戦略を
実現するため、まずは、その第一段階
として取り掛かるものを今補正予算
に反映させました。今後も計画的に
進めていきたいと考えています。

今補正予算の規模を申し上げます
と、一般会計が、22億4,578万円、特別
会計が、2会計で143万円、合わせま
すと、総額22億4,721万円の増額補
正となります。

それでは、主な事業について説明
いたします。最初に、つしま成長戦略
を横断的・効果的に進める3つの重点
事業から説明いたします。

1つ目は、新しい都市計画マスター
プランに示しました津島玄関まちづ
くり構想（ゲートウェイプロジェクト）
の実現に取り組む「マスタープラン
推進事業」でございます。市の正面玄
関となる津島駅から天王川公園、津
島神社周辺を「都市核」、「自然核」、
「歴史核」として魅力向上、賑わい創
出等を図るため、津島駅周辺まちづ
くり構想の策定、駅東側の駅前広場
の基本設計等を行う「津島駅周辺ま
ちづくり事業」、旧わざ・語り・伝承の
館、旧開導教会跡地について調査を
行う利活用事業、天王川公園の藤棚
改修、民間活力でさらなる魅力向上
を図る「天王川公園パークPFI」、北
の玄関口となる青塚駅周辺を快適で
住みよい環境とするため、土地利用
構想を策定する事業、東の玄関口と
なる名古屋津島線バイパス周辺を新
たな交流を生み出す拠点とするた
め、東公園のパークPFIを含めたサウ
ンディング型市場調査を行う事業な
ど、新たなまちづくりを進めるための
事業費を計上いたしました。

2つ目は、「DX推進事業」でござい
ます。内閣府の「デジタル田園都市
国家構想推進交付金」の採択をいた
だきました「人型ロボットと一緒にみ
んなでプログラミング学習」として、
小中学校においてロボット等を活用
して行う「プログラミング教育事業」、
「デジタルでまるごと「楽らく」ハピネ
スつしま」として、住民票交付などの
行政手続きをオンライン化・デジタル
化する「コンビニ交付事業」、「窓口電

子化事業」、「デジタルでまるごと「あ
んしん」ハピネスつしま」として、災害
時の情報をシステムにより一元化・可
視化するほか、4年間でドローン操縦
人材を20人育成する「防災システム
事業」、「ドローン活用事業」、そのほ
か、職員のスキルアップ等を進め、4
年間でデジタル人材を100人育成す
る「デジタル人材育成研修事業」な
ど、デジタルで幸せを実現するため
の事業費を計上いたしました。

3つ目は、「地方創生推進事業」で
ございます。昨年度、市役所若手職員
で構成する「つしま創生！若手職員プ
ロジェクトチーム」を設置し、総合計
画の重点戦略の実現に向けた政策
を検討するため会議を開催し、政策
提案を行ってもらいました。その提
案を基に、「住んでよし！訪れて良し！
津島スタイル①生きる力を育む「津
島っ子」大作戦！」として、電子図書館
や読書手帳の導入、民間人材を活用
した縄跳び教室等で、子どもが身近
に読書や運動に触れる機会を創出す
る「子どもの読解力・体力向上事業」、
「津島スタイル②魅力マシマシ津島
市大作戦！」として、シティプロモー
ション用サイトを立ち上げ、You 
Tube等で津島の魅力を発信する
「魅力発信向上事業」、「津島スタイ
ル③ハピネス津島大作戦！」として、
市民参加でウォーキングコースを作
成するなど、歩くこと、健康づくりの
習慣化を図る「健幸ウォーカブル事

業」、廃棄の可能性のある食品を安
価でやりとりするためのマッチング
サービスを導入するなど、食品ロス
の削減を図る「もったいない運動事
業」、防災について楽しく学ぶ機会を
創出し、防災意識の向上や担い手の
育成を図る「あそぼうさい　まなぼ
うさい事業」といった住みたい、訪れ
たいまちを実現するための事業費を
計上いたしました。

ここからは、そのほかの事業につ
いて、5つの成長戦略に沿って説明い
たします。

1つ目の、「子ども・子育て応援都
市、つしま」としましては、「子ども医
療費支給事業」を10月診療分から、
18歳まで所得制限なしの入院・通院
共に完全無料化に拡大するための費
用、小学校から離れた場所にある「神
守こどもの家」を神守小学校の敷地
内に建設する事業、老朽化した蛭間
小学校及び神守中学校の屋内運動
場を大規模改修するための実施設計
の費用、全小中学校の照明をLED化
する事業など、子育て世代への支援、
子どもが学び育つ環境整備のための

事業費を計上いたしました。また、国
際化への対応のため、県内8領事館
との交流を通して行う「領事館交流
プロジェクト事業」の事業費を計上い
たしました。

2つ目の、「防災・減災のモデル都
市、つしま」としましては、災害時の一
時避難等に対応する「都市公園」の
整備事業として、「神守第1・第2公園」
に加え、新たに「第3公園」の整備に
着手する費用、災害時の救助活動等
で活躍する「緊急消防援助隊救助工
作車」を更新する費用などハード面
の事業費とともに、自助・共助への支
援として、ご家庭の窓ガラスへの飛
散防止フィルム貼り付けを支援する
「飛散防止フィルム貼付事業」、一人
暮らしのお年寄りの方を対象に行う
「住宅用火災警報器設置補助事業」
など、皆様と一緒に災害に強いまち
を目指すための事業費を計上いたし
ました。

3つ目の、「地域の特性を活かした
交流都市、つしま」としましては、津島
の魅力発信や交流を広げる事業とし
て、観光パンフレットの代わりとなる
津島の祭、建造物、文化、産業の写真
が掲載されたカードを作成する「写
真で魅せる津島の伝統PR事業」や、
ふるさと津島応援広報大使でありま
す当市出身のプロランナー神野大地
選手を起用した「PR事業」や「ランニ
ング教室事業」等の事業費を計上い
たしました。

4つ目の、「地域経済が活性化する
発展都市、つしま」としましては、天王
川公園・津島神社周辺へのアクセス
となる「橋詰見越線」の道路改良はじ
め、道路や橋梁等を整備する「社会資
本整備事業」、「道路整備事業」、排水
路の改修等を進める「土地改良事
業」、「排水路整備事業」など、社会基
盤を整備するための投資的事業費を
昨年度から大幅に増額し計上いたし
ました。また、民間企業とのパート

ナーシップを構築し津島の活性化・発
展に繋げるため、「企業版ふるさと納
税」を推進するための費用を計上い
たしました。

5つ目の、「いつまでも健康で暮ら
す都市、つしま」としましては、健康マ
イレージアプリ等を活用し幅広い世
代に健康づくりに参加いただく「笑顔
で健幸大作戦！」の事業費を昨年度に
引き続き計上いたしました。今回は、
市内事業者や団体向けの参加支援
など、内容をさらに充実しておりま
す。そのほか、子宮頸がんワクチンの
任意接種を受けた方の接種費用を
補助する「子宮頸がんワクチン任意
接種費補助事業」、がん治療により必
要となった補整具等の購入費を補助
する「がん患者アピアランスケア支
援補助事業」など、誰もが健康で暮ら
すための事業費を計上いたしまし
た。

5つの成長戦略に沿って説明させ
ていただきました。今補正予算では、
これらのほかに、市制施行75周年事
業としまして、愛知県河川課と連携
し、まち歩きイベントで津島市の魅力
を発信する「ブラアイチサポート事
業」、「笑顔で健幸大作戦事業」の一
環として開催する「市民みんなで天
王川750周歩こう大会」、津島の歴史
的資産を散策する「文化遺産ナビス
タンプラリー事業」などの事業費を
計上しており、フォトコンテストやパ
ネル展示等のイベントも計画してい
るところであります。

最後に、引き続きしっかりと対応し
ていく必要がある「新型コロナウイ
ルス感染症対策」でございます。今回
は、その第12弾として、これまでにも
ご好評をいただいておりますプレミ
アム率50％の「プレミアム付商品券
事業」はじめ、新たな対策として、農
業者へ経営支援の給付金を支給す
る「農業担い手支援事業」、市民活動
団体の取組等を支援する「コロナ禍
のまちづくり応援事業」、そのほか、
公共施設の手洗いの自動水栓化、葉
苅スポーツの家、共存園保育所、新
開こども園などのトイレ改修など、市
民・事業者の皆様への支援や感染拡
大防止等のため、45事業、総額2億
4,411万6千円を計上いたしました。

以上、今回の補正予算の主な事業
について申し上げました。

津島市の財政状況は、以前に比べ
ると着実に安定してきました。今後に
つきましても、行財政改革などに不
断に取り組み、「市政の持続」を常に
意識しながら持続的な運営に努め、
必要な事業をしっかりと展開するこ
とで、つしま成長戦略を確実に実現
させたいと考えております。

結びにあたりまして、今議会には補
正予算をはじめ、条例などの諸議案
を提出しており、いずれも市政運営
に欠くことのできないものばかりで
ありますので、十分ご審議の上、適切
なご議決をいただきますようお願い
申し上げます。 ▲リスキリング（イメージ）
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像や都市づくりの方向性を示す「都
市計画マスタープラン」を策定いた
しました。これらの計画に基づき、未
来に向けてまちづくりを進めていく
必要があります。そのためには、私は
3つの視点で改革を進める必要があ
ると考えています。

1つ目の視点は、「ひと」の改革で
す。どんな施策も実際に実施するの
は「ひと」であります。人材育成を行
うことで職員の能力を高め、市民
サービスの向上につなげるのです。
そのため、研修等により職員の学び
なおし「リスキリング」を行い、いかな
る社会情勢にも対応できるように人
材育成を行うとともに、職員一人ひと
りの意識改革を行うなど、「ひと」の
改革に取り組む必要があります。

2つ目の視点は、「もの」の改革で
す。本市の公共施設は老朽化が進ん
でおり、施設の統廃合や集約化が必
要となります。また、本市の持つ地域
資源を生かしながら、積極的に民間
の資金や技術を活用するといった
「もの」の改革に取り組む必要があり
ます。

3つ目の視点は、「こと」の改革で
す。引き続き財政健全化や市民病院
の経営安定化に取り組むことはもち
ろんのこと、ウィズコロナ、アフター
コロナといった今後を見据えた対応
も必要となります。これまでに経験し
たことがない状況にも対応しながら、
将来に向けた「こと」の改革に取り組
む必要があります。

これまでも「ひと・もの・こと」の改
革に取り組んでまいりましたが、より
一層の「ひと・もの・こと」の改革に取
り組むことが重要となります。

また、それに加えて、新たな時代の
まちづくりに必要となるキーワード
が2つあると考えております。

1つ目のキーワードは、「規制緩和
による民間活力の導入」です。

これまでも、神守中町・下町及び唐
臼地区の合計約68万㎡において、都
市計画の用途を見直し、建ぺい率・容
積率を高め、土地活用の促進を図り
ました。また、宇治、白浜、鹿伏兎の3
地区約21万㎡においても、条例に
よって規制緩和し、企業誘致も順調
に進んでいます。天王川公園におき
ましても、パークPFIによる民間活力
の活用に取り組んでおります。引き
続き規制緩和により、民間の資金や
アイデアを導入していくことが必要
となるのです。

また、地方公共団体が行う地方創
生の取組に対して、企業から寄附を
いただく「企業版ふるさと納税」につ
いても、積極的に活用し、企業との
パートナーシップを構築してまいりま
す。

2つ目のキーワードは、「デジタル
化でしあわせ実感」です。

デジタル化は市民の利便性の向
上だけでなく、職員の働きがい改革
の実現により、市民と職員の両方の
しあわせの実感につながります。そ
のためには、先ほども申し上げました、

学びなおし「リスキリング」による職
員の人材育成が重要であります。

この「規制緩和による民間活力の
導入」と「デジタル化でしあわせ実
感」の2つのキーワードを念頭に置き
ながら、まちづくりに取り組んでまい
ります。

現在、日本はかつてない少子高齢
化により、人口減少社会となっており
ます。令和2年に実施された国勢調査
におきましても、日本の人口は、平成
27年に実施されました前回調査に引
き続き減少しております。本市におき
ましても同様に人口が減少しており、
今後もその傾向が続くことが予想さ
れます。そういった状況においても、
子育て環境の充実や、企業誘致によ
る働く場の確保、地域資源を活用し
た魅力あるまちづくりなど、各種施策
を推進することでまちの魅力を高
め、住んでみたい、住んでよかったと
感じるまちづくりを進め、移住・定住
につなげてまいります。

子育て環境の充実に関しては、こ
れまで中学校卒業までの子ども医療
費の完全無料化を始めとする子育て
支援の充実や、全小中学校へのエア
コン設置、全小中学校トイレの洋式
化を始めとする学校環境の充実など
に取り組んでまいりました。今後も全
小中学校の照明をLED化するグリー
ン（脱炭素）事業や老朽化した学校屋
内運動場の大規模改修など、引き続
き子育て環境の充実を図るととも
に、日本一のプログラミング教育を

令和4年第2回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、補正予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

このたび、私は、市民の皆様からの
厚いご信任を賜り、市長3期目の職務
に就かせていただき、今後さらに4年
間、津島市政の舵取り役を担うことと
なりました。

市政を改めてお預かりする重責
に、誠に身が引き締まる思いであり
ますが、この重責をしっかりと受け止
め、市民の皆様からお寄せいただき
ました信頼とご期待にお応えするた
め、新たな決意を持って、津島市のさ
らなる発展に全力を尽くして、取り組
んでまいる所存であります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

私はこれまで、市民の皆様の信頼
とご期待にお応えするため、2期8年
にわたって津島市が魅力と活気あふ
れるまちとなるように、全力で市政運
営に取り組んでまいりました。その
間、100年に一度と言われる新型コロ
ナウイルスの感染拡大による危機的
状況に置かれました。日本国内で最
初に発生が確認されてから間もなく

2年半が経過しようとしております
が、いまだに収束の気配がありませ
ん。

こうした中でも、非常に厳しい状況
に置かれている市民の皆様や事業者
の皆様に支援を届けるため、①感染
拡大の防止、②市民の暮らしの支援、
③子育て・教育支援、④地域経済の支
援といった4つの支援が必要と考え、
これまで様々な事業を実施してまい
りました。令和2年度から実施してま
いりました新型コロナウイルス感染
症対策事業第1弾から第11弾までを
含め、これまでに実施いたしました新
型コロナウイルス感染症関連事業
は、112事業、事業費といたしまして
は約109億7,900万円となります。こ
れらの事業は、コロナの感染状況や
市民の皆様・事業者の皆様の状況に
合わせて、しっかりと対応しており、大
きな成果があったと考えております。

引き続き次のコロナ対策として、
市の自己財源と国の交付金等を有効
に活用し、直面する物価高騰による
影響を緩和するための対応を、緊急
かつ機動的に実施するため、思い
切った子ども子育て世帯への支援と

して、9月から来年3月まで7か月で総
額約2億円の「小・中学校、保育所・認
定こども園・幼稚園給食費の無償化」
など、様々な事業展開をしてまいりま
す。

また、市民の皆様の安全のため、
新型コロナウイルスワクチンの接種
にも全力で取り組んでまいりました。
津島市医師会をはじめ関係団体に積
極的にご協力いただくとともに、市内
の企業からも集団接種の会場を提供
していただき、これまで円滑に実施で
きております。この場をお借りして深
く感謝申し上げます。

市民病院においても、院長を始め
とする医師、看護師などの医療職、ま
た事務職員も含めて職員一同が協
力してコロナに対応しており、市民の
命、健康を守る要としての役割を果
たしております。

新型コロナウイルスの感染拡大
は、世の中の価値を一変させました。
事業所におけるテレワークの導入な
どにより、地方に居住していても仕事
と生活が両立できるということで、こ
れまで長い間止めることができな

かった東京一極集中にも是正の動き
が見られます。ZoomなどのWeb会
議システムを使用することにより、
別々の場所にいながら同じ会議に参
加するといったことも一般的になり
ました。

コロナ禍によって生じた価値観の
変化に対しても、柔軟に対応していく
必要があると考えております。

ロシアによるウクライナ軍事侵攻
は、世界経済に長期的な悪影響を与
えるといわれております。平和があっ
てこそ経済成長ができるものであ
り、長期化すれば大変厳しい状況が
続くことが予想されます。

こうした世界経済の中、1年間厳し
い舵取りが想定されますが、5つの成
長戦略に果敢に挑んでまいります。

さて、私が8年前に市政を引き継い
だ際には、2つの大きな課題がござい
ました。

1つ目は、厳しい財政状況を健全化
させること、2つ目は市民病院の経営
安定化でございました。この2つを最
重要課題と捉え、全力で取り組んで
まいりました。

1つ目の財政健全化につきまして
は、私が市政を引き継いだ8年前、本
市の財政状況は非常に厳しいもので
した。そのため、財政を健全化させる
べく、事務事業の徹底的な見直しな
どによる歳出の削減、様々な形での
歳入の確保などに精力的に取り組ん
でまいりました。平成27年度には平
成17年度に策定した「津島市財政改
革行動計画」に代わる新たな「津島
市行財政改革推進大綱」を策定し、
徹底的な行財政改革を行ってまいり
ました。私が就任した平成26年度か
ら令和2年度までの7年間の効果額
は、約62億4,600万円となり、市の財
務体質を大きく変えることができた

と考えております。また、本市の人口
は平成17年頃をピークに減少しては
おりますが、税収は逆に増加傾向で
あり、令和2年度の税収は、10年前の
平成22年度と比較して約2億円増加
しております。

これらのことなどから、市の貯金に
あたる財政調整基金の残高は、私が
就任する前年度末である平成25年
度末時点では15億9,800万円でした
が、令和3年度末見込みでは約39億
6,000万円と23億6,200万円増加、率
にして約2.5倍にさせることができま
した。

また、市の実質的な借金にあたる
臨時財政対策債を除いた市債残高
につきましては、平成25年度末には
約59億8,200万円でしたが、平成30年
度末には約49億5,200万円と10億円
以上削減できる想定ができたため、
全小中学校のエアコン設置や、全小
中学校のトイレ洋式化、さらには全小
中学校の1人1台タブレットの整備な
ど、平成30年度から令和3年度までの
4年間で、総額約25億5,000万円を超
えるなど、将来を担う子どもたちのた
めに積極的に投資を行いました。ま
た、防災・減災対策として水道管の耐
震化で約16億円を超える投資をはじ
め、避難所となる3つの小学校に耐震
性貯水槽40tの設置などに、総額約3
億円の投資により、災害時の飲料水
の確保など、市民の皆様の安全・安心
を確保するために公助としてできる
取組を進めてまいりました。

この間、平成28年度から30年度ま
での3年間には、約7億円の地方交付
税の減額もございましたが、令和3年
度末の市債残高の見込みは59億
2,500万円と、私の目指すつしま成長
戦略を進める中でも、私が就任する
前の平成25年度末の金額とほぼ同
水準となっております。

2つ目の課題である市民病院の経
営安定化につきましては、市民病院
が海部医療圏の医療を守る要となる
中核病院としての役割を果たすとと
もに、市民の皆様から信頼され続け
られるように、安定的な地域医療の
推進を目指し、経営改善の取組を進
めてまいりました。その結果、平成29
年度から5期連続で経常収支黒字化
を達成するとともに、平成28年度末
に19億円あった一時借入金を解消す
ることができました。また、借金にあ
たる企業債残高に関しても、ピーク
時の平成17年度末には約161億円で
ございましたが、令和3年度末の見込
みでは、約72億円と約89億円減少、
率にして約45％に減少させることが
できました。

ただいま申し上げましたとおり、財
政の健全化と市民病院の経営安定
化を図ってきたことにより、津島市が
次なるステップへ進むための準備が
できたものと考えております。

津島市は本年で市制施行75周年
を迎えました。この節目の年に、コロ
ナによって変わった価値観に対応し
ながら、新しい時代へと歩みを進め
ていかなければなりません。令和3年
度には、市の最上位計画である「第5
次津島市総合計画」及び将来の都市

目指し、教育に特長をもたせ、子育て
世代を呼び込んでまいります。

企業誘致に関しましても引き続き
推進し、働く場所の確保や地域経済
の活性化につなげるとともに、昼間
人口の増加につなげてまいります。

地域資源を活用した魅力あるまち
づくりに関しては、昨年度に策定いた
しました都市計画マスタープランに
おいて、津島駅周辺を「正面玄関」と
して位置づけるとともに、市内の東西
南北それぞれに玄関を位置づけ、そ
れぞれの玄関に光をあて、それぞれ
が輝くまちづくりを目指してまいりま
す。

まちづくりの交流の核となる交通
基盤の充実・整備につながる動きとし
て、木曽川・長良川の新架橋について
は、県が整備ルートを検討しており、
名古屋津島線バイパスについても着
実に進められ、津島玄関まちづくり構
想（ゲートウェイプロジェクト）におい
ての基軸となるものです。東海北陸
自動車道の延伸となる一宮西港道路
については、国が主体となって、概略
的なルートの検討に着手することが
公表されました。

また、現在、リニア中央新幹線の開
業に向けた工事が進められていると
ころですが、リニアの開業によって、
首都圏、中部圏、関西圏が1時間圏内
で結ばれ、三大都市圏が一体となっ
た巨大な経済圏である「スーパーメ
ガリージョン」が創造されることとな
ります。これにより、リニアによる対流
の活発化と新たな価値の創造を図る
こととなり、リニアの開業に合わせ、
名鉄名古屋駅のホームの拡張（4車
線化）により、名古屋駅までの所要時
間の短縮が期待され、本市の人口の
増加にもつながるものと考えており
ます。

これら道路と鉄道をネットワークと

したまちづくりを進めていくことが、
地域間競争を勝ち抜くことにつなが
ります。こうした意味でも、都市計画
マスタープランで示す津島玄関まち
づくり構想（ゲートウェイプロジェク
ト）に積極的に取り組む必要があると
考えております。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どマイカーを使えない、あるいは今
後使えなくなる高齢者や、移動が困
難な障がいのある方などの移動につ
きまして、地域の問題となっておりま
す。

現在、本市では、駅や市役所をはじ
めとする公共施設、病院、スーパーな
どの目的地をつなぐ移動手段につい
て、ふれあいバスにより、市内4コー
スを定時・定路線で運行しておりま
す。

「おでかけタクシー事業」の推進に
より、高齢者や障がいのある方など
に寄り添った移動支援を進めてまい
ります。

ただいま、述べさせていただきま
したことを踏まえながら、成長投資を
進め、津島市の「価値」を高めるため
に、次への挑戦となる「つしま成長戦
略第3弾」に挑んでまいります。挑戦
することが未来を創造することにつ
ながるのです。

それでは、「つしま成長戦略第3弾」
の各項目について、私の所信を述べ
させていただきます。

まず、「つしま成長戦略」の1点目、
「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついて、ご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、津島市
の「宝」です。子どもの健やかな育成
を図り、子育てをしやすい環境づくり
を推進していくことは、大変重要であ
ります。

子育て世代への支援・環境の充実
として、これまで中学校卒業までの子
ども医療費の完全無料化を実施した
ほか、妊娠期から子育て期まで切れ
目なく総合的に支援する「子育て世
代包括支援センター事業」を実施し
てまいりました。また、市内に子育て
支援センターが、総合保健福祉セン
ター内にある西地区、生涯学習セン

ター内にある東地区の2箇所あり、土
日も開所し、子育て世代の交流を図
るとともに、子育てに悩んでいる方も
気軽に相談できるよう、子育て支援
機能の充実を図っております。

今後はさらに18歳までの子ども医
療費入院・通院共に完全無料化を進
めてまいります。

教育環境の充実として、これまで
全小中学校へ1人1台タブレットの整
備やICT支援員の派遣など、学校の
ICT環境の整備にも取り組んでまい
りました。

今後も、さらなる教育環境の充実
のため、市内全ての小中学校に、日本
初の導入規模で、AI機能を持った人
型ロボットと、高性能なセンサーを
使ったブロックを導入してまいりま
す。

人型ロボットは、子どもたちが動作
や対話プログラムを作成することに
より、一方的な会話だけではなく、手
足を動かして踊ったり歌ったり双方
向の会話を行うことのほか、ロボット
と英語の発音練習を楽しく行うこと
ができ、また、プログラミング可能な
ブロックを組み立て、指示した動作を
させるなど、子どもたちが確かめな
がら実体験することを可能とします。
このように、プログラミングを見える
化することは、物事を順序立てて論
理的に考える能力や、問題解決能力
を身に付けることにもつながります。

放課後子ども教室にも、ブロックで
自由な形を作り、プログラミングに
よって様々な動きを与えて遊ぶロ
ボット・プログラミング学習機材を導
入します。

子どもたちの学ぶことに対する関
心や意欲を高め、「楽しくて役に立つ
教育」を実践し、未来社会を自らの力
で生き抜く力を育んでまいります。

また、児童・生徒が安心して有意義
な学校生活が過ごせるよう、市内全
ての小中学校へのエアコン設置、ト
イレの洋式化の整備を行ってまいり
ました。

昨年は、道路灯や公園灯1,277基、
事業規模約8,950万円でLED化を
行ってまいりました。

次は、小中学校の全ての照明約
7,400基、事業規模約1億5,700万円
で、今年度中にLED化するグリーン
（脱炭素）事業のほか、「学校施設長
寿命化計画」に基づき、蛭間小学校
及び神守中学校体育館の長寿命化
のための大規模改修の実施設計を
行ってまいります。今後も計画的に
学校施設の改修を進めてまいりま
す。

子どもたちの国際理解教育とし
て、これまでも在名古屋の領事館の
協力をいただきながら、市内小学校
において国際交流事業を行ってまい
りました。今後は、「領事館交流プロ
ジェクト」として、県内にある8つ全て
の領事館と連携して、グローバル化
する社会の中で、子どもたちが未来
を切り拓く国際人として成長し、ボー
ダレスな時代に対応するための国際
交流事業を進めてまいります。

働いていること等により、保護者が
昼間不在となる家庭の子どもたち
が、放課後や長期休み中に、安全で
楽しく過ごすための遊びや生活の場

である学童保育につきましては、現
在、市内8小学校区にこどもの家を設
置しており、そのうち神守こどもの家
につきましては、入所者の増加と学
校から遠方であることに伴い、令和5
年4月の開所を目標に、神守小学校
敷地内への整備を進めてまいりま
す。

引き続き、夏休み、春休みの居場
所づくり事業や、放課後子ども教室
事業、子育て支援センターにおける
親子の交流や育児相談など、子育て
支援に力を入れてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いて、ご説明申し上げます。

南海トラフにおいて、マグニチュー
ド8～9クラスの地震が、今後40年以
内に90％程度と高い発生確率で予
測され、発生した場合には甚大な被
害が想定されています。また、近年頻
発する集中豪雨や台風の強大化によ
る風水害の激甚化も懸念されていま
す。

市民の皆様の暮らしを守るため、
本市の地域防災計画や国土強靭化
地域計画に基づき、計画的に防災・減
災、強靭化のための施策を進めてま
いります。

自然災害への備えとして、昨年3月
に生涯学習センター内にオープンい
たしました「自助・共助防災学習セン
ター」には、避難所用テントや段ボー
ルベッドなど、避難生活で使用する物
品や、災害時の写真パネルの展示、

防災学習に役立つ映像を用意してお
り、このセンターを通じた平時におけ
る防災知識の普及啓発や防災講座
により、災害発生時のリスクや対応を
正しく理解できる環境を整え、自助、
共助のさらなる意識向上を図ってま
いります。

災害への備えは、自助・共助・公助
の考え方に基づき、それぞれの立場
で考えていくことが重要です。市民
一人ひとりが日ごろから自分事ととら
え防災の意識を持ち続けていただく
ため、昨年度は全世帯に防災ハザー
ドマップ及びマイ・タイムラインを配
布いたしました。市で定める毎月第3
日曜日の家庭防災の日に、各家庭で
防災について話し合っていただくこ
とをお願いするとともに、マグニ
チュード6．8以上の地震が発生した場
合、気象庁から臨時情報が発表され
ますが、うろたえることのないよう後
悔しない備えのため、コロナ禍の状
況を見極めながら実践的な防災訓練
を開催し、防災対策の向上を図って
まいります。

各小中学校におきましては、家庭
防災の日に合わせて、防災情報カー
ドを活用した防災学習を毎月実施し
ており、さらに防災映像を各学校で
活用し、防災意識の向上を図ってま
いります。

また、災害時に必要な資機材や食
料の備蓄を計画的に進めるととも
に、大規模災害時は、まずは公助とし
て飲料水の確保が大切であることか
ら、又吉配水場から先行開設避難所
などの重要施設である北小学校、西
小学校、南小学校、東小学校、市役
所、市民病院への水道管の耐震化
や、神島田小学校、高台寺小学校、蛭
間小学校への耐震性貯水槽40tを設
置してまいりました。今後も引き続
き、先行開設避難所などの重要施設
への水道管の耐震化を進めるととも
に、全ての小中学校に耐震性貯水槽

の設置を計画的に進めてまいりま
す。

なお、大規模災害の場合、救援物
資が届くまでに時間がかかりますの
で、市民の皆様におかれましては、命
をつなぐためにも7日分程度の飲料
水・食品などの家庭用備蓄品の用意
をよろしくお願いします。

その他、市内災害情報を素早く収
集し展開を行うため、ドローンや道路
に冠水センサーを設置するなど、デ
ジタルを活用した防災システムの導
入を進めることにより、災害に備え、
市民の安全・安心につなげてまいりま
す。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」について、ご説明申し上げます。

本市は、津島神社をはじめ国の重
要文化財「旧堀田家住宅」や、旧天王
社の社家であり、かつ津島御師の唯
一の遺構である「氷室作太夫家住
居」、数多くの寺院、歴史的な町家・町
並み、ユネスコ無形文化遺産に登録
された全国33の「山・鉾・屋台行事」の
一つである「尾張津島天王祭の車楽
舟行事」をはじめとする四季折々の
まつり、日本の歴史公園100選に選ば
れている天王川公園など、魅力的な
地域資源が豊かなまちであります。

先人達が残してくれたこれら歴史
的な景観や伝統・文化を守り、育て、

継承し、地域の活性化につなげてい
くために「津島市歴史的風致維持向
上計画」を策定し、令和2年3月に県下
4番目として国の認定を受けました。
津島の歴史的価値が認められたわけ
であります。

これまで尾張津島秋まつりで使用
する山車を収める山車蔵の修景や小
路、観光案内板の整備、おもてなしコ
ンシェルジュや体験プログラムの開
発など、来訪者をもてなすため、ハー
ド・ソフトの両面からの取組を進めて
きました。

本市は、「東海三県寺密度No.1」と
いう特長を生かし、「津島てら・まち御
縁結び」を開催しています。また、名
古屋鉄道株式会社とタイアップし、津
島駅までの往復割引乗車券と、市内
飲食店や土産物店で利用できるクー
ポンがセットになった「つしまちある
き」を実施し、大変多くの方にお越し
いただきました。

このような魅力のある本市は、名
古屋駅まで最短20分台で行くことが
でき、生活に必要なものや場所への
アクセスが良く、自然にもほどよく囲
まれたまちです。都会と田舎それぞ
れの要素を持ち合わせている「とか
いなか」としての強みを全国に発信
しています。また、津島市出身のプロ
ランナーの神野大地選手に津島市初
のふるさと津島応援広報大使に就任
いただくとともに、本市の魅力を
SNSで多面的に発信する「津島PR
応援団」の団長としても津島の魅力
を発信いただいております。引き続
きこうした事業に取り組んでまいり
ます。

市民の憩いの場である天王川公
園につきましては、民間資金を活用
する「公募設置管理制度」いわゆる
パークPFIにより、さらなる魅力向上
を目指し、本市の歴史・文化・水辺を生
かしたゾーニング、特に多くの観光客

が訪れる都市核となる津島駅から天
王通り、歴史核となる津島神社、自然
核である天王川公園へと居心地がよ
く歩きたくなる「まちなかウォーカブ
ル」を進めてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」について、ご説明申し上げま
す。

多くの人から「選ばれるまち」とな
り、住み続けていただくためには、働
く場が確保されていることが大切で
す。

企業誘致につきましては、これまで
に16社を誘致いたしました。すでに
操業を開始しているのは10社で、そ
のうち4社は津島市に本社を移転し
ております。都市計画法第34条第12
号の規定に基づき、工場等を建築で
きるように宇治・白浜・鹿伏兎町地内
に指定した区域の有効面積約18万
5,000㎡のうち、約13万2,000㎡を活
用しており、活用率は約72％となりま
す。都市計画マスタープランでは、企
業誘致のエリアを新たに3か所増や
しました。

引き続き、市内全域に働く場が確
保できるよう、地権者等と話し合いを
進めてまいります。

また、これまで神守中町・神守下町
及び唐臼地区の合計約68万㎡にお

いて、都市計画の用途地域を見直し、
建ぺい率・容積率の制限の緩和も
行ってまいりました。このことにより、
これまで建築できなかった建物も建
築可能となり、土地活用の促進につ
ながったほか、新たに住宅を取得した
50歳未満の方に最大で100万円の
「津島市まちなか定住促進補助金」
を交付するなど、定住促進を図って
まいりました。

今回、新しく策定いたしました都市
計画マスタープランでは、将来に向
けたまちづくり戦略として、津島駅周
辺を正面玄関と位置づけるととも
に、市内の東西南北それぞれに玄関
口を位置づけました。

津島駅周辺は、多くの人が交流す
る「本市の正面玄関」として、ホテル
誘致や駅近居住誘導など、都市環境
の充実を図り、人口密度や人の往来
の増加を目指すほか、これまで市内
の隅と言われていたところを、広域
から鉄道や幹線道路により、本市に
アクセスする際の玄関口となる東西
南北地域に玄関を配置することによ
り光をあて、都市活力の向上として、
産業や観光などのつながりをより広
域的に活性化させてまいります。

また、都市核の正面玄関である津
島駅、自然核である天王川公園、歴
史核である津島神社の3つの核、そし
てこれらを結ぶ天王通り線、3核1軸
を中心に「食べる、寝る、遊ぶ」という

テーマでまちづくりを推進していく
ための第1弾が、4月に発表いたしま
した天王川公園であります。

多くの市民の皆様から期待や関心
が寄せられる新たな天王川公園に向
けてパークPFI及び指定管理者の募
集を行ったところ、天王川公園に魅
力を感じていただき、複数の事業者
から応募をいただきました。全国展
開する事業者からの応募があり、天
王川公園のポテンシャルを改めて実
感した次第であります。

民間の資金とアイデアをいただい
て、天王川公園には、若者に人気のあ
るスターバックスコーヒーが来てい
ただく予定となりました。

藤棚や丸池の水辺に隣接する広大
な芝生広場や、授乳室を備えたサー
ビスセンターの整備も進める予定で
あります。

この新たな天王川公園を基軸に、
津島神社周辺の歴史文化を織り交ぜ
ながら、人の流れを呼び込む話題性
のある「場」を創出させるまちづくり
を進めてまいります。

また、パークPFI第2弾として東公
園の整備を進めてまいりますが、投
資をしていただけるような魅力のあ
るまちであるということを、引き続き
積極的に発信してまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」について、ご説明申し上げます。

津島市民病院は、海部医療圏の中
核病院として、急性期病棟、地域包括
ケア病棟、緩和ケア病棟を設置し、専
門性の高い医療を提供する「急性期
機能」と、在宅復帰に向けた医療やリ
ハビリテーションを提供する「回復期
機能」とを併せ持ち、幅広く対応して
おります。

また、救急・災害時の医療提供を行
うとともに、この2年間、新型コロナウ
イルス感染症に最前線で対応してき
ましたように、「新興感染症への対
応」という役割も担っており、市民の
皆様が、健康で安心して暮らしてい
ただくために、なくてはならない病院
であります。

市と病院との連携を高めながら、
病院と一緒に課題に取り組んできた
結果、救急をはじめとする地域に必
要な医療の提供に適切に対応するこ
とができ、医療の質が向上し、その成
果として、5年連続での黒字化達成に
加えまして、長年の懸案事項であり
ました「一時借入金年度末残高の解
消」も果たすことができました。市民
病院の経営改善が着実に進み、安定
感が増したことの表れであると認識
しております。この良い流れを止める
ことなく、継続していくことが重要で
あると考えております。

津島市民病院は、市民の皆様の生
命を守るために、地域医療の要とし
て、引き続き質の高い医療を提供す
るとともに、これまで以上に、市と病
院とが力を合わせて、市民病院の安
定的かつ継続的な運営に努めてまい
ります。

市民の皆様に幸せを感じていただ
くためには、心身の健康が大変重要
であります。そのため、市民の皆様の

健康が一番であります。

全ての世代の健康づくりを推進す
るため、昨年度から、愛知県と市町村
とが協働で実施している健康マイ
レージ事業を活用し、「つしま健康マ
イレージ」としてスマホアプリにより、
自分で決めた健康づくりの実践や、
健康イベントへの参加などを記録し、
マイレージを貯める「笑顔で健幸大
作戦！」を進めております。

新型コロナウイルス感染症に伴う
外出自粛により、運動量や人との関
わりが大幅に減りました。このことに
より体や心の衰えが進むことが懸念
されております。体や心の衰えを予
防する取組として、自然と歩きたくな
る快適な歩行空間を整備するため、
ウォーキングコースを市民とともに
作り上げるとともに、表示板や健幸
ベンチの設置、健幸アンバサダーに
よる健康づくりへの支援の輪を広
げ、ウォーキングを通した健康行動へ
の意欲向上を図ってまいります。

以上「つしま成長戦略」として掲げ
た5つの項目に沿って説明しました。
この5つの成長戦略を効果的に推進
していくためには、ICTを分野横断的
に活用していく必要があります。

本市では、昨年度からデジタル推
進アドバイザーの派遣を受けており、
併せて昨年4月から、総務デジタル課
を設置し、体制強化を図ったところで
あります。

また、今年の3月には、「津島市DX
推進計画」を策定したところであり、
防災や観光、被災者支援、防犯など
への活用や、役所に「来ない」、書類
を「書かない」、手続きを「待たせな
い」行政サービスのオンライン化や
キャシュレス化など、DX推進計画に
沿って本市のデジタル化をさらに進
めてまいります。加えて政策的には、
内閣府地方創生推進室より「デジタ

ル田園都市国家構想推進交付金」の
交付について、本市が提出した3つの
事業「人型ロボットと一緒にみんなで
プログラミング学習事業」、「デジタ
ルでまるごと「楽らく」ハピネスつし
ま事業」、「デジタルでまるごと「あん
しん」ハピネスつしま事業」が採択さ
れました。これらの事業を含め、「デ
ジタル化で、しあわせ実感都市、つし
ま」を目指し、デジタル化でまちおこ
しをしてまいります。

以上、市政3期目を迎えるにあたっ
ての、5つの成長戦略第3弾における
それぞれの主な取組内容と、まちづ
くりを進めていくうえでの3つの視
点、さらには重要となる2つのキー
ワードについて、私の考えを述べさ
せていただきました。

取組を進めるにあたっては、国の
デジタル田園都市国家構想推進交
付金や地方創生関連交付金など、国
や県の交付金等を有効に活用してま
いります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和4年度補正予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、骨格予算とし
て編成しました当初予算を肉付けす
る予算であります。第3期市政のス
タート、私が掲げたつしま成長戦略を
実現するため、まずは、その第一段階
として取り掛かるものを今補正予算
に反映させました。今後も計画的に
進めていきたいと考えています。

今補正予算の規模を申し上げます
と、一般会計が、22億4,578万円、特別
会計が、2会計で143万円、合わせま
すと、総額22億4,721万円の増額補
正となります。

それでは、主な事業について説明
いたします。最初に、つしま成長戦略
を横断的・効果的に進める3つの重点
事業から説明いたします。

1つ目は、新しい都市計画マスター
プランに示しました津島玄関まちづ
くり構想（ゲートウェイプロジェクト）
の実現に取り組む「マスタープラン
推進事業」でございます。市の正面玄
関となる津島駅から天王川公園、津
島神社周辺を「都市核」、「自然核」、
「歴史核」として魅力向上、賑わい創
出等を図るため、津島駅周辺まちづ
くり構想の策定、駅東側の駅前広場
の基本設計等を行う「津島駅周辺ま
ちづくり事業」、旧わざ・語り・伝承の
館、旧開導教会跡地について調査を
行う利活用事業、天王川公園の藤棚
改修、民間活力でさらなる魅力向上
を図る「天王川公園パークPFI」、北
の玄関口となる青塚駅周辺を快適で
住みよい環境とするため、土地利用
構想を策定する事業、東の玄関口と
なる名古屋津島線バイパス周辺を新
たな交流を生み出す拠点とするた
め、東公園のパークPFIを含めたサウ
ンディング型市場調査を行う事業な
ど、新たなまちづくりを進めるための
事業費を計上いたしました。

2つ目は、「DX推進事業」でござい
ます。内閣府の「デジタル田園都市
国家構想推進交付金」の採択をいた
だきました「人型ロボットと一緒にみ
んなでプログラミング学習」として、
小中学校においてロボット等を活用
して行う「プログラミング教育事業」、
「デジタルでまるごと「楽らく」ハピネ
スつしま」として、住民票交付などの
行政手続きをオンライン化・デジタル
化する「コンビニ交付事業」、「窓口電

子化事業」、「デジタルでまるごと「あ
んしん」ハピネスつしま」として、災害
時の情報をシステムにより一元化・可
視化するほか、4年間でドローン操縦
人材を20人育成する「防災システム
事業」、「ドローン活用事業」、そのほ
か、職員のスキルアップ等を進め、4
年間でデジタル人材を100人育成す
る「デジタル人材育成研修事業」な
ど、デジタルで幸せを実現するため
の事業費を計上いたしました。

3つ目は、「地方創生推進事業」で
ございます。昨年度、市役所若手職員
で構成する「つしま創生！若手職員プ
ロジェクトチーム」を設置し、総合計
画の重点戦略の実現に向けた政策
を検討するため会議を開催し、政策
提案を行ってもらいました。その提
案を基に、「住んでよし！訪れて良し！
津島スタイル①生きる力を育む「津
島っ子」大作戦！」として、電子図書館
や読書手帳の導入、民間人材を活用
した縄跳び教室等で、子どもが身近
に読書や運動に触れる機会を創出す
る「子どもの読解力・体力向上事業」、
「津島スタイル②魅力マシマシ津島
市大作戦！」として、シティプロモー
ション用サイトを立ち上げ、You 
Tube等で津島の魅力を発信する
「魅力発信向上事業」、「津島スタイ
ル③ハピネス津島大作戦！」として、
市民参加でウォーキングコースを作
成するなど、歩くこと、健康づくりの
習慣化を図る「健幸ウォーカブル事

業」、廃棄の可能性のある食品を安
価でやりとりするためのマッチング
サービスを導入するなど、食品ロス
の削減を図る「もったいない運動事
業」、防災について楽しく学ぶ機会を
創出し、防災意識の向上や担い手の
育成を図る「あそぼうさい　まなぼ
うさい事業」といった住みたい、訪れ
たいまちを実現するための事業費を
計上いたしました。

ここからは、そのほかの事業につ
いて、5つの成長戦略に沿って説明い
たします。

1つ目の、「子ども・子育て応援都
市、つしま」としましては、「子ども医
療費支給事業」を10月診療分から、
18歳まで所得制限なしの入院・通院
共に完全無料化に拡大するための費
用、小学校から離れた場所にある「神
守こどもの家」を神守小学校の敷地
内に建設する事業、老朽化した蛭間
小学校及び神守中学校の屋内運動
場を大規模改修するための実施設計
の費用、全小中学校の照明をLED化
する事業など、子育て世代への支援、
子どもが学び育つ環境整備のための

事業費を計上いたしました。また、国
際化への対応のため、県内8領事館
との交流を通して行う「領事館交流
プロジェクト事業」の事業費を計上い
たしました。

2つ目の、「防災・減災のモデル都
市、つしま」としましては、災害時の一
時避難等に対応する「都市公園」の
整備事業として、「神守第1・第2公園」
に加え、新たに「第3公園」の整備に
着手する費用、災害時の救助活動等
で活躍する「緊急消防援助隊救助工
作車」を更新する費用などハード面
の事業費とともに、自助・共助への支
援として、ご家庭の窓ガラスへの飛
散防止フィルム貼り付けを支援する
「飛散防止フィルム貼付事業」、一人
暮らしのお年寄りの方を対象に行う
「住宅用火災警報器設置補助事業」
など、皆様と一緒に災害に強いまち
を目指すための事業費を計上いたし
ました。

3つ目の、「地域の特性を活かした
交流都市、つしま」としましては、津島
の魅力発信や交流を広げる事業とし
て、観光パンフレットの代わりとなる
津島の祭、建造物、文化、産業の写真
が掲載されたカードを作成する「写
真で魅せる津島の伝統PR事業」や、
ふるさと津島応援広報大使でありま
す当市出身のプロランナー神野大地
選手を起用した「PR事業」や「ランニ
ング教室事業」等の事業費を計上い
たしました。

4つ目の、「地域経済が活性化する
発展都市、つしま」としましては、天王
川公園・津島神社周辺へのアクセス
となる「橋詰見越線」の道路改良はじ
め、道路や橋梁等を整備する「社会資
本整備事業」、「道路整備事業」、排水
路の改修等を進める「土地改良事
業」、「排水路整備事業」など、社会基
盤を整備するための投資的事業費を
昨年度から大幅に増額し計上いたし
ました。また、民間企業とのパート

ナーシップを構築し津島の活性化・発
展に繋げるため、「企業版ふるさと納
税」を推進するための費用を計上い
たしました。

5つ目の、「いつまでも健康で暮ら
す都市、つしま」としましては、健康マ
イレージアプリ等を活用し幅広い世
代に健康づくりに参加いただく「笑顔
で健幸大作戦！」の事業費を昨年度に
引き続き計上いたしました。今回は、
市内事業者や団体向けの参加支援
など、内容をさらに充実しておりま
す。そのほか、子宮頸がんワクチンの
任意接種を受けた方の接種費用を
補助する「子宮頸がんワクチン任意
接種費補助事業」、がん治療により必
要となった補整具等の購入費を補助
する「がん患者アピアランスケア支
援補助事業」など、誰もが健康で暮ら
すための事業費を計上いたしまし
た。

5つの成長戦略に沿って説明させ
ていただきました。今補正予算では、
これらのほかに、市制施行75周年事
業としまして、愛知県河川課と連携
し、まち歩きイベントで津島市の魅力
を発信する「ブラアイチサポート事
業」、「笑顔で健幸大作戦事業」の一
環として開催する「市民みんなで天
王川750周歩こう大会」、津島の歴史
的資産を散策する「文化遺産ナビス
タンプラリー事業」などの事業費を
計上しており、フォトコンテストやパ
ネル展示等のイベントも計画してい
るところであります。

最後に、引き続きしっかりと対応し
ていく必要がある「新型コロナウイ
ルス感染症対策」でございます。今回
は、その第12弾として、これまでにも
ご好評をいただいておりますプレミ
アム率50％の「プレミアム付商品券
事業」はじめ、新たな対策として、農
業者へ経営支援の給付金を支給す
る「農業担い手支援事業」、市民活動
団体の取組等を支援する「コロナ禍
のまちづくり応援事業」、そのほか、
公共施設の手洗いの自動水栓化、葉
苅スポーツの家、共存園保育所、新
開こども園などのトイレ改修など、市
民・事業者の皆様への支援や感染拡
大防止等のため、45事業、総額2億
4,411万6千円を計上いたしました。

以上、今回の補正予算の主な事業
について申し上げました。

津島市の財政状況は、以前に比べ
ると着実に安定してきました。今後に
つきましても、行財政改革などに不
断に取り組み、「市政の持続」を常に
意識しながら持続的な運営に努め、
必要な事業をしっかりと展開するこ
とで、つしま成長戦略を確実に実現
させたいと考えております。

結びにあたりまして、今議会には補
正予算をはじめ、条例などの諸議案
を提出しており、いずれも市政運営
に欠くことのできないものばかりで
ありますので、十分ご審議の上、適切
なご議決をいただきますようお願い
申し上げます。

▲都市計画マスタープランで示す玄関構想の配置図
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▲おでかけタクシー（イメージ）

4 令和4年度　施政方針



像や都市づくりの方向性を示す「都
市計画マスタープラン」を策定いた
しました。これらの計画に基づき、未
来に向けてまちづくりを進めていく
必要があります。そのためには、私は
3つの視点で改革を進める必要があ
ると考えています。

1つ目の視点は、「ひと」の改革で
す。どんな施策も実際に実施するの
は「ひと」であります。人材育成を行
うことで職員の能力を高め、市民
サービスの向上につなげるのです。
そのため、研修等により職員の学び
なおし「リスキリング」を行い、いかな
る社会情勢にも対応できるように人
材育成を行うとともに、職員一人ひと
りの意識改革を行うなど、「ひと」の
改革に取り組む必要があります。

2つ目の視点は、「もの」の改革で
す。本市の公共施設は老朽化が進ん
でおり、施設の統廃合や集約化が必
要となります。また、本市の持つ地域
資源を生かしながら、積極的に民間
の資金や技術を活用するといった
「もの」の改革に取り組む必要があり
ます。

3つ目の視点は、「こと」の改革で
す。引き続き財政健全化や市民病院
の経営安定化に取り組むことはもち
ろんのこと、ウィズコロナ、アフター
コロナといった今後を見据えた対応
も必要となります。これまでに経験し
たことがない状況にも対応しながら、
将来に向けた「こと」の改革に取り組
む必要があります。

これまでも「ひと・もの・こと」の改
革に取り組んでまいりましたが、より
一層の「ひと・もの・こと」の改革に取
り組むことが重要となります。

また、それに加えて、新たな時代の
まちづくりに必要となるキーワード
が2つあると考えております。

1つ目のキーワードは、「規制緩和
による民間活力の導入」です。

これまでも、神守中町・下町及び唐
臼地区の合計約68万㎡において、都
市計画の用途を見直し、建ぺい率・容
積率を高め、土地活用の促進を図り
ました。また、宇治、白浜、鹿伏兎の3
地区約21万㎡においても、条例に
よって規制緩和し、企業誘致も順調
に進んでいます。天王川公園におき
ましても、パークPFIによる民間活力
の活用に取り組んでおります。引き
続き規制緩和により、民間の資金や
アイデアを導入していくことが必要
となるのです。

また、地方公共団体が行う地方創
生の取組に対して、企業から寄附を
いただく「企業版ふるさと納税」につ
いても、積極的に活用し、企業との
パートナーシップを構築してまいりま
す。

2つ目のキーワードは、「デジタル
化でしあわせ実感」です。

デジタル化は市民の利便性の向
上だけでなく、職員の働きがい改革
の実現により、市民と職員の両方の
しあわせの実感につながります。そ
のためには、先ほども申し上げました、

学びなおし「リスキリング」による職
員の人材育成が重要であります。

この「規制緩和による民間活力の
導入」と「デジタル化でしあわせ実
感」の2つのキーワードを念頭に置き
ながら、まちづくりに取り組んでまい
ります。

現在、日本はかつてない少子高齢
化により、人口減少社会となっており
ます。令和2年に実施された国勢調査
におきましても、日本の人口は、平成
27年に実施されました前回調査に引
き続き減少しております。本市におき
ましても同様に人口が減少しており、
今後もその傾向が続くことが予想さ
れます。そういった状況においても、
子育て環境の充実や、企業誘致によ
る働く場の確保、地域資源を活用し
た魅力あるまちづくりなど、各種施策
を推進することでまちの魅力を高
め、住んでみたい、住んでよかったと
感じるまちづくりを進め、移住・定住
につなげてまいります。

子育て環境の充実に関しては、こ
れまで中学校卒業までの子ども医療
費の完全無料化を始めとする子育て
支援の充実や、全小中学校へのエア
コン設置、全小中学校トイレの洋式
化を始めとする学校環境の充実など
に取り組んでまいりました。今後も全
小中学校の照明をLED化するグリー
ン（脱炭素）事業や老朽化した学校屋
内運動場の大規模改修など、引き続
き子育て環境の充実を図るととも
に、日本一のプログラミング教育を

令和4年第2回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、補正予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

このたび、私は、市民の皆様からの
厚いご信任を賜り、市長3期目の職務
に就かせていただき、今後さらに4年
間、津島市政の舵取り役を担うことと
なりました。

市政を改めてお預かりする重責
に、誠に身が引き締まる思いであり
ますが、この重責をしっかりと受け止
め、市民の皆様からお寄せいただき
ました信頼とご期待にお応えするた
め、新たな決意を持って、津島市のさ
らなる発展に全力を尽くして、取り組
んでまいる所存であります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

私はこれまで、市民の皆様の信頼
とご期待にお応えするため、2期8年
にわたって津島市が魅力と活気あふ
れるまちとなるように、全力で市政運
営に取り組んでまいりました。その
間、100年に一度と言われる新型コロ
ナウイルスの感染拡大による危機的
状況に置かれました。日本国内で最
初に発生が確認されてから間もなく

2年半が経過しようとしております
が、いまだに収束の気配がありませ
ん。

こうした中でも、非常に厳しい状況
に置かれている市民の皆様や事業者
の皆様に支援を届けるため、①感染
拡大の防止、②市民の暮らしの支援、
③子育て・教育支援、④地域経済の支
援といった4つの支援が必要と考え、
これまで様々な事業を実施してまい
りました。令和2年度から実施してま
いりました新型コロナウイルス感染
症対策事業第1弾から第11弾までを
含め、これまでに実施いたしました新
型コロナウイルス感染症関連事業
は、112事業、事業費といたしまして
は約109億7,900万円となります。こ
れらの事業は、コロナの感染状況や
市民の皆様・事業者の皆様の状況に
合わせて、しっかりと対応しており、大
きな成果があったと考えております。

引き続き次のコロナ対策として、
市の自己財源と国の交付金等を有効
に活用し、直面する物価高騰による
影響を緩和するための対応を、緊急
かつ機動的に実施するため、思い
切った子ども子育て世帯への支援と

して、9月から来年3月まで7か月で総
額約2億円の「小・中学校、保育所・認
定こども園・幼稚園給食費の無償化」
など、様々な事業展開をしてまいりま
す。

また、市民の皆様の安全のため、
新型コロナウイルスワクチンの接種
にも全力で取り組んでまいりました。
津島市医師会をはじめ関係団体に積
極的にご協力いただくとともに、市内
の企業からも集団接種の会場を提供
していただき、これまで円滑に実施で
きております。この場をお借りして深
く感謝申し上げます。

市民病院においても、院長を始め
とする医師、看護師などの医療職、ま
た事務職員も含めて職員一同が協
力してコロナに対応しており、市民の
命、健康を守る要としての役割を果
たしております。

新型コロナウイルスの感染拡大
は、世の中の価値を一変させました。
事業所におけるテレワークの導入な
どにより、地方に居住していても仕事
と生活が両立できるということで、こ
れまで長い間止めることができな

かった東京一極集中にも是正の動き
が見られます。ZoomなどのWeb会
議システムを使用することにより、
別々の場所にいながら同じ会議に参
加するといったことも一般的になり
ました。

コロナ禍によって生じた価値観の
変化に対しても、柔軟に対応していく
必要があると考えております。

ロシアによるウクライナ軍事侵攻
は、世界経済に長期的な悪影響を与
えるといわれております。平和があっ
てこそ経済成長ができるものであ
り、長期化すれば大変厳しい状況が
続くことが予想されます。

こうした世界経済の中、1年間厳し
い舵取りが想定されますが、5つの成
長戦略に果敢に挑んでまいります。

さて、私が8年前に市政を引き継い
だ際には、2つの大きな課題がござい
ました。

1つ目は、厳しい財政状況を健全化
させること、2つ目は市民病院の経営
安定化でございました。この2つを最
重要課題と捉え、全力で取り組んで
まいりました。

1つ目の財政健全化につきまして
は、私が市政を引き継いだ8年前、本
市の財政状況は非常に厳しいもので
した。そのため、財政を健全化させる
べく、事務事業の徹底的な見直しな
どによる歳出の削減、様々な形での
歳入の確保などに精力的に取り組ん
でまいりました。平成27年度には平
成17年度に策定した「津島市財政改
革行動計画」に代わる新たな「津島
市行財政改革推進大綱」を策定し、
徹底的な行財政改革を行ってまいり
ました。私が就任した平成26年度か
ら令和2年度までの7年間の効果額
は、約62億4,600万円となり、市の財
務体質を大きく変えることができた

と考えております。また、本市の人口
は平成17年頃をピークに減少しては
おりますが、税収は逆に増加傾向で
あり、令和2年度の税収は、10年前の
平成22年度と比較して約2億円増加
しております。

これらのことなどから、市の貯金に
あたる財政調整基金の残高は、私が
就任する前年度末である平成25年
度末時点では15億9,800万円でした
が、令和3年度末見込みでは約39億
6,000万円と23億6,200万円増加、率
にして約2.5倍にさせることができま
した。

また、市の実質的な借金にあたる
臨時財政対策債を除いた市債残高
につきましては、平成25年度末には
約59億8,200万円でしたが、平成30年
度末には約49億5,200万円と10億円
以上削減できる想定ができたため、
全小中学校のエアコン設置や、全小
中学校のトイレ洋式化、さらには全小
中学校の1人1台タブレットの整備な
ど、平成30年度から令和3年度までの
4年間で、総額約25億5,000万円を超
えるなど、将来を担う子どもたちのた
めに積極的に投資を行いました。ま
た、防災・減災対策として水道管の耐
震化で約16億円を超える投資をはじ
め、避難所となる3つの小学校に耐震
性貯水槽40tの設置などに、総額約3
億円の投資により、災害時の飲料水
の確保など、市民の皆様の安全・安心
を確保するために公助としてできる
取組を進めてまいりました。

この間、平成28年度から30年度ま
での3年間には、約7億円の地方交付
税の減額もございましたが、令和3年
度末の市債残高の見込みは59億
2,500万円と、私の目指すつしま成長
戦略を進める中でも、私が就任する
前の平成25年度末の金額とほぼ同
水準となっております。

2つ目の課題である市民病院の経
営安定化につきましては、市民病院
が海部医療圏の医療を守る要となる
中核病院としての役割を果たすとと
もに、市民の皆様から信頼され続け
られるように、安定的な地域医療の
推進を目指し、経営改善の取組を進
めてまいりました。その結果、平成29
年度から5期連続で経常収支黒字化
を達成するとともに、平成28年度末
に19億円あった一時借入金を解消す
ることができました。また、借金にあ
たる企業債残高に関しても、ピーク
時の平成17年度末には約161億円で
ございましたが、令和3年度末の見込
みでは、約72億円と約89億円減少、
率にして約45％に減少させることが
できました。

ただいま申し上げましたとおり、財
政の健全化と市民病院の経営安定
化を図ってきたことにより、津島市が
次なるステップへ進むための準備が
できたものと考えております。

津島市は本年で市制施行75周年
を迎えました。この節目の年に、コロ
ナによって変わった価値観に対応し
ながら、新しい時代へと歩みを進め
ていかなければなりません。令和3年
度には、市の最上位計画である「第5
次津島市総合計画」及び将来の都市

目指し、教育に特長をもたせ、子育て
世代を呼び込んでまいります。

企業誘致に関しましても引き続き
推進し、働く場所の確保や地域経済
の活性化につなげるとともに、昼間
人口の増加につなげてまいります。

地域資源を活用した魅力あるまち
づくりに関しては、昨年度に策定いた
しました都市計画マスタープランに
おいて、津島駅周辺を「正面玄関」と
して位置づけるとともに、市内の東西
南北それぞれに玄関を位置づけ、そ
れぞれの玄関に光をあて、それぞれ
が輝くまちづくりを目指してまいりま
す。

まちづくりの交流の核となる交通
基盤の充実・整備につながる動きとし
て、木曽川・長良川の新架橋について
は、県が整備ルートを検討しており、
名古屋津島線バイパスについても着
実に進められ、津島玄関まちづくり構
想（ゲートウェイプロジェクト）におい
ての基軸となるものです。東海北陸
自動車道の延伸となる一宮西港道路
については、国が主体となって、概略
的なルートの検討に着手することが
公表されました。

また、現在、リニア中央新幹線の開
業に向けた工事が進められていると
ころですが、リニアの開業によって、
首都圏、中部圏、関西圏が1時間圏内
で結ばれ、三大都市圏が一体となっ
た巨大な経済圏である「スーパーメ
ガリージョン」が創造されることとな
ります。これにより、リニアによる対流
の活発化と新たな価値の創造を図る
こととなり、リニアの開業に合わせ、
名鉄名古屋駅のホームの拡張（4車
線化）により、名古屋駅までの所要時
間の短縮が期待され、本市の人口の
増加にもつながるものと考えており
ます。

これら道路と鉄道をネットワークと

したまちづくりを進めていくことが、
地域間競争を勝ち抜くことにつなが
ります。こうした意味でも、都市計画
マスタープランで示す津島玄関まち
づくり構想（ゲートウェイプロジェク
ト）に積極的に取り組む必要があると
考えております。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どマイカーを使えない、あるいは今
後使えなくなる高齢者や、移動が困
難な障がいのある方などの移動につ
きまして、地域の問題となっておりま
す。

現在、本市では、駅や市役所をはじ
めとする公共施設、病院、スーパーな
どの目的地をつなぐ移動手段につい
て、ふれあいバスにより、市内4コー
スを定時・定路線で運行しておりま
す。

「おでかけタクシー事業」の推進に
より、高齢者や障がいのある方など
に寄り添った移動支援を進めてまい
ります。

ただいま、述べさせていただきま
したことを踏まえながら、成長投資を
進め、津島市の「価値」を高めるため
に、次への挑戦となる「つしま成長戦
略第3弾」に挑んでまいります。挑戦
することが未来を創造することにつ
ながるのです。

それでは、「つしま成長戦略第3弾」
の各項目について、私の所信を述べ
させていただきます。

まず、「つしま成長戦略」の1点目、
「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついて、ご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、津島市
の「宝」です。子どもの健やかな育成
を図り、子育てをしやすい環境づくり
を推進していくことは、大変重要であ
ります。

子育て世代への支援・環境の充実
として、これまで中学校卒業までの子
ども医療費の完全無料化を実施した
ほか、妊娠期から子育て期まで切れ
目なく総合的に支援する「子育て世
代包括支援センター事業」を実施し
てまいりました。また、市内に子育て
支援センターが、総合保健福祉セン
ター内にある西地区、生涯学習セン

ター内にある東地区の2箇所あり、土
日も開所し、子育て世代の交流を図
るとともに、子育てに悩んでいる方も
気軽に相談できるよう、子育て支援
機能の充実を図っております。

今後はさらに18歳までの子ども医
療費入院・通院共に完全無料化を進
めてまいります。

教育環境の充実として、これまで
全小中学校へ1人1台タブレットの整
備やICT支援員の派遣など、学校の
ICT環境の整備にも取り組んでまい
りました。

今後も、さらなる教育環境の充実
のため、市内全ての小中学校に、日本
初の導入規模で、AI機能を持った人
型ロボットと、高性能なセンサーを
使ったブロックを導入してまいりま
す。

人型ロボットは、子どもたちが動作
や対話プログラムを作成することに
より、一方的な会話だけではなく、手
足を動かして踊ったり歌ったり双方
向の会話を行うことのほか、ロボット
と英語の発音練習を楽しく行うこと
ができ、また、プログラミング可能な
ブロックを組み立て、指示した動作を
させるなど、子どもたちが確かめな
がら実体験することを可能とします。
このように、プログラミングを見える
化することは、物事を順序立てて論
理的に考える能力や、問題解決能力
を身に付けることにもつながります。

放課後子ども教室にも、ブロックで
自由な形を作り、プログラミングに
よって様々な動きを与えて遊ぶロ
ボット・プログラミング学習機材を導
入します。

子どもたちの学ぶことに対する関
心や意欲を高め、「楽しくて役に立つ
教育」を実践し、未来社会を自らの力
で生き抜く力を育んでまいります。

また、児童・生徒が安心して有意義
な学校生活が過ごせるよう、市内全
ての小中学校へのエアコン設置、ト
イレの洋式化の整備を行ってまいり
ました。

昨年は、道路灯や公園灯1,277基、
事業規模約8,950万円でLED化を
行ってまいりました。

次は、小中学校の全ての照明約
7,400基、事業規模約1億5,700万円
で、今年度中にLED化するグリーン
（脱炭素）事業のほか、「学校施設長
寿命化計画」に基づき、蛭間小学校
及び神守中学校体育館の長寿命化
のための大規模改修の実施設計を
行ってまいります。今後も計画的に
学校施設の改修を進めてまいりま
す。

子どもたちの国際理解教育とし
て、これまでも在名古屋の領事館の
協力をいただきながら、市内小学校
において国際交流事業を行ってまい
りました。今後は、「領事館交流プロ
ジェクト」として、県内にある8つ全て
の領事館と連携して、グローバル化
する社会の中で、子どもたちが未来
を切り拓く国際人として成長し、ボー
ダレスな時代に対応するための国際
交流事業を進めてまいります。

働いていること等により、保護者が
昼間不在となる家庭の子どもたち
が、放課後や長期休み中に、安全で
楽しく過ごすための遊びや生活の場

である学童保育につきましては、現
在、市内8小学校区にこどもの家を設
置しており、そのうち神守こどもの家
につきましては、入所者の増加と学
校から遠方であることに伴い、令和5
年4月の開所を目標に、神守小学校
敷地内への整備を進めてまいりま
す。

引き続き、夏休み、春休みの居場
所づくり事業や、放課後子ども教室
事業、子育て支援センターにおける
親子の交流や育児相談など、子育て
支援に力を入れてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いて、ご説明申し上げます。

南海トラフにおいて、マグニチュー
ド8～9クラスの地震が、今後40年以
内に90％程度と高い発生確率で予
測され、発生した場合には甚大な被
害が想定されています。また、近年頻
発する集中豪雨や台風の強大化によ
る風水害の激甚化も懸念されていま
す。

市民の皆様の暮らしを守るため、
本市の地域防災計画や国土強靭化
地域計画に基づき、計画的に防災・減
災、強靭化のための施策を進めてま
いります。

自然災害への備えとして、昨年3月
に生涯学習センター内にオープンい
たしました「自助・共助防災学習セン
ター」には、避難所用テントや段ボー
ルベッドなど、避難生活で使用する物
品や、災害時の写真パネルの展示、

防災学習に役立つ映像を用意してお
り、このセンターを通じた平時におけ
る防災知識の普及啓発や防災講座
により、災害発生時のリスクや対応を
正しく理解できる環境を整え、自助、
共助のさらなる意識向上を図ってま
いります。

災害への備えは、自助・共助・公助
の考え方に基づき、それぞれの立場
で考えていくことが重要です。市民
一人ひとりが日ごろから自分事ととら
え防災の意識を持ち続けていただく
ため、昨年度は全世帯に防災ハザー
ドマップ及びマイ・タイムラインを配
布いたしました。市で定める毎月第3
日曜日の家庭防災の日に、各家庭で
防災について話し合っていただくこ
とをお願いするとともに、マグニ
チュード6．8以上の地震が発生した場
合、気象庁から臨時情報が発表され
ますが、うろたえることのないよう後
悔しない備えのため、コロナ禍の状
況を見極めながら実践的な防災訓練
を開催し、防災対策の向上を図って
まいります。

各小中学校におきましては、家庭
防災の日に合わせて、防災情報カー
ドを活用した防災学習を毎月実施し
ており、さらに防災映像を各学校で
活用し、防災意識の向上を図ってま
いります。

また、災害時に必要な資機材や食
料の備蓄を計画的に進めるととも
に、大規模災害時は、まずは公助とし
て飲料水の確保が大切であることか
ら、又吉配水場から先行開設避難所
などの重要施設である北小学校、西
小学校、南小学校、東小学校、市役
所、市民病院への水道管の耐震化
や、神島田小学校、高台寺小学校、蛭
間小学校への耐震性貯水槽40tを設
置してまいりました。今後も引き続
き、先行開設避難所などの重要施設
への水道管の耐震化を進めるととも
に、全ての小中学校に耐震性貯水槽

の設置を計画的に進めてまいりま
す。

なお、大規模災害の場合、救援物
資が届くまでに時間がかかりますの
で、市民の皆様におかれましては、命
をつなぐためにも7日分程度の飲料
水・食品などの家庭用備蓄品の用意
をよろしくお願いします。

その他、市内災害情報を素早く収
集し展開を行うため、ドローンや道路
に冠水センサーを設置するなど、デ
ジタルを活用した防災システムの導
入を進めることにより、災害に備え、
市民の安全・安心につなげてまいりま
す。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」について、ご説明申し上げます。

本市は、津島神社をはじめ国の重
要文化財「旧堀田家住宅」や、旧天王
社の社家であり、かつ津島御師の唯
一の遺構である「氷室作太夫家住
居」、数多くの寺院、歴史的な町家・町
並み、ユネスコ無形文化遺産に登録
された全国33の「山・鉾・屋台行事」の
一つである「尾張津島天王祭の車楽
舟行事」をはじめとする四季折々の
まつり、日本の歴史公園100選に選ば
れている天王川公園など、魅力的な
地域資源が豊かなまちであります。

先人達が残してくれたこれら歴史
的な景観や伝統・文化を守り、育て、

継承し、地域の活性化につなげてい
くために「津島市歴史的風致維持向
上計画」を策定し、令和2年3月に県下
4番目として国の認定を受けました。
津島の歴史的価値が認められたわけ
であります。

これまで尾張津島秋まつりで使用
する山車を収める山車蔵の修景や小
路、観光案内板の整備、おもてなしコ
ンシェルジュや体験プログラムの開
発など、来訪者をもてなすため、ハー
ド・ソフトの両面からの取組を進めて
きました。

本市は、「東海三県寺密度No.1」と
いう特長を生かし、「津島てら・まち御
縁結び」を開催しています。また、名
古屋鉄道株式会社とタイアップし、津
島駅までの往復割引乗車券と、市内
飲食店や土産物店で利用できるクー
ポンがセットになった「つしまちある
き」を実施し、大変多くの方にお越し
いただきました。

このような魅力のある本市は、名
古屋駅まで最短20分台で行くことが
でき、生活に必要なものや場所への
アクセスが良く、自然にもほどよく囲
まれたまちです。都会と田舎それぞ
れの要素を持ち合わせている「とか
いなか」としての強みを全国に発信
しています。また、津島市出身のプロ
ランナーの神野大地選手に津島市初
のふるさと津島応援広報大使に就任
いただくとともに、本市の魅力を
SNSで多面的に発信する「津島PR
応援団」の団長としても津島の魅力
を発信いただいております。引き続
きこうした事業に取り組んでまいり
ます。

市民の憩いの場である天王川公
園につきましては、民間資金を活用
する「公募設置管理制度」いわゆる
パークPFIにより、さらなる魅力向上
を目指し、本市の歴史・文化・水辺を生
かしたゾーニング、特に多くの観光客

が訪れる都市核となる津島駅から天
王通り、歴史核となる津島神社、自然
核である天王川公園へと居心地がよ
く歩きたくなる「まちなかウォーカブ
ル」を進めてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」について、ご説明申し上げま
す。

多くの人から「選ばれるまち」とな
り、住み続けていただくためには、働
く場が確保されていることが大切で
す。

企業誘致につきましては、これまで
に16社を誘致いたしました。すでに
操業を開始しているのは10社で、そ
のうち4社は津島市に本社を移転し
ております。都市計画法第34条第12
号の規定に基づき、工場等を建築で
きるように宇治・白浜・鹿伏兎町地内
に指定した区域の有効面積約18万
5,000㎡のうち、約13万2,000㎡を活
用しており、活用率は約72％となりま
す。都市計画マスタープランでは、企
業誘致のエリアを新たに3か所増や
しました。

引き続き、市内全域に働く場が確
保できるよう、地権者等と話し合いを
進めてまいります。

また、これまで神守中町・神守下町
及び唐臼地区の合計約68万㎡にお

いて、都市計画の用途地域を見直し、
建ぺい率・容積率の制限の緩和も
行ってまいりました。このことにより、
これまで建築できなかった建物も建
築可能となり、土地活用の促進につ
ながったほか、新たに住宅を取得した
50歳未満の方に最大で100万円の
「津島市まちなか定住促進補助金」
を交付するなど、定住促進を図って
まいりました。

今回、新しく策定いたしました都市
計画マスタープランでは、将来に向
けたまちづくり戦略として、津島駅周
辺を正面玄関と位置づけるととも
に、市内の東西南北それぞれに玄関
口を位置づけました。

津島駅周辺は、多くの人が交流す
る「本市の正面玄関」として、ホテル
誘致や駅近居住誘導など、都市環境
の充実を図り、人口密度や人の往来
の増加を目指すほか、これまで市内
の隅と言われていたところを、広域
から鉄道や幹線道路により、本市に
アクセスする際の玄関口となる東西
南北地域に玄関を配置することによ
り光をあて、都市活力の向上として、
産業や観光などのつながりをより広
域的に活性化させてまいります。

また、都市核の正面玄関である津
島駅、自然核である天王川公園、歴
史核である津島神社の3つの核、そし
てこれらを結ぶ天王通り線、3核1軸
を中心に「食べる、寝る、遊ぶ」という

テーマでまちづくりを推進していく
ための第1弾が、4月に発表いたしま
した天王川公園であります。

多くの市民の皆様から期待や関心
が寄せられる新たな天王川公園に向
けてパークPFI及び指定管理者の募
集を行ったところ、天王川公園に魅
力を感じていただき、複数の事業者
から応募をいただきました。全国展
開する事業者からの応募があり、天
王川公園のポテンシャルを改めて実
感した次第であります。

民間の資金とアイデアをいただい
て、天王川公園には、若者に人気のあ
るスターバックスコーヒーが来てい
ただく予定となりました。

藤棚や丸池の水辺に隣接する広大
な芝生広場や、授乳室を備えたサー
ビスセンターの整備も進める予定で
あります。

この新たな天王川公園を基軸に、
津島神社周辺の歴史文化を織り交ぜ
ながら、人の流れを呼び込む話題性
のある「場」を創出させるまちづくり
を進めてまいります。

また、パークPFI第2弾として東公
園の整備を進めてまいりますが、投
資をしていただけるような魅力のあ
るまちであるということを、引き続き
積極的に発信してまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」について、ご説明申し上げます。

津島市民病院は、海部医療圏の中
核病院として、急性期病棟、地域包括
ケア病棟、緩和ケア病棟を設置し、専
門性の高い医療を提供する「急性期
機能」と、在宅復帰に向けた医療やリ
ハビリテーションを提供する「回復期
機能」とを併せ持ち、幅広く対応して
おります。

また、救急・災害時の医療提供を行
うとともに、この2年間、新型コロナウ
イルス感染症に最前線で対応してき
ましたように、「新興感染症への対
応」という役割も担っており、市民の
皆様が、健康で安心して暮らしてい
ただくために、なくてはならない病院
であります。

市と病院との連携を高めながら、
病院と一緒に課題に取り組んできた
結果、救急をはじめとする地域に必
要な医療の提供に適切に対応するこ
とができ、医療の質が向上し、その成
果として、5年連続での黒字化達成に
加えまして、長年の懸案事項であり
ました「一時借入金年度末残高の解
消」も果たすことができました。市民
病院の経営改善が着実に進み、安定
感が増したことの表れであると認識
しております。この良い流れを止める
ことなく、継続していくことが重要で
あると考えております。

津島市民病院は、市民の皆様の生
命を守るために、地域医療の要とし
て、引き続き質の高い医療を提供す
るとともに、これまで以上に、市と病
院とが力を合わせて、市民病院の安
定的かつ継続的な運営に努めてまい
ります。

市民の皆様に幸せを感じていただ
くためには、心身の健康が大変重要
であります。そのため、市民の皆様の

健康が一番であります。

全ての世代の健康づくりを推進す
るため、昨年度から、愛知県と市町村
とが協働で実施している健康マイ
レージ事業を活用し、「つしま健康マ
イレージ」としてスマホアプリにより、
自分で決めた健康づくりの実践や、
健康イベントへの参加などを記録し、
マイレージを貯める「笑顔で健幸大
作戦！」を進めております。

新型コロナウイルス感染症に伴う
外出自粛により、運動量や人との関
わりが大幅に減りました。このことに
より体や心の衰えが進むことが懸念
されております。体や心の衰えを予
防する取組として、自然と歩きたくな
る快適な歩行空間を整備するため、
ウォーキングコースを市民とともに
作り上げるとともに、表示板や健幸
ベンチの設置、健幸アンバサダーに
よる健康づくりへの支援の輪を広
げ、ウォーキングを通した健康行動へ
の意欲向上を図ってまいります。

以上「つしま成長戦略」として掲げ
た5つの項目に沿って説明しました。
この5つの成長戦略を効果的に推進
していくためには、ICTを分野横断的
に活用していく必要があります。

本市では、昨年度からデジタル推
進アドバイザーの派遣を受けており、
併せて昨年4月から、総務デジタル課
を設置し、体制強化を図ったところで
あります。

また、今年の3月には、「津島市DX
推進計画」を策定したところであり、
防災や観光、被災者支援、防犯など
への活用や、役所に「来ない」、書類
を「書かない」、手続きを「待たせな
い」行政サービスのオンライン化や
キャシュレス化など、DX推進計画に
沿って本市のデジタル化をさらに進
めてまいります。加えて政策的には、
内閣府地方創生推進室より「デジタ

ル田園都市国家構想推進交付金」の
交付について、本市が提出した3つの
事業「人型ロボットと一緒にみんなで
プログラミング学習事業」、「デジタ
ルでまるごと「楽らく」ハピネスつし
ま事業」、「デジタルでまるごと「あん
しん」ハピネスつしま事業」が採択さ
れました。これらの事業を含め、「デ
ジタル化で、しあわせ実感都市、つし
ま」を目指し、デジタル化でまちおこ
しをしてまいります。

以上、市政3期目を迎えるにあたっ
ての、5つの成長戦略第3弾における
それぞれの主な取組内容と、まちづ
くりを進めていくうえでの3つの視
点、さらには重要となる2つのキー
ワードについて、私の考えを述べさ
せていただきました。

取組を進めるにあたっては、国の
デジタル田園都市国家構想推進交
付金や地方創生関連交付金など、国
や県の交付金等を有効に活用してま
いります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和4年度補正予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、骨格予算とし
て編成しました当初予算を肉付けす
る予算であります。第3期市政のス
タート、私が掲げたつしま成長戦略を
実現するため、まずは、その第一段階
として取り掛かるものを今補正予算
に反映させました。今後も計画的に
進めていきたいと考えています。

今補正予算の規模を申し上げます
と、一般会計が、22億4,578万円、特別
会計が、2会計で143万円、合わせま
すと、総額22億4,721万円の増額補
正となります。

それでは、主な事業について説明
いたします。最初に、つしま成長戦略
を横断的・効果的に進める3つの重点
事業から説明いたします。

1つ目は、新しい都市計画マスター
プランに示しました津島玄関まちづ
くり構想（ゲートウェイプロジェクト）
の実現に取り組む「マスタープラン
推進事業」でございます。市の正面玄
関となる津島駅から天王川公園、津
島神社周辺を「都市核」、「自然核」、
「歴史核」として魅力向上、賑わい創
出等を図るため、津島駅周辺まちづ
くり構想の策定、駅東側の駅前広場
の基本設計等を行う「津島駅周辺ま
ちづくり事業」、旧わざ・語り・伝承の
館、旧開導教会跡地について調査を
行う利活用事業、天王川公園の藤棚
改修、民間活力でさらなる魅力向上
を図る「天王川公園パークPFI」、北
の玄関口となる青塚駅周辺を快適で
住みよい環境とするため、土地利用
構想を策定する事業、東の玄関口と
なる名古屋津島線バイパス周辺を新
たな交流を生み出す拠点とするた
め、東公園のパークPFIを含めたサウ
ンディング型市場調査を行う事業な
ど、新たなまちづくりを進めるための
事業費を計上いたしました。

2つ目は、「DX推進事業」でござい
ます。内閣府の「デジタル田園都市
国家構想推進交付金」の採択をいた
だきました「人型ロボットと一緒にみ
んなでプログラミング学習」として、
小中学校においてロボット等を活用
して行う「プログラミング教育事業」、
「デジタルでまるごと「楽らく」ハピネ
スつしま」として、住民票交付などの
行政手続きをオンライン化・デジタル
化する「コンビニ交付事業」、「窓口電

子化事業」、「デジタルでまるごと「あ
んしん」ハピネスつしま」として、災害
時の情報をシステムにより一元化・可
視化するほか、4年間でドローン操縦
人材を20人育成する「防災システム
事業」、「ドローン活用事業」、そのほ
か、職員のスキルアップ等を進め、4
年間でデジタル人材を100人育成す
る「デジタル人材育成研修事業」な
ど、デジタルで幸せを実現するため
の事業費を計上いたしました。

3つ目は、「地方創生推進事業」で
ございます。昨年度、市役所若手職員
で構成する「つしま創生！若手職員プ
ロジェクトチーム」を設置し、総合計
画の重点戦略の実現に向けた政策
を検討するため会議を開催し、政策
提案を行ってもらいました。その提
案を基に、「住んでよし！訪れて良し！
津島スタイル①生きる力を育む「津
島っ子」大作戦！」として、電子図書館
や読書手帳の導入、民間人材を活用
した縄跳び教室等で、子どもが身近
に読書や運動に触れる機会を創出す
る「子どもの読解力・体力向上事業」、
「津島スタイル②魅力マシマシ津島
市大作戦！」として、シティプロモー
ション用サイトを立ち上げ、You 
Tube等で津島の魅力を発信する
「魅力発信向上事業」、「津島スタイ
ル③ハピネス津島大作戦！」として、
市民参加でウォーキングコースを作
成するなど、歩くこと、健康づくりの
習慣化を図る「健幸ウォーカブル事

業」、廃棄の可能性のある食品を安
価でやりとりするためのマッチング
サービスを導入するなど、食品ロス
の削減を図る「もったいない運動事
業」、防災について楽しく学ぶ機会を
創出し、防災意識の向上や担い手の
育成を図る「あそぼうさい　まなぼ
うさい事業」といった住みたい、訪れ
たいまちを実現するための事業費を
計上いたしました。

ここからは、そのほかの事業につ
いて、5つの成長戦略に沿って説明い
たします。

1つ目の、「子ども・子育て応援都
市、つしま」としましては、「子ども医
療費支給事業」を10月診療分から、
18歳まで所得制限なしの入院・通院
共に完全無料化に拡大するための費
用、小学校から離れた場所にある「神
守こどもの家」を神守小学校の敷地
内に建設する事業、老朽化した蛭間
小学校及び神守中学校の屋内運動
場を大規模改修するための実施設計
の費用、全小中学校の照明をLED化
する事業など、子育て世代への支援、
子どもが学び育つ環境整備のための

事業費を計上いたしました。また、国
際化への対応のため、県内8領事館
との交流を通して行う「領事館交流
プロジェクト事業」の事業費を計上い
たしました。

2つ目の、「防災・減災のモデル都
市、つしま」としましては、災害時の一
時避難等に対応する「都市公園」の
整備事業として、「神守第1・第2公園」
に加え、新たに「第3公園」の整備に
着手する費用、災害時の救助活動等
で活躍する「緊急消防援助隊救助工
作車」を更新する費用などハード面
の事業費とともに、自助・共助への支
援として、ご家庭の窓ガラスへの飛
散防止フィルム貼り付けを支援する
「飛散防止フィルム貼付事業」、一人
暮らしのお年寄りの方を対象に行う
「住宅用火災警報器設置補助事業」
など、皆様と一緒に災害に強いまち
を目指すための事業費を計上いたし
ました。

3つ目の、「地域の特性を活かした
交流都市、つしま」としましては、津島
の魅力発信や交流を広げる事業とし
て、観光パンフレットの代わりとなる
津島の祭、建造物、文化、産業の写真
が掲載されたカードを作成する「写
真で魅せる津島の伝統PR事業」や、
ふるさと津島応援広報大使でありま
す当市出身のプロランナー神野大地
選手を起用した「PR事業」や「ランニ
ング教室事業」等の事業費を計上い
たしました。

4つ目の、「地域経済が活性化する
発展都市、つしま」としましては、天王
川公園・津島神社周辺へのアクセス
となる「橋詰見越線」の道路改良はじ
め、道路や橋梁等を整備する「社会資
本整備事業」、「道路整備事業」、排水
路の改修等を進める「土地改良事
業」、「排水路整備事業」など、社会基
盤を整備するための投資的事業費を
昨年度から大幅に増額し計上いたし
ました。また、民間企業とのパート

ナーシップを構築し津島の活性化・発
展に繋げるため、「企業版ふるさと納
税」を推進するための費用を計上い
たしました。

5つ目の、「いつまでも健康で暮ら
す都市、つしま」としましては、健康マ
イレージアプリ等を活用し幅広い世
代に健康づくりに参加いただく「笑顔
で健幸大作戦！」の事業費を昨年度に
引き続き計上いたしました。今回は、
市内事業者や団体向けの参加支援
など、内容をさらに充実しておりま
す。そのほか、子宮頸がんワクチンの
任意接種を受けた方の接種費用を
補助する「子宮頸がんワクチン任意
接種費補助事業」、がん治療により必
要となった補整具等の購入費を補助
する「がん患者アピアランスケア支
援補助事業」など、誰もが健康で暮ら
すための事業費を計上いたしまし
た。

5つの成長戦略に沿って説明させ
ていただきました。今補正予算では、
これらのほかに、市制施行75周年事
業としまして、愛知県河川課と連携
し、まち歩きイベントで津島市の魅力
を発信する「ブラアイチサポート事
業」、「笑顔で健幸大作戦事業」の一
環として開催する「市民みんなで天
王川750周歩こう大会」、津島の歴史
的資産を散策する「文化遺産ナビス
タンプラリー事業」などの事業費を
計上しており、フォトコンテストやパ
ネル展示等のイベントも計画してい
るところであります。

最後に、引き続きしっかりと対応し
ていく必要がある「新型コロナウイ
ルス感染症対策」でございます。今回
は、その第12弾として、これまでにも
ご好評をいただいておりますプレミ
アム率50％の「プレミアム付商品券
事業」はじめ、新たな対策として、農
業者へ経営支援の給付金を支給す
る「農業担い手支援事業」、市民活動
団体の取組等を支援する「コロナ禍
のまちづくり応援事業」、そのほか、
公共施設の手洗いの自動水栓化、葉
苅スポーツの家、共存園保育所、新
開こども園などのトイレ改修など、市
民・事業者の皆様への支援や感染拡
大防止等のため、45事業、総額2億
4,411万6千円を計上いたしました。

以上、今回の補正予算の主な事業
について申し上げました。

津島市の財政状況は、以前に比べ
ると着実に安定してきました。今後に
つきましても、行財政改革などに不
断に取り組み、「市政の持続」を常に
意識しながら持続的な運営に努め、
必要な事業をしっかりと展開するこ
とで、つしま成長戦略を確実に実現
させたいと考えております。

結びにあたりまして、今議会には補
正予算をはじめ、条例などの諸議案
を提出しており、いずれも市政運営
に欠くことのできないものばかりで
ありますので、十分ご審議の上、適切
なご議決をいただきますようお願い
申し上げます。

▲自助・共助防災学習センター

▲
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▲学校体育館（イメージ）

5令和4年度　施政方針



像や都市づくりの方向性を示す「都
市計画マスタープラン」を策定いた
しました。これらの計画に基づき、未
来に向けてまちづくりを進めていく
必要があります。そのためには、私は
3つの視点で改革を進める必要があ
ると考えています。

1つ目の視点は、「ひと」の改革で
す。どんな施策も実際に実施するの
は「ひと」であります。人材育成を行
うことで職員の能力を高め、市民
サービスの向上につなげるのです。
そのため、研修等により職員の学び
なおし「リスキリング」を行い、いかな
る社会情勢にも対応できるように人
材育成を行うとともに、職員一人ひと
りの意識改革を行うなど、「ひと」の
改革に取り組む必要があります。

2つ目の視点は、「もの」の改革で
す。本市の公共施設は老朽化が進ん
でおり、施設の統廃合や集約化が必
要となります。また、本市の持つ地域
資源を生かしながら、積極的に民間
の資金や技術を活用するといった
「もの」の改革に取り組む必要があり
ます。

3つ目の視点は、「こと」の改革で
す。引き続き財政健全化や市民病院
の経営安定化に取り組むことはもち
ろんのこと、ウィズコロナ、アフター
コロナといった今後を見据えた対応
も必要となります。これまでに経験し
たことがない状況にも対応しながら、
将来に向けた「こと」の改革に取り組
む必要があります。

これまでも「ひと・もの・こと」の改
革に取り組んでまいりましたが、より
一層の「ひと・もの・こと」の改革に取
り組むことが重要となります。

また、それに加えて、新たな時代の
まちづくりに必要となるキーワード
が2つあると考えております。

1つ目のキーワードは、「規制緩和
による民間活力の導入」です。

これまでも、神守中町・下町及び唐
臼地区の合計約68万㎡において、都
市計画の用途を見直し、建ぺい率・容
積率を高め、土地活用の促進を図り
ました。また、宇治、白浜、鹿伏兎の3
地区約21万㎡においても、条例に
よって規制緩和し、企業誘致も順調
に進んでいます。天王川公園におき
ましても、パークPFIによる民間活力
の活用に取り組んでおります。引き
続き規制緩和により、民間の資金や
アイデアを導入していくことが必要
となるのです。

また、地方公共団体が行う地方創
生の取組に対して、企業から寄附を
いただく「企業版ふるさと納税」につ
いても、積極的に活用し、企業との
パートナーシップを構築してまいりま
す。

2つ目のキーワードは、「デジタル
化でしあわせ実感」です。

デジタル化は市民の利便性の向
上だけでなく、職員の働きがい改革
の実現により、市民と職員の両方の
しあわせの実感につながります。そ
のためには、先ほども申し上げました、

学びなおし「リスキリング」による職
員の人材育成が重要であります。

この「規制緩和による民間活力の
導入」と「デジタル化でしあわせ実
感」の2つのキーワードを念頭に置き
ながら、まちづくりに取り組んでまい
ります。

現在、日本はかつてない少子高齢
化により、人口減少社会となっており
ます。令和2年に実施された国勢調査
におきましても、日本の人口は、平成
27年に実施されました前回調査に引
き続き減少しております。本市におき
ましても同様に人口が減少しており、
今後もその傾向が続くことが予想さ
れます。そういった状況においても、
子育て環境の充実や、企業誘致によ
る働く場の確保、地域資源を活用し
た魅力あるまちづくりなど、各種施策
を推進することでまちの魅力を高
め、住んでみたい、住んでよかったと
感じるまちづくりを進め、移住・定住
につなげてまいります。

子育て環境の充実に関しては、こ
れまで中学校卒業までの子ども医療
費の完全無料化を始めとする子育て
支援の充実や、全小中学校へのエア
コン設置、全小中学校トイレの洋式
化を始めとする学校環境の充実など
に取り組んでまいりました。今後も全
小中学校の照明をLED化するグリー
ン（脱炭素）事業や老朽化した学校屋
内運動場の大規模改修など、引き続
き子育て環境の充実を図るととも
に、日本一のプログラミング教育を

令和4年第2回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、補正予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

このたび、私は、市民の皆様からの
厚いご信任を賜り、市長3期目の職務
に就かせていただき、今後さらに4年
間、津島市政の舵取り役を担うことと
なりました。

市政を改めてお預かりする重責
に、誠に身が引き締まる思いであり
ますが、この重責をしっかりと受け止
め、市民の皆様からお寄せいただき
ました信頼とご期待にお応えするた
め、新たな決意を持って、津島市のさ
らなる発展に全力を尽くして、取り組
んでまいる所存であります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

私はこれまで、市民の皆様の信頼
とご期待にお応えするため、2期8年
にわたって津島市が魅力と活気あふ
れるまちとなるように、全力で市政運
営に取り組んでまいりました。その
間、100年に一度と言われる新型コロ
ナウイルスの感染拡大による危機的
状況に置かれました。日本国内で最
初に発生が確認されてから間もなく

2年半が経過しようとしております
が、いまだに収束の気配がありませ
ん。

こうした中でも、非常に厳しい状況
に置かれている市民の皆様や事業者
の皆様に支援を届けるため、①感染
拡大の防止、②市民の暮らしの支援、
③子育て・教育支援、④地域経済の支
援といった4つの支援が必要と考え、
これまで様々な事業を実施してまい
りました。令和2年度から実施してま
いりました新型コロナウイルス感染
症対策事業第1弾から第11弾までを
含め、これまでに実施いたしました新
型コロナウイルス感染症関連事業
は、112事業、事業費といたしまして
は約109億7,900万円となります。こ
れらの事業は、コロナの感染状況や
市民の皆様・事業者の皆様の状況に
合わせて、しっかりと対応しており、大
きな成果があったと考えております。

引き続き次のコロナ対策として、
市の自己財源と国の交付金等を有効
に活用し、直面する物価高騰による
影響を緩和するための対応を、緊急
かつ機動的に実施するため、思い
切った子ども子育て世帯への支援と

して、9月から来年3月まで7か月で総
額約2億円の「小・中学校、保育所・認
定こども園・幼稚園給食費の無償化」
など、様々な事業展開をしてまいりま
す。

また、市民の皆様の安全のため、
新型コロナウイルスワクチンの接種
にも全力で取り組んでまいりました。
津島市医師会をはじめ関係団体に積
極的にご協力いただくとともに、市内
の企業からも集団接種の会場を提供
していただき、これまで円滑に実施で
きております。この場をお借りして深
く感謝申し上げます。

市民病院においても、院長を始め
とする医師、看護師などの医療職、ま
た事務職員も含めて職員一同が協
力してコロナに対応しており、市民の
命、健康を守る要としての役割を果
たしております。

新型コロナウイルスの感染拡大
は、世の中の価値を一変させました。
事業所におけるテレワークの導入な
どにより、地方に居住していても仕事
と生活が両立できるということで、こ
れまで長い間止めることができな

かった東京一極集中にも是正の動き
が見られます。ZoomなどのWeb会
議システムを使用することにより、
別々の場所にいながら同じ会議に参
加するといったことも一般的になり
ました。

コロナ禍によって生じた価値観の
変化に対しても、柔軟に対応していく
必要があると考えております。

ロシアによるウクライナ軍事侵攻
は、世界経済に長期的な悪影響を与
えるといわれております。平和があっ
てこそ経済成長ができるものであ
り、長期化すれば大変厳しい状況が
続くことが予想されます。

こうした世界経済の中、1年間厳し
い舵取りが想定されますが、5つの成
長戦略に果敢に挑んでまいります。

さて、私が8年前に市政を引き継い
だ際には、2つの大きな課題がござい
ました。

1つ目は、厳しい財政状況を健全化
させること、2つ目は市民病院の経営
安定化でございました。この2つを最
重要課題と捉え、全力で取り組んで
まいりました。

1つ目の財政健全化につきまして
は、私が市政を引き継いだ8年前、本
市の財政状況は非常に厳しいもので
した。そのため、財政を健全化させる
べく、事務事業の徹底的な見直しな
どによる歳出の削減、様々な形での
歳入の確保などに精力的に取り組ん
でまいりました。平成27年度には平
成17年度に策定した「津島市財政改
革行動計画」に代わる新たな「津島
市行財政改革推進大綱」を策定し、
徹底的な行財政改革を行ってまいり
ました。私が就任した平成26年度か
ら令和2年度までの7年間の効果額
は、約62億4,600万円となり、市の財
務体質を大きく変えることができた

と考えております。また、本市の人口
は平成17年頃をピークに減少しては
おりますが、税収は逆に増加傾向で
あり、令和2年度の税収は、10年前の
平成22年度と比較して約2億円増加
しております。

これらのことなどから、市の貯金に
あたる財政調整基金の残高は、私が
就任する前年度末である平成25年
度末時点では15億9,800万円でした
が、令和3年度末見込みでは約39億
6,000万円と23億6,200万円増加、率
にして約2.5倍にさせることができま
した。

また、市の実質的な借金にあたる
臨時財政対策債を除いた市債残高
につきましては、平成25年度末には
約59億8,200万円でしたが、平成30年
度末には約49億5,200万円と10億円
以上削減できる想定ができたため、
全小中学校のエアコン設置や、全小
中学校のトイレ洋式化、さらには全小
中学校の1人1台タブレットの整備な
ど、平成30年度から令和3年度までの
4年間で、総額約25億5,000万円を超
えるなど、将来を担う子どもたちのた
めに積極的に投資を行いました。ま
た、防災・減災対策として水道管の耐
震化で約16億円を超える投資をはじ
め、避難所となる3つの小学校に耐震
性貯水槽40tの設置などに、総額約3
億円の投資により、災害時の飲料水
の確保など、市民の皆様の安全・安心
を確保するために公助としてできる
取組を進めてまいりました。

この間、平成28年度から30年度ま
での3年間には、約7億円の地方交付
税の減額もございましたが、令和3年
度末の市債残高の見込みは59億
2,500万円と、私の目指すつしま成長
戦略を進める中でも、私が就任する
前の平成25年度末の金額とほぼ同
水準となっております。

2つ目の課題である市民病院の経
営安定化につきましては、市民病院
が海部医療圏の医療を守る要となる
中核病院としての役割を果たすとと
もに、市民の皆様から信頼され続け
られるように、安定的な地域医療の
推進を目指し、経営改善の取組を進
めてまいりました。その結果、平成29
年度から5期連続で経常収支黒字化
を達成するとともに、平成28年度末
に19億円あった一時借入金を解消す
ることができました。また、借金にあ
たる企業債残高に関しても、ピーク
時の平成17年度末には約161億円で
ございましたが、令和3年度末の見込
みでは、約72億円と約89億円減少、
率にして約45％に減少させることが
できました。

ただいま申し上げましたとおり、財
政の健全化と市民病院の経営安定
化を図ってきたことにより、津島市が
次なるステップへ進むための準備が
できたものと考えております。

津島市は本年で市制施行75周年
を迎えました。この節目の年に、コロ
ナによって変わった価値観に対応し
ながら、新しい時代へと歩みを進め
ていかなければなりません。令和3年
度には、市の最上位計画である「第5
次津島市総合計画」及び将来の都市

目指し、教育に特長をもたせ、子育て
世代を呼び込んでまいります。

企業誘致に関しましても引き続き
推進し、働く場所の確保や地域経済
の活性化につなげるとともに、昼間
人口の増加につなげてまいります。

地域資源を活用した魅力あるまち
づくりに関しては、昨年度に策定いた
しました都市計画マスタープランに
おいて、津島駅周辺を「正面玄関」と
して位置づけるとともに、市内の東西
南北それぞれに玄関を位置づけ、そ
れぞれの玄関に光をあて、それぞれ
が輝くまちづくりを目指してまいりま
す。

まちづくりの交流の核となる交通
基盤の充実・整備につながる動きとし
て、木曽川・長良川の新架橋について
は、県が整備ルートを検討しており、
名古屋津島線バイパスについても着
実に進められ、津島玄関まちづくり構
想（ゲートウェイプロジェクト）におい
ての基軸となるものです。東海北陸
自動車道の延伸となる一宮西港道路
については、国が主体となって、概略
的なルートの検討に着手することが
公表されました。

また、現在、リニア中央新幹線の開
業に向けた工事が進められていると
ころですが、リニアの開業によって、
首都圏、中部圏、関西圏が1時間圏内
で結ばれ、三大都市圏が一体となっ
た巨大な経済圏である「スーパーメ
ガリージョン」が創造されることとな
ります。これにより、リニアによる対流
の活発化と新たな価値の創造を図る
こととなり、リニアの開業に合わせ、
名鉄名古屋駅のホームの拡張（4車
線化）により、名古屋駅までの所要時
間の短縮が期待され、本市の人口の
増加にもつながるものと考えており
ます。

これら道路と鉄道をネットワークと

したまちづくりを進めていくことが、
地域間競争を勝ち抜くことにつなが
ります。こうした意味でも、都市計画
マスタープランで示す津島玄関まち
づくり構想（ゲートウェイプロジェク
ト）に積極的に取り組む必要があると
考えております。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どマイカーを使えない、あるいは今
後使えなくなる高齢者や、移動が困
難な障がいのある方などの移動につ
きまして、地域の問題となっておりま
す。

現在、本市では、駅や市役所をはじ
めとする公共施設、病院、スーパーな
どの目的地をつなぐ移動手段につい
て、ふれあいバスにより、市内4コー
スを定時・定路線で運行しておりま
す。

「おでかけタクシー事業」の推進に
より、高齢者や障がいのある方など
に寄り添った移動支援を進めてまい
ります。

ただいま、述べさせていただきま
したことを踏まえながら、成長投資を
進め、津島市の「価値」を高めるため
に、次への挑戦となる「つしま成長戦
略第3弾」に挑んでまいります。挑戦
することが未来を創造することにつ
ながるのです。

それでは、「つしま成長戦略第3弾」
の各項目について、私の所信を述べ
させていただきます。

まず、「つしま成長戦略」の1点目、
「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついて、ご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、津島市
の「宝」です。子どもの健やかな育成
を図り、子育てをしやすい環境づくり
を推進していくことは、大変重要であ
ります。

子育て世代への支援・環境の充実
として、これまで中学校卒業までの子
ども医療費の完全無料化を実施した
ほか、妊娠期から子育て期まで切れ
目なく総合的に支援する「子育て世
代包括支援センター事業」を実施し
てまいりました。また、市内に子育て
支援センターが、総合保健福祉セン
ター内にある西地区、生涯学習セン

ター内にある東地区の2箇所あり、土
日も開所し、子育て世代の交流を図
るとともに、子育てに悩んでいる方も
気軽に相談できるよう、子育て支援
機能の充実を図っております。

今後はさらに18歳までの子ども医
療費入院・通院共に完全無料化を進
めてまいります。

教育環境の充実として、これまで
全小中学校へ1人1台タブレットの整
備やICT支援員の派遣など、学校の
ICT環境の整備にも取り組んでまい
りました。

今後も、さらなる教育環境の充実
のため、市内全ての小中学校に、日本
初の導入規模で、AI機能を持った人
型ロボットと、高性能なセンサーを
使ったブロックを導入してまいりま
す。

人型ロボットは、子どもたちが動作
や対話プログラムを作成することに
より、一方的な会話だけではなく、手
足を動かして踊ったり歌ったり双方
向の会話を行うことのほか、ロボット
と英語の発音練習を楽しく行うこと
ができ、また、プログラミング可能な
ブロックを組み立て、指示した動作を
させるなど、子どもたちが確かめな
がら実体験することを可能とします。
このように、プログラミングを見える
化することは、物事を順序立てて論
理的に考える能力や、問題解決能力
を身に付けることにもつながります。

放課後子ども教室にも、ブロックで
自由な形を作り、プログラミングに
よって様々な動きを与えて遊ぶロ
ボット・プログラミング学習機材を導
入します。

子どもたちの学ぶことに対する関
心や意欲を高め、「楽しくて役に立つ
教育」を実践し、未来社会を自らの力
で生き抜く力を育んでまいります。

また、児童・生徒が安心して有意義
な学校生活が過ごせるよう、市内全
ての小中学校へのエアコン設置、ト
イレの洋式化の整備を行ってまいり
ました。

昨年は、道路灯や公園灯1,277基、
事業規模約8,950万円でLED化を
行ってまいりました。

次は、小中学校の全ての照明約
7,400基、事業規模約1億5,700万円
で、今年度中にLED化するグリーン
（脱炭素）事業のほか、「学校施設長
寿命化計画」に基づき、蛭間小学校
及び神守中学校体育館の長寿命化
のための大規模改修の実施設計を
行ってまいります。今後も計画的に
学校施設の改修を進めてまいりま
す。

子どもたちの国際理解教育とし
て、これまでも在名古屋の領事館の
協力をいただきながら、市内小学校
において国際交流事業を行ってまい
りました。今後は、「領事館交流プロ
ジェクト」として、県内にある8つ全て
の領事館と連携して、グローバル化
する社会の中で、子どもたちが未来
を切り拓く国際人として成長し、ボー
ダレスな時代に対応するための国際
交流事業を進めてまいります。

働いていること等により、保護者が
昼間不在となる家庭の子どもたち
が、放課後や長期休み中に、安全で
楽しく過ごすための遊びや生活の場

である学童保育につきましては、現
在、市内8小学校区にこどもの家を設
置しており、そのうち神守こどもの家
につきましては、入所者の増加と学
校から遠方であることに伴い、令和5
年4月の開所を目標に、神守小学校
敷地内への整備を進めてまいりま
す。

引き続き、夏休み、春休みの居場
所づくり事業や、放課後子ども教室
事業、子育て支援センターにおける
親子の交流や育児相談など、子育て
支援に力を入れてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いて、ご説明申し上げます。

南海トラフにおいて、マグニチュー
ド8～9クラスの地震が、今後40年以
内に90％程度と高い発生確率で予
測され、発生した場合には甚大な被
害が想定されています。また、近年頻
発する集中豪雨や台風の強大化によ
る風水害の激甚化も懸念されていま
す。

市民の皆様の暮らしを守るため、
本市の地域防災計画や国土強靭化
地域計画に基づき、計画的に防災・減
災、強靭化のための施策を進めてま
いります。

自然災害への備えとして、昨年3月
に生涯学習センター内にオープンい
たしました「自助・共助防災学習セン
ター」には、避難所用テントや段ボー
ルベッドなど、避難生活で使用する物
品や、災害時の写真パネルの展示、

防災学習に役立つ映像を用意してお
り、このセンターを通じた平時におけ
る防災知識の普及啓発や防災講座
により、災害発生時のリスクや対応を
正しく理解できる環境を整え、自助、
共助のさらなる意識向上を図ってま
いります。

災害への備えは、自助・共助・公助
の考え方に基づき、それぞれの立場
で考えていくことが重要です。市民
一人ひとりが日ごろから自分事ととら
え防災の意識を持ち続けていただく
ため、昨年度は全世帯に防災ハザー
ドマップ及びマイ・タイムラインを配
布いたしました。市で定める毎月第3
日曜日の家庭防災の日に、各家庭で
防災について話し合っていただくこ
とをお願いするとともに、マグニ
チュード6．8以上の地震が発生した場
合、気象庁から臨時情報が発表され
ますが、うろたえることのないよう後
悔しない備えのため、コロナ禍の状
況を見極めながら実践的な防災訓練
を開催し、防災対策の向上を図って
まいります。

各小中学校におきましては、家庭
防災の日に合わせて、防災情報カー
ドを活用した防災学習を毎月実施し
ており、さらに防災映像を各学校で
活用し、防災意識の向上を図ってま
いります。

また、災害時に必要な資機材や食
料の備蓄を計画的に進めるととも
に、大規模災害時は、まずは公助とし
て飲料水の確保が大切であることか
ら、又吉配水場から先行開設避難所
などの重要施設である北小学校、西
小学校、南小学校、東小学校、市役
所、市民病院への水道管の耐震化
や、神島田小学校、高台寺小学校、蛭
間小学校への耐震性貯水槽40tを設
置してまいりました。今後も引き続
き、先行開設避難所などの重要施設
への水道管の耐震化を進めるととも
に、全ての小中学校に耐震性貯水槽

の設置を計画的に進めてまいりま
す。

なお、大規模災害の場合、救援物
資が届くまでに時間がかかりますの
で、市民の皆様におかれましては、命
をつなぐためにも7日分程度の飲料
水・食品などの家庭用備蓄品の用意
をよろしくお願いします。

その他、市内災害情報を素早く収
集し展開を行うため、ドローンや道路
に冠水センサーを設置するなど、デ
ジタルを活用した防災システムの導
入を進めることにより、災害に備え、
市民の安全・安心につなげてまいりま
す。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」について、ご説明申し上げます。

本市は、津島神社をはじめ国の重
要文化財「旧堀田家住宅」や、旧天王
社の社家であり、かつ津島御師の唯
一の遺構である「氷室作太夫家住
居」、数多くの寺院、歴史的な町家・町
並み、ユネスコ無形文化遺産に登録
された全国33の「山・鉾・屋台行事」の
一つである「尾張津島天王祭の車楽
舟行事」をはじめとする四季折々の
まつり、日本の歴史公園100選に選ば
れている天王川公園など、魅力的な
地域資源が豊かなまちであります。

先人達が残してくれたこれら歴史
的な景観や伝統・文化を守り、育て、

継承し、地域の活性化につなげてい
くために「津島市歴史的風致維持向
上計画」を策定し、令和2年3月に県下
4番目として国の認定を受けました。
津島の歴史的価値が認められたわけ
であります。

これまで尾張津島秋まつりで使用
する山車を収める山車蔵の修景や小
路、観光案内板の整備、おもてなしコ
ンシェルジュや体験プログラムの開
発など、来訪者をもてなすため、ハー
ド・ソフトの両面からの取組を進めて
きました。

本市は、「東海三県寺密度No.1」と
いう特長を生かし、「津島てら・まち御
縁結び」を開催しています。また、名
古屋鉄道株式会社とタイアップし、津
島駅までの往復割引乗車券と、市内
飲食店や土産物店で利用できるクー
ポンがセットになった「つしまちある
き」を実施し、大変多くの方にお越し
いただきました。

このような魅力のある本市は、名
古屋駅まで最短20分台で行くことが
でき、生活に必要なものや場所への
アクセスが良く、自然にもほどよく囲
まれたまちです。都会と田舎それぞ
れの要素を持ち合わせている「とか
いなか」としての強みを全国に発信
しています。また、津島市出身のプロ
ランナーの神野大地選手に津島市初
のふるさと津島応援広報大使に就任
いただくとともに、本市の魅力を
SNSで多面的に発信する「津島PR
応援団」の団長としても津島の魅力
を発信いただいております。引き続
きこうした事業に取り組んでまいり
ます。

市民の憩いの場である天王川公
園につきましては、民間資金を活用
する「公募設置管理制度」いわゆる
パークPFIにより、さらなる魅力向上
を目指し、本市の歴史・文化・水辺を生
かしたゾーニング、特に多くの観光客

が訪れる都市核となる津島駅から天
王通り、歴史核となる津島神社、自然
核である天王川公園へと居心地がよ
く歩きたくなる「まちなかウォーカブ
ル」を進めてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」について、ご説明申し上げま
す。

多くの人から「選ばれるまち」とな
り、住み続けていただくためには、働
く場が確保されていることが大切で
す。

企業誘致につきましては、これまで
に16社を誘致いたしました。すでに
操業を開始しているのは10社で、そ
のうち4社は津島市に本社を移転し
ております。都市計画法第34条第12
号の規定に基づき、工場等を建築で
きるように宇治・白浜・鹿伏兎町地内
に指定した区域の有効面積約18万
5,000㎡のうち、約13万2,000㎡を活
用しており、活用率は約72％となりま
す。都市計画マスタープランでは、企
業誘致のエリアを新たに3か所増や
しました。

引き続き、市内全域に働く場が確
保できるよう、地権者等と話し合いを
進めてまいります。

また、これまで神守中町・神守下町
及び唐臼地区の合計約68万㎡にお

いて、都市計画の用途地域を見直し、
建ぺい率・容積率の制限の緩和も
行ってまいりました。このことにより、
これまで建築できなかった建物も建
築可能となり、土地活用の促進につ
ながったほか、新たに住宅を取得した
50歳未満の方に最大で100万円の
「津島市まちなか定住促進補助金」
を交付するなど、定住促進を図って
まいりました。

今回、新しく策定いたしました都市
計画マスタープランでは、将来に向
けたまちづくり戦略として、津島駅周
辺を正面玄関と位置づけるととも
に、市内の東西南北それぞれに玄関
口を位置づけました。

津島駅周辺は、多くの人が交流す
る「本市の正面玄関」として、ホテル
誘致や駅近居住誘導など、都市環境
の充実を図り、人口密度や人の往来
の増加を目指すほか、これまで市内
の隅と言われていたところを、広域
から鉄道や幹線道路により、本市に
アクセスする際の玄関口となる東西
南北地域に玄関を配置することによ
り光をあて、都市活力の向上として、
産業や観光などのつながりをより広
域的に活性化させてまいります。

また、都市核の正面玄関である津
島駅、自然核である天王川公園、歴
史核である津島神社の3つの核、そし
てこれらを結ぶ天王通り線、3核1軸
を中心に「食べる、寝る、遊ぶ」という

テーマでまちづくりを推進していく
ための第1弾が、4月に発表いたしま
した天王川公園であります。

多くの市民の皆様から期待や関心
が寄せられる新たな天王川公園に向
けてパークPFI及び指定管理者の募
集を行ったところ、天王川公園に魅
力を感じていただき、複数の事業者
から応募をいただきました。全国展
開する事業者からの応募があり、天
王川公園のポテンシャルを改めて実
感した次第であります。

民間の資金とアイデアをいただい
て、天王川公園には、若者に人気のあ
るスターバックスコーヒーが来てい
ただく予定となりました。

藤棚や丸池の水辺に隣接する広大
な芝生広場や、授乳室を備えたサー
ビスセンターの整備も進める予定で
あります。

この新たな天王川公園を基軸に、
津島神社周辺の歴史文化を織り交ぜ
ながら、人の流れを呼び込む話題性
のある「場」を創出させるまちづくり
を進めてまいります。

また、パークPFI第2弾として東公
園の整備を進めてまいりますが、投
資をしていただけるような魅力のあ
るまちであるということを、引き続き
積極的に発信してまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」について、ご説明申し上げます。

津島市民病院は、海部医療圏の中
核病院として、急性期病棟、地域包括
ケア病棟、緩和ケア病棟を設置し、専
門性の高い医療を提供する「急性期
機能」と、在宅復帰に向けた医療やリ
ハビリテーションを提供する「回復期
機能」とを併せ持ち、幅広く対応して
おります。

また、救急・災害時の医療提供を行
うとともに、この2年間、新型コロナウ
イルス感染症に最前線で対応してき
ましたように、「新興感染症への対
応」という役割も担っており、市民の
皆様が、健康で安心して暮らしてい
ただくために、なくてはならない病院
であります。

市と病院との連携を高めながら、
病院と一緒に課題に取り組んできた
結果、救急をはじめとする地域に必
要な医療の提供に適切に対応するこ
とができ、医療の質が向上し、その成
果として、5年連続での黒字化達成に
加えまして、長年の懸案事項であり
ました「一時借入金年度末残高の解
消」も果たすことができました。市民
病院の経営改善が着実に進み、安定
感が増したことの表れであると認識
しております。この良い流れを止める
ことなく、継続していくことが重要で
あると考えております。

津島市民病院は、市民の皆様の生
命を守るために、地域医療の要とし
て、引き続き質の高い医療を提供す
るとともに、これまで以上に、市と病
院とが力を合わせて、市民病院の安
定的かつ継続的な運営に努めてまい
ります。

市民の皆様に幸せを感じていただ
くためには、心身の健康が大変重要
であります。そのため、市民の皆様の

健康が一番であります。

全ての世代の健康づくりを推進す
るため、昨年度から、愛知県と市町村
とが協働で実施している健康マイ
レージ事業を活用し、「つしま健康マ
イレージ」としてスマホアプリにより、
自分で決めた健康づくりの実践や、
健康イベントへの参加などを記録し、
マイレージを貯める「笑顔で健幸大
作戦！」を進めております。

新型コロナウイルス感染症に伴う
外出自粛により、運動量や人との関
わりが大幅に減りました。このことに
より体や心の衰えが進むことが懸念
されております。体や心の衰えを予
防する取組として、自然と歩きたくな
る快適な歩行空間を整備するため、
ウォーキングコースを市民とともに
作り上げるとともに、表示板や健幸
ベンチの設置、健幸アンバサダーに
よる健康づくりへの支援の輪を広
げ、ウォーキングを通した健康行動へ
の意欲向上を図ってまいります。

以上「つしま成長戦略」として掲げ
た5つの項目に沿って説明しました。
この5つの成長戦略を効果的に推進
していくためには、ICTを分野横断的
に活用していく必要があります。

本市では、昨年度からデジタル推
進アドバイザーの派遣を受けており、
併せて昨年4月から、総務デジタル課
を設置し、体制強化を図ったところで
あります。

また、今年の3月には、「津島市DX
推進計画」を策定したところであり、
防災や観光、被災者支援、防犯など
への活用や、役所に「来ない」、書類
を「書かない」、手続きを「待たせな
い」行政サービスのオンライン化や
キャシュレス化など、DX推進計画に
沿って本市のデジタル化をさらに進
めてまいります。加えて政策的には、
内閣府地方創生推進室より「デジタ

ル田園都市国家構想推進交付金」の
交付について、本市が提出した3つの
事業「人型ロボットと一緒にみんなで
プログラミング学習事業」、「デジタ
ルでまるごと「楽らく」ハピネスつし
ま事業」、「デジタルでまるごと「あん
しん」ハピネスつしま事業」が採択さ
れました。これらの事業を含め、「デ
ジタル化で、しあわせ実感都市、つし
ま」を目指し、デジタル化でまちおこ
しをしてまいります。

以上、市政3期目を迎えるにあたっ
ての、5つの成長戦略第3弾における
それぞれの主な取組内容と、まちづ
くりを進めていくうえでの3つの視
点、さらには重要となる2つのキー
ワードについて、私の考えを述べさ
せていただきました。

取組を進めるにあたっては、国の
デジタル田園都市国家構想推進交
付金や地方創生関連交付金など、国
や県の交付金等を有効に活用してま
いります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和4年度補正予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、骨格予算とし
て編成しました当初予算を肉付けす
る予算であります。第3期市政のス
タート、私が掲げたつしま成長戦略を
実現するため、まずは、その第一段階
として取り掛かるものを今補正予算
に反映させました。今後も計画的に
進めていきたいと考えています。

今補正予算の規模を申し上げます
と、一般会計が、22億4,578万円、特別
会計が、2会計で143万円、合わせま
すと、総額22億4,721万円の増額補
正となります。

それでは、主な事業について説明
いたします。最初に、つしま成長戦略
を横断的・効果的に進める3つの重点
事業から説明いたします。

1つ目は、新しい都市計画マスター
プランに示しました津島玄関まちづ
くり構想（ゲートウェイプロジェクト）
の実現に取り組む「マスタープラン
推進事業」でございます。市の正面玄
関となる津島駅から天王川公園、津
島神社周辺を「都市核」、「自然核」、
「歴史核」として魅力向上、賑わい創
出等を図るため、津島駅周辺まちづ
くり構想の策定、駅東側の駅前広場
の基本設計等を行う「津島駅周辺ま
ちづくり事業」、旧わざ・語り・伝承の
館、旧開導教会跡地について調査を
行う利活用事業、天王川公園の藤棚
改修、民間活力でさらなる魅力向上
を図る「天王川公園パークPFI」、北
の玄関口となる青塚駅周辺を快適で
住みよい環境とするため、土地利用
構想を策定する事業、東の玄関口と
なる名古屋津島線バイパス周辺を新
たな交流を生み出す拠点とするた
め、東公園のパークPFIを含めたサウ
ンディング型市場調査を行う事業な
ど、新たなまちづくりを進めるための
事業費を計上いたしました。

2つ目は、「DX推進事業」でござい
ます。内閣府の「デジタル田園都市
国家構想推進交付金」の採択をいた
だきました「人型ロボットと一緒にみ
んなでプログラミング学習」として、
小中学校においてロボット等を活用
して行う「プログラミング教育事業」、
「デジタルでまるごと「楽らく」ハピネ
スつしま」として、住民票交付などの
行政手続きをオンライン化・デジタル
化する「コンビニ交付事業」、「窓口電

子化事業」、「デジタルでまるごと「あ
んしん」ハピネスつしま」として、災害
時の情報をシステムにより一元化・可
視化するほか、4年間でドローン操縦
人材を20人育成する「防災システム
事業」、「ドローン活用事業」、そのほ
か、職員のスキルアップ等を進め、4
年間でデジタル人材を100人育成す
る「デジタル人材育成研修事業」な
ど、デジタルで幸せを実現するため
の事業費を計上いたしました。

3つ目は、「地方創生推進事業」で
ございます。昨年度、市役所若手職員
で構成する「つしま創生！若手職員プ
ロジェクトチーム」を設置し、総合計
画の重点戦略の実現に向けた政策
を検討するため会議を開催し、政策
提案を行ってもらいました。その提
案を基に、「住んでよし！訪れて良し！
津島スタイル①生きる力を育む「津
島っ子」大作戦！」として、電子図書館
や読書手帳の導入、民間人材を活用
した縄跳び教室等で、子どもが身近
に読書や運動に触れる機会を創出す
る「子どもの読解力・体力向上事業」、
「津島スタイル②魅力マシマシ津島
市大作戦！」として、シティプロモー
ション用サイトを立ち上げ、You 
Tube等で津島の魅力を発信する
「魅力発信向上事業」、「津島スタイ
ル③ハピネス津島大作戦！」として、
市民参加でウォーキングコースを作
成するなど、歩くこと、健康づくりの
習慣化を図る「健幸ウォーカブル事

業」、廃棄の可能性のある食品を安
価でやりとりするためのマッチング
サービスを導入するなど、食品ロス
の削減を図る「もったいない運動事
業」、防災について楽しく学ぶ機会を
創出し、防災意識の向上や担い手の
育成を図る「あそぼうさい　まなぼ
うさい事業」といった住みたい、訪れ
たいまちを実現するための事業費を
計上いたしました。

ここからは、そのほかの事業につ
いて、5つの成長戦略に沿って説明い
たします。

1つ目の、「子ども・子育て応援都
市、つしま」としましては、「子ども医
療費支給事業」を10月診療分から、
18歳まで所得制限なしの入院・通院
共に完全無料化に拡大するための費
用、小学校から離れた場所にある「神
守こどもの家」を神守小学校の敷地
内に建設する事業、老朽化した蛭間
小学校及び神守中学校の屋内運動
場を大規模改修するための実施設計
の費用、全小中学校の照明をLED化
する事業など、子育て世代への支援、
子どもが学び育つ環境整備のための

事業費を計上いたしました。また、国
際化への対応のため、県内8領事館
との交流を通して行う「領事館交流
プロジェクト事業」の事業費を計上い
たしました。

2つ目の、「防災・減災のモデル都
市、つしま」としましては、災害時の一
時避難等に対応する「都市公園」の
整備事業として、「神守第1・第2公園」
に加え、新たに「第3公園」の整備に
着手する費用、災害時の救助活動等
で活躍する「緊急消防援助隊救助工
作車」を更新する費用などハード面
の事業費とともに、自助・共助への支
援として、ご家庭の窓ガラスへの飛
散防止フィルム貼り付けを支援する
「飛散防止フィルム貼付事業」、一人
暮らしのお年寄りの方を対象に行う
「住宅用火災警報器設置補助事業」
など、皆様と一緒に災害に強いまち
を目指すための事業費を計上いたし
ました。

3つ目の、「地域の特性を活かした
交流都市、つしま」としましては、津島
の魅力発信や交流を広げる事業とし
て、観光パンフレットの代わりとなる
津島の祭、建造物、文化、産業の写真
が掲載されたカードを作成する「写
真で魅せる津島の伝統PR事業」や、
ふるさと津島応援広報大使でありま
す当市出身のプロランナー神野大地
選手を起用した「PR事業」や「ランニ
ング教室事業」等の事業費を計上い
たしました。

4つ目の、「地域経済が活性化する
発展都市、つしま」としましては、天王
川公園・津島神社周辺へのアクセス
となる「橋詰見越線」の道路改良はじ
め、道路や橋梁等を整備する「社会資
本整備事業」、「道路整備事業」、排水
路の改修等を進める「土地改良事
業」、「排水路整備事業」など、社会基
盤を整備するための投資的事業費を
昨年度から大幅に増額し計上いたし
ました。また、民間企業とのパート

ナーシップを構築し津島の活性化・発
展に繋げるため、「企業版ふるさと納
税」を推進するための費用を計上い
たしました。

5つ目の、「いつまでも健康で暮ら
す都市、つしま」としましては、健康マ
イレージアプリ等を活用し幅広い世
代に健康づくりに参加いただく「笑顔
で健幸大作戦！」の事業費を昨年度に
引き続き計上いたしました。今回は、
市内事業者や団体向けの参加支援
など、内容をさらに充実しておりま
す。そのほか、子宮頸がんワクチンの
任意接種を受けた方の接種費用を
補助する「子宮頸がんワクチン任意
接種費補助事業」、がん治療により必
要となった補整具等の購入費を補助
する「がん患者アピアランスケア支
援補助事業」など、誰もが健康で暮ら
すための事業費を計上いたしまし
た。

5つの成長戦略に沿って説明させ
ていただきました。今補正予算では、
これらのほかに、市制施行75周年事
業としまして、愛知県河川課と連携
し、まち歩きイベントで津島市の魅力
を発信する「ブラアイチサポート事
業」、「笑顔で健幸大作戦事業」の一
環として開催する「市民みんなで天
王川750周歩こう大会」、津島の歴史
的資産を散策する「文化遺産ナビス
タンプラリー事業」などの事業費を
計上しており、フォトコンテストやパ
ネル展示等のイベントも計画してい
るところであります。

最後に、引き続きしっかりと対応し
ていく必要がある「新型コロナウイ
ルス感染症対策」でございます。今回
は、その第12弾として、これまでにも
ご好評をいただいておりますプレミ
アム率50％の「プレミアム付商品券
事業」はじめ、新たな対策として、農
業者へ経営支援の給付金を支給す
る「農業担い手支援事業」、市民活動
団体の取組等を支援する「コロナ禍
のまちづくり応援事業」、そのほか、
公共施設の手洗いの自動水栓化、葉
苅スポーツの家、共存園保育所、新
開こども園などのトイレ改修など、市
民・事業者の皆様への支援や感染拡
大防止等のため、45事業、総額2億
4,411万6千円を計上いたしました。

以上、今回の補正予算の主な事業
について申し上げました。

津島市の財政状況は、以前に比べ
ると着実に安定してきました。今後に
つきましても、行財政改革などに不
断に取り組み、「市政の持続」を常に
意識しながら持続的な運営に努め、
必要な事業をしっかりと展開するこ
とで、つしま成長戦略を確実に実現
させたいと考えております。

結びにあたりまして、今議会には補
正予算をはじめ、条例などの諸議案
を提出しており、いずれも市政運営
に欠くことのできないものばかりで
ありますので、十分ご審議の上、適切
なご議決をいただきますようお願い
申し上げます。

▲耐震性貯水槽
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像や都市づくりの方向性を示す「都
市計画マスタープラン」を策定いた
しました。これらの計画に基づき、未
来に向けてまちづくりを進めていく
必要があります。そのためには、私は
3つの視点で改革を進める必要があ
ると考えています。

1つ目の視点は、「ひと」の改革で
す。どんな施策も実際に実施するの
は「ひと」であります。人材育成を行
うことで職員の能力を高め、市民
サービスの向上につなげるのです。
そのため、研修等により職員の学び
なおし「リスキリング」を行い、いかな
る社会情勢にも対応できるように人
材育成を行うとともに、職員一人ひと
りの意識改革を行うなど、「ひと」の
改革に取り組む必要があります。

2つ目の視点は、「もの」の改革で
す。本市の公共施設は老朽化が進ん
でおり、施設の統廃合や集約化が必
要となります。また、本市の持つ地域
資源を生かしながら、積極的に民間
の資金や技術を活用するといった
「もの」の改革に取り組む必要があり
ます。

3つ目の視点は、「こと」の改革で
す。引き続き財政健全化や市民病院
の経営安定化に取り組むことはもち
ろんのこと、ウィズコロナ、アフター
コロナといった今後を見据えた対応
も必要となります。これまでに経験し
たことがない状況にも対応しながら、
将来に向けた「こと」の改革に取り組
む必要があります。

これまでも「ひと・もの・こと」の改
革に取り組んでまいりましたが、より
一層の「ひと・もの・こと」の改革に取
り組むことが重要となります。

また、それに加えて、新たな時代の
まちづくりに必要となるキーワード
が2つあると考えております。

1つ目のキーワードは、「規制緩和
による民間活力の導入」です。

これまでも、神守中町・下町及び唐
臼地区の合計約68万㎡において、都
市計画の用途を見直し、建ぺい率・容
積率を高め、土地活用の促進を図り
ました。また、宇治、白浜、鹿伏兎の3
地区約21万㎡においても、条例に
よって規制緩和し、企業誘致も順調
に進んでいます。天王川公園におき
ましても、パークPFIによる民間活力
の活用に取り組んでおります。引き
続き規制緩和により、民間の資金や
アイデアを導入していくことが必要
となるのです。

また、地方公共団体が行う地方創
生の取組に対して、企業から寄附を
いただく「企業版ふるさと納税」につ
いても、積極的に活用し、企業との
パートナーシップを構築してまいりま
す。

2つ目のキーワードは、「デジタル
化でしあわせ実感」です。

デジタル化は市民の利便性の向
上だけでなく、職員の働きがい改革
の実現により、市民と職員の両方の
しあわせの実感につながります。そ
のためには、先ほども申し上げました、

学びなおし「リスキリング」による職
員の人材育成が重要であります。

この「規制緩和による民間活力の
導入」と「デジタル化でしあわせ実
感」の2つのキーワードを念頭に置き
ながら、まちづくりに取り組んでまい
ります。

現在、日本はかつてない少子高齢
化により、人口減少社会となっており
ます。令和2年に実施された国勢調査
におきましても、日本の人口は、平成
27年に実施されました前回調査に引
き続き減少しております。本市におき
ましても同様に人口が減少しており、
今後もその傾向が続くことが予想さ
れます。そういった状況においても、
子育て環境の充実や、企業誘致によ
る働く場の確保、地域資源を活用し
た魅力あるまちづくりなど、各種施策
を推進することでまちの魅力を高
め、住んでみたい、住んでよかったと
感じるまちづくりを進め、移住・定住
につなげてまいります。

子育て環境の充実に関しては、こ
れまで中学校卒業までの子ども医療
費の完全無料化を始めとする子育て
支援の充実や、全小中学校へのエア
コン設置、全小中学校トイレの洋式
化を始めとする学校環境の充実など
に取り組んでまいりました。今後も全
小中学校の照明をLED化するグリー
ン（脱炭素）事業や老朽化した学校屋
内運動場の大規模改修など、引き続
き子育て環境の充実を図るととも
に、日本一のプログラミング教育を

令和4年第2回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、補正予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

このたび、私は、市民の皆様からの
厚いご信任を賜り、市長3期目の職務
に就かせていただき、今後さらに4年
間、津島市政の舵取り役を担うことと
なりました。

市政を改めてお預かりする重責
に、誠に身が引き締まる思いであり
ますが、この重責をしっかりと受け止
め、市民の皆様からお寄せいただき
ました信頼とご期待にお応えするた
め、新たな決意を持って、津島市のさ
らなる発展に全力を尽くして、取り組
んでまいる所存であります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

私はこれまで、市民の皆様の信頼
とご期待にお応えするため、2期8年
にわたって津島市が魅力と活気あふ
れるまちとなるように、全力で市政運
営に取り組んでまいりました。その
間、100年に一度と言われる新型コロ
ナウイルスの感染拡大による危機的
状況に置かれました。日本国内で最
初に発生が確認されてから間もなく

2年半が経過しようとしております
が、いまだに収束の気配がありませ
ん。

こうした中でも、非常に厳しい状況
に置かれている市民の皆様や事業者
の皆様に支援を届けるため、①感染
拡大の防止、②市民の暮らしの支援、
③子育て・教育支援、④地域経済の支
援といった4つの支援が必要と考え、
これまで様々な事業を実施してまい
りました。令和2年度から実施してま
いりました新型コロナウイルス感染
症対策事業第1弾から第11弾までを
含め、これまでに実施いたしました新
型コロナウイルス感染症関連事業
は、112事業、事業費といたしまして
は約109億7,900万円となります。こ
れらの事業は、コロナの感染状況や
市民の皆様・事業者の皆様の状況に
合わせて、しっかりと対応しており、大
きな成果があったと考えております。

引き続き次のコロナ対策として、
市の自己財源と国の交付金等を有効
に活用し、直面する物価高騰による
影響を緩和するための対応を、緊急
かつ機動的に実施するため、思い
切った子ども子育て世帯への支援と

して、9月から来年3月まで7か月で総
額約2億円の「小・中学校、保育所・認
定こども園・幼稚園給食費の無償化」
など、様々な事業展開をしてまいりま
す。

また、市民の皆様の安全のため、
新型コロナウイルスワクチンの接種
にも全力で取り組んでまいりました。
津島市医師会をはじめ関係団体に積
極的にご協力いただくとともに、市内
の企業からも集団接種の会場を提供
していただき、これまで円滑に実施で
きております。この場をお借りして深
く感謝申し上げます。

市民病院においても、院長を始め
とする医師、看護師などの医療職、ま
た事務職員も含めて職員一同が協
力してコロナに対応しており、市民の
命、健康を守る要としての役割を果
たしております。

新型コロナウイルスの感染拡大
は、世の中の価値を一変させました。
事業所におけるテレワークの導入な
どにより、地方に居住していても仕事
と生活が両立できるということで、こ
れまで長い間止めることができな

かった東京一極集中にも是正の動き
が見られます。ZoomなどのWeb会
議システムを使用することにより、
別々の場所にいながら同じ会議に参
加するといったことも一般的になり
ました。

コロナ禍によって生じた価値観の
変化に対しても、柔軟に対応していく
必要があると考えております。

ロシアによるウクライナ軍事侵攻
は、世界経済に長期的な悪影響を与
えるといわれております。平和があっ
てこそ経済成長ができるものであ
り、長期化すれば大変厳しい状況が
続くことが予想されます。

こうした世界経済の中、1年間厳し
い舵取りが想定されますが、5つの成
長戦略に果敢に挑んでまいります。

さて、私が8年前に市政を引き継い
だ際には、2つの大きな課題がござい
ました。

1つ目は、厳しい財政状況を健全化
させること、2つ目は市民病院の経営
安定化でございました。この2つを最
重要課題と捉え、全力で取り組んで
まいりました。

1つ目の財政健全化につきまして
は、私が市政を引き継いだ8年前、本
市の財政状況は非常に厳しいもので
した。そのため、財政を健全化させる
べく、事務事業の徹底的な見直しな
どによる歳出の削減、様々な形での
歳入の確保などに精力的に取り組ん
でまいりました。平成27年度には平
成17年度に策定した「津島市財政改
革行動計画」に代わる新たな「津島
市行財政改革推進大綱」を策定し、
徹底的な行財政改革を行ってまいり
ました。私が就任した平成26年度か
ら令和2年度までの7年間の効果額
は、約62億4,600万円となり、市の財
務体質を大きく変えることができた

と考えております。また、本市の人口
は平成17年頃をピークに減少しては
おりますが、税収は逆に増加傾向で
あり、令和2年度の税収は、10年前の
平成22年度と比較して約2億円増加
しております。

これらのことなどから、市の貯金に
あたる財政調整基金の残高は、私が
就任する前年度末である平成25年
度末時点では15億9,800万円でした
が、令和3年度末見込みでは約39億
6,000万円と23億6,200万円増加、率
にして約2.5倍にさせることができま
した。

また、市の実質的な借金にあたる
臨時財政対策債を除いた市債残高
につきましては、平成25年度末には
約59億8,200万円でしたが、平成30年
度末には約49億5,200万円と10億円
以上削減できる想定ができたため、
全小中学校のエアコン設置や、全小
中学校のトイレ洋式化、さらには全小
中学校の1人1台タブレットの整備な
ど、平成30年度から令和3年度までの
4年間で、総額約25億5,000万円を超
えるなど、将来を担う子どもたちのた
めに積極的に投資を行いました。ま
た、防災・減災対策として水道管の耐
震化で約16億円を超える投資をはじ
め、避難所となる3つの小学校に耐震
性貯水槽40tの設置などに、総額約3
億円の投資により、災害時の飲料水
の確保など、市民の皆様の安全・安心
を確保するために公助としてできる
取組を進めてまいりました。

この間、平成28年度から30年度ま
での3年間には、約7億円の地方交付
税の減額もございましたが、令和3年
度末の市債残高の見込みは59億
2,500万円と、私の目指すつしま成長
戦略を進める中でも、私が就任する
前の平成25年度末の金額とほぼ同
水準となっております。

2つ目の課題である市民病院の経
営安定化につきましては、市民病院
が海部医療圏の医療を守る要となる
中核病院としての役割を果たすとと
もに、市民の皆様から信頼され続け
られるように、安定的な地域医療の
推進を目指し、経営改善の取組を進
めてまいりました。その結果、平成29
年度から5期連続で経常収支黒字化
を達成するとともに、平成28年度末
に19億円あった一時借入金を解消す
ることができました。また、借金にあ
たる企業債残高に関しても、ピーク
時の平成17年度末には約161億円で
ございましたが、令和3年度末の見込
みでは、約72億円と約89億円減少、
率にして約45％に減少させることが
できました。

ただいま申し上げましたとおり、財
政の健全化と市民病院の経営安定
化を図ってきたことにより、津島市が
次なるステップへ進むための準備が
できたものと考えております。

津島市は本年で市制施行75周年
を迎えました。この節目の年に、コロ
ナによって変わった価値観に対応し
ながら、新しい時代へと歩みを進め
ていかなければなりません。令和3年
度には、市の最上位計画である「第5
次津島市総合計画」及び将来の都市

目指し、教育に特長をもたせ、子育て
世代を呼び込んでまいります。

企業誘致に関しましても引き続き
推進し、働く場所の確保や地域経済
の活性化につなげるとともに、昼間
人口の増加につなげてまいります。

地域資源を活用した魅力あるまち
づくりに関しては、昨年度に策定いた
しました都市計画マスタープランに
おいて、津島駅周辺を「正面玄関」と
して位置づけるとともに、市内の東西
南北それぞれに玄関を位置づけ、そ
れぞれの玄関に光をあて、それぞれ
が輝くまちづくりを目指してまいりま
す。

まちづくりの交流の核となる交通
基盤の充実・整備につながる動きとし
て、木曽川・長良川の新架橋について
は、県が整備ルートを検討しており、
名古屋津島線バイパスについても着
実に進められ、津島玄関まちづくり構
想（ゲートウェイプロジェクト）におい
ての基軸となるものです。東海北陸
自動車道の延伸となる一宮西港道路
については、国が主体となって、概略
的なルートの検討に着手することが
公表されました。

また、現在、リニア中央新幹線の開
業に向けた工事が進められていると
ころですが、リニアの開業によって、
首都圏、中部圏、関西圏が1時間圏内
で結ばれ、三大都市圏が一体となっ
た巨大な経済圏である「スーパーメ
ガリージョン」が創造されることとな
ります。これにより、リニアによる対流
の活発化と新たな価値の創造を図る
こととなり、リニアの開業に合わせ、
名鉄名古屋駅のホームの拡張（4車
線化）により、名古屋駅までの所要時
間の短縮が期待され、本市の人口の
増加にもつながるものと考えており
ます。

これら道路と鉄道をネットワークと

したまちづくりを進めていくことが、
地域間競争を勝ち抜くことにつなが
ります。こうした意味でも、都市計画
マスタープランで示す津島玄関まち
づくり構想（ゲートウェイプロジェク
ト）に積極的に取り組む必要があると
考えております。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どマイカーを使えない、あるいは今
後使えなくなる高齢者や、移動が困
難な障がいのある方などの移動につ
きまして、地域の問題となっておりま
す。

現在、本市では、駅や市役所をはじ
めとする公共施設、病院、スーパーな
どの目的地をつなぐ移動手段につい
て、ふれあいバスにより、市内4コー
スを定時・定路線で運行しておりま
す。

「おでかけタクシー事業」の推進に
より、高齢者や障がいのある方など
に寄り添った移動支援を進めてまい
ります。

ただいま、述べさせていただきま
したことを踏まえながら、成長投資を
進め、津島市の「価値」を高めるため
に、次への挑戦となる「つしま成長戦
略第3弾」に挑んでまいります。挑戦
することが未来を創造することにつ
ながるのです。

それでは、「つしま成長戦略第3弾」
の各項目について、私の所信を述べ
させていただきます。

まず、「つしま成長戦略」の1点目、
「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついて、ご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、津島市
の「宝」です。子どもの健やかな育成
を図り、子育てをしやすい環境づくり
を推進していくことは、大変重要であ
ります。

子育て世代への支援・環境の充実
として、これまで中学校卒業までの子
ども医療費の完全無料化を実施した
ほか、妊娠期から子育て期まで切れ
目なく総合的に支援する「子育て世
代包括支援センター事業」を実施し
てまいりました。また、市内に子育て
支援センターが、総合保健福祉セン
ター内にある西地区、生涯学習セン

ター内にある東地区の2箇所あり、土
日も開所し、子育て世代の交流を図
るとともに、子育てに悩んでいる方も
気軽に相談できるよう、子育て支援
機能の充実を図っております。

今後はさらに18歳までの子ども医
療費入院・通院共に完全無料化を進
めてまいります。

教育環境の充実として、これまで
全小中学校へ1人1台タブレットの整
備やICT支援員の派遣など、学校の
ICT環境の整備にも取り組んでまい
りました。

今後も、さらなる教育環境の充実
のため、市内全ての小中学校に、日本
初の導入規模で、AI機能を持った人
型ロボットと、高性能なセンサーを
使ったブロックを導入してまいりま
す。

人型ロボットは、子どもたちが動作
や対話プログラムを作成することに
より、一方的な会話だけではなく、手
足を動かして踊ったり歌ったり双方
向の会話を行うことのほか、ロボット
と英語の発音練習を楽しく行うこと
ができ、また、プログラミング可能な
ブロックを組み立て、指示した動作を
させるなど、子どもたちが確かめな
がら実体験することを可能とします。
このように、プログラミングを見える
化することは、物事を順序立てて論
理的に考える能力や、問題解決能力
を身に付けることにもつながります。

放課後子ども教室にも、ブロックで
自由な形を作り、プログラミングに
よって様々な動きを与えて遊ぶロ
ボット・プログラミング学習機材を導
入します。

子どもたちの学ぶことに対する関
心や意欲を高め、「楽しくて役に立つ
教育」を実践し、未来社会を自らの力
で生き抜く力を育んでまいります。

また、児童・生徒が安心して有意義
な学校生活が過ごせるよう、市内全
ての小中学校へのエアコン設置、ト
イレの洋式化の整備を行ってまいり
ました。

昨年は、道路灯や公園灯1,277基、
事業規模約8,950万円でLED化を
行ってまいりました。

次は、小中学校の全ての照明約
7,400基、事業規模約1億5,700万円
で、今年度中にLED化するグリーン
（脱炭素）事業のほか、「学校施設長
寿命化計画」に基づき、蛭間小学校
及び神守中学校体育館の長寿命化
のための大規模改修の実施設計を
行ってまいります。今後も計画的に
学校施設の改修を進めてまいりま
す。

子どもたちの国際理解教育とし
て、これまでも在名古屋の領事館の
協力をいただきながら、市内小学校
において国際交流事業を行ってまい
りました。今後は、「領事館交流プロ
ジェクト」として、県内にある8つ全て
の領事館と連携して、グローバル化
する社会の中で、子どもたちが未来
を切り拓く国際人として成長し、ボー
ダレスな時代に対応するための国際
交流事業を進めてまいります。

働いていること等により、保護者が
昼間不在となる家庭の子どもたち
が、放課後や長期休み中に、安全で
楽しく過ごすための遊びや生活の場

である学童保育につきましては、現
在、市内8小学校区にこどもの家を設
置しており、そのうち神守こどもの家
につきましては、入所者の増加と学
校から遠方であることに伴い、令和5
年4月の開所を目標に、神守小学校
敷地内への整備を進めてまいりま
す。

引き続き、夏休み、春休みの居場
所づくり事業や、放課後子ども教室
事業、子育て支援センターにおける
親子の交流や育児相談など、子育て
支援に力を入れてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いて、ご説明申し上げます。

南海トラフにおいて、マグニチュー
ド8～9クラスの地震が、今後40年以
内に90％程度と高い発生確率で予
測され、発生した場合には甚大な被
害が想定されています。また、近年頻
発する集中豪雨や台風の強大化によ
る風水害の激甚化も懸念されていま
す。

市民の皆様の暮らしを守るため、
本市の地域防災計画や国土強靭化
地域計画に基づき、計画的に防災・減
災、強靭化のための施策を進めてま
いります。

自然災害への備えとして、昨年3月
に生涯学習センター内にオープンい
たしました「自助・共助防災学習セン
ター」には、避難所用テントや段ボー
ルベッドなど、避難生活で使用する物
品や、災害時の写真パネルの展示、

防災学習に役立つ映像を用意してお
り、このセンターを通じた平時におけ
る防災知識の普及啓発や防災講座
により、災害発生時のリスクや対応を
正しく理解できる環境を整え、自助、
共助のさらなる意識向上を図ってま
いります。

災害への備えは、自助・共助・公助
の考え方に基づき、それぞれの立場
で考えていくことが重要です。市民
一人ひとりが日ごろから自分事ととら
え防災の意識を持ち続けていただく
ため、昨年度は全世帯に防災ハザー
ドマップ及びマイ・タイムラインを配
布いたしました。市で定める毎月第3
日曜日の家庭防災の日に、各家庭で
防災について話し合っていただくこ
とをお願いするとともに、マグニ
チュード6．8以上の地震が発生した場
合、気象庁から臨時情報が発表され
ますが、うろたえることのないよう後
悔しない備えのため、コロナ禍の状
況を見極めながら実践的な防災訓練
を開催し、防災対策の向上を図って
まいります。

各小中学校におきましては、家庭
防災の日に合わせて、防災情報カー
ドを活用した防災学習を毎月実施し
ており、さらに防災映像を各学校で
活用し、防災意識の向上を図ってま
いります。

また、災害時に必要な資機材や食
料の備蓄を計画的に進めるととも
に、大規模災害時は、まずは公助とし
て飲料水の確保が大切であることか
ら、又吉配水場から先行開設避難所
などの重要施設である北小学校、西
小学校、南小学校、東小学校、市役
所、市民病院への水道管の耐震化
や、神島田小学校、高台寺小学校、蛭
間小学校への耐震性貯水槽40tを設
置してまいりました。今後も引き続
き、先行開設避難所などの重要施設
への水道管の耐震化を進めるととも
に、全ての小中学校に耐震性貯水槽

の設置を計画的に進めてまいりま
す。

なお、大規模災害の場合、救援物
資が届くまでに時間がかかりますの
で、市民の皆様におかれましては、命
をつなぐためにも7日分程度の飲料
水・食品などの家庭用備蓄品の用意
をよろしくお願いします。

その他、市内災害情報を素早く収
集し展開を行うため、ドローンや道路
に冠水センサーを設置するなど、デ
ジタルを活用した防災システムの導
入を進めることにより、災害に備え、
市民の安全・安心につなげてまいりま
す。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」について、ご説明申し上げます。

本市は、津島神社をはじめ国の重
要文化財「旧堀田家住宅」や、旧天王
社の社家であり、かつ津島御師の唯
一の遺構である「氷室作太夫家住
居」、数多くの寺院、歴史的な町家・町
並み、ユネスコ無形文化遺産に登録
された全国33の「山・鉾・屋台行事」の
一つである「尾張津島天王祭の車楽
舟行事」をはじめとする四季折々の
まつり、日本の歴史公園100選に選ば
れている天王川公園など、魅力的な
地域資源が豊かなまちであります。

先人達が残してくれたこれら歴史
的な景観や伝統・文化を守り、育て、

継承し、地域の活性化につなげてい
くために「津島市歴史的風致維持向
上計画」を策定し、令和2年3月に県下
4番目として国の認定を受けました。
津島の歴史的価値が認められたわけ
であります。

これまで尾張津島秋まつりで使用
する山車を収める山車蔵の修景や小
路、観光案内板の整備、おもてなしコ
ンシェルジュや体験プログラムの開
発など、来訪者をもてなすため、ハー
ド・ソフトの両面からの取組を進めて
きました。

本市は、「東海三県寺密度No.1」と
いう特長を生かし、「津島てら・まち御
縁結び」を開催しています。また、名
古屋鉄道株式会社とタイアップし、津
島駅までの往復割引乗車券と、市内
飲食店や土産物店で利用できるクー
ポンがセットになった「つしまちある
き」を実施し、大変多くの方にお越し
いただきました。

このような魅力のある本市は、名
古屋駅まで最短20分台で行くことが
でき、生活に必要なものや場所への
アクセスが良く、自然にもほどよく囲
まれたまちです。都会と田舎それぞ
れの要素を持ち合わせている「とか
いなか」としての強みを全国に発信
しています。また、津島市出身のプロ
ランナーの神野大地選手に津島市初
のふるさと津島応援広報大使に就任
いただくとともに、本市の魅力を
SNSで多面的に発信する「津島PR
応援団」の団長としても津島の魅力
を発信いただいております。引き続
きこうした事業に取り組んでまいり
ます。

市民の憩いの場である天王川公
園につきましては、民間資金を活用
する「公募設置管理制度」いわゆる
パークPFIにより、さらなる魅力向上
を目指し、本市の歴史・文化・水辺を生
かしたゾーニング、特に多くの観光客

が訪れる都市核となる津島駅から天
王通り、歴史核となる津島神社、自然
核である天王川公園へと居心地がよ
く歩きたくなる「まちなかウォーカブ
ル」を進めてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」について、ご説明申し上げま
す。

多くの人から「選ばれるまち」とな
り、住み続けていただくためには、働
く場が確保されていることが大切で
す。

企業誘致につきましては、これまで
に16社を誘致いたしました。すでに
操業を開始しているのは10社で、そ
のうち4社は津島市に本社を移転し
ております。都市計画法第34条第12
号の規定に基づき、工場等を建築で
きるように宇治・白浜・鹿伏兎町地内
に指定した区域の有効面積約18万
5,000㎡のうち、約13万2,000㎡を活
用しており、活用率は約72％となりま
す。都市計画マスタープランでは、企
業誘致のエリアを新たに3か所増や
しました。

引き続き、市内全域に働く場が確
保できるよう、地権者等と話し合いを
進めてまいります。

また、これまで神守中町・神守下町
及び唐臼地区の合計約68万㎡にお

いて、都市計画の用途地域を見直し、
建ぺい率・容積率の制限の緩和も
行ってまいりました。このことにより、
これまで建築できなかった建物も建
築可能となり、土地活用の促進につ
ながったほか、新たに住宅を取得した
50歳未満の方に最大で100万円の
「津島市まちなか定住促進補助金」
を交付するなど、定住促進を図って
まいりました。

今回、新しく策定いたしました都市
計画マスタープランでは、将来に向
けたまちづくり戦略として、津島駅周
辺を正面玄関と位置づけるととも
に、市内の東西南北それぞれに玄関
口を位置づけました。

津島駅周辺は、多くの人が交流す
る「本市の正面玄関」として、ホテル
誘致や駅近居住誘導など、都市環境
の充実を図り、人口密度や人の往来
の増加を目指すほか、これまで市内
の隅と言われていたところを、広域
から鉄道や幹線道路により、本市に
アクセスする際の玄関口となる東西
南北地域に玄関を配置することによ
り光をあて、都市活力の向上として、
産業や観光などのつながりをより広
域的に活性化させてまいります。

また、都市核の正面玄関である津
島駅、自然核である天王川公園、歴
史核である津島神社の3つの核、そし
てこれらを結ぶ天王通り線、3核1軸
を中心に「食べる、寝る、遊ぶ」という

テーマでまちづくりを推進していく
ための第1弾が、4月に発表いたしま
した天王川公園であります。

多くの市民の皆様から期待や関心
が寄せられる新たな天王川公園に向
けてパークPFI及び指定管理者の募
集を行ったところ、天王川公園に魅
力を感じていただき、複数の事業者
から応募をいただきました。全国展
開する事業者からの応募があり、天
王川公園のポテンシャルを改めて実
感した次第であります。

民間の資金とアイデアをいただい
て、天王川公園には、若者に人気のあ
るスターバックスコーヒーが来てい
ただく予定となりました。

藤棚や丸池の水辺に隣接する広大
な芝生広場や、授乳室を備えたサー
ビスセンターの整備も進める予定で
あります。

この新たな天王川公園を基軸に、
津島神社周辺の歴史文化を織り交ぜ
ながら、人の流れを呼び込む話題性
のある「場」を創出させるまちづくり
を進めてまいります。

また、パークPFI第2弾として東公
園の整備を進めてまいりますが、投
資をしていただけるような魅力のあ
るまちであるということを、引き続き
積極的に発信してまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」について、ご説明申し上げます。

津島市民病院は、海部医療圏の中
核病院として、急性期病棟、地域包括
ケア病棟、緩和ケア病棟を設置し、専
門性の高い医療を提供する「急性期
機能」と、在宅復帰に向けた医療やリ
ハビリテーションを提供する「回復期
機能」とを併せ持ち、幅広く対応して
おります。

また、救急・災害時の医療提供を行
うとともに、この2年間、新型コロナウ
イルス感染症に最前線で対応してき
ましたように、「新興感染症への対
応」という役割も担っており、市民の
皆様が、健康で安心して暮らしてい
ただくために、なくてはならない病院
であります。

市と病院との連携を高めながら、
病院と一緒に課題に取り組んできた
結果、救急をはじめとする地域に必
要な医療の提供に適切に対応するこ
とができ、医療の質が向上し、その成
果として、5年連続での黒字化達成に
加えまして、長年の懸案事項であり
ました「一時借入金年度末残高の解
消」も果たすことができました。市民
病院の経営改善が着実に進み、安定
感が増したことの表れであると認識
しております。この良い流れを止める
ことなく、継続していくことが重要で
あると考えております。

津島市民病院は、市民の皆様の生
命を守るために、地域医療の要とし
て、引き続き質の高い医療を提供す
るとともに、これまで以上に、市と病
院とが力を合わせて、市民病院の安
定的かつ継続的な運営に努めてまい
ります。

市民の皆様に幸せを感じていただ
くためには、心身の健康が大変重要
であります。そのため、市民の皆様の

健康が一番であります。

全ての世代の健康づくりを推進す
るため、昨年度から、愛知県と市町村
とが協働で実施している健康マイ
レージ事業を活用し、「つしま健康マ
イレージ」としてスマホアプリにより、
自分で決めた健康づくりの実践や、
健康イベントへの参加などを記録し、
マイレージを貯める「笑顔で健幸大
作戦！」を進めております。

新型コロナウイルス感染症に伴う
外出自粛により、運動量や人との関
わりが大幅に減りました。このことに
より体や心の衰えが進むことが懸念
されております。体や心の衰えを予
防する取組として、自然と歩きたくな
る快適な歩行空間を整備するため、
ウォーキングコースを市民とともに
作り上げるとともに、表示板や健幸
ベンチの設置、健幸アンバサダーに
よる健康づくりへの支援の輪を広
げ、ウォーキングを通した健康行動へ
の意欲向上を図ってまいります。

以上「つしま成長戦略」として掲げ
た5つの項目に沿って説明しました。
この5つの成長戦略を効果的に推進
していくためには、ICTを分野横断的
に活用していく必要があります。

本市では、昨年度からデジタル推
進アドバイザーの派遣を受けており、
併せて昨年4月から、総務デジタル課
を設置し、体制強化を図ったところで
あります。

また、今年の3月には、「津島市DX
推進計画」を策定したところであり、
防災や観光、被災者支援、防犯など
への活用や、役所に「来ない」、書類
を「書かない」、手続きを「待たせな
い」行政サービスのオンライン化や
キャシュレス化など、DX推進計画に
沿って本市のデジタル化をさらに進
めてまいります。加えて政策的には、
内閣府地方創生推進室より「デジタ

ル田園都市国家構想推進交付金」の
交付について、本市が提出した3つの
事業「人型ロボットと一緒にみんなで
プログラミング学習事業」、「デジタ
ルでまるごと「楽らく」ハピネスつし
ま事業」、「デジタルでまるごと「あん
しん」ハピネスつしま事業」が採択さ
れました。これらの事業を含め、「デ
ジタル化で、しあわせ実感都市、つし
ま」を目指し、デジタル化でまちおこ
しをしてまいります。

以上、市政3期目を迎えるにあたっ
ての、5つの成長戦略第3弾における
それぞれの主な取組内容と、まちづ
くりを進めていくうえでの3つの視
点、さらには重要となる2つのキー
ワードについて、私の考えを述べさ
せていただきました。

取組を進めるにあたっては、国の
デジタル田園都市国家構想推進交
付金や地方創生関連交付金など、国
や県の交付金等を有効に活用してま
いります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和4年度補正予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、骨格予算とし
て編成しました当初予算を肉付けす
る予算であります。第3期市政のス
タート、私が掲げたつしま成長戦略を
実現するため、まずは、その第一段階
として取り掛かるものを今補正予算
に反映させました。今後も計画的に
進めていきたいと考えています。

今補正予算の規模を申し上げます
と、一般会計が、22億4,578万円、特別
会計が、2会計で143万円、合わせま
すと、総額22億4,721万円の増額補
正となります。

それでは、主な事業について説明
いたします。最初に、つしま成長戦略
を横断的・効果的に進める3つの重点
事業から説明いたします。

1つ目は、新しい都市計画マスター
プランに示しました津島玄関まちづ
くり構想（ゲートウェイプロジェクト）
の実現に取り組む「マスタープラン
推進事業」でございます。市の正面玄
関となる津島駅から天王川公園、津
島神社周辺を「都市核」、「自然核」、
「歴史核」として魅力向上、賑わい創
出等を図るため、津島駅周辺まちづ
くり構想の策定、駅東側の駅前広場
の基本設計等を行う「津島駅周辺ま
ちづくり事業」、旧わざ・語り・伝承の
館、旧開導教会跡地について調査を
行う利活用事業、天王川公園の藤棚
改修、民間活力でさらなる魅力向上
を図る「天王川公園パークPFI」、北
の玄関口となる青塚駅周辺を快適で
住みよい環境とするため、土地利用
構想を策定する事業、東の玄関口と
なる名古屋津島線バイパス周辺を新
たな交流を生み出す拠点とするた
め、東公園のパークPFIを含めたサウ
ンディング型市場調査を行う事業な
ど、新たなまちづくりを進めるための
事業費を計上いたしました。

2つ目は、「DX推進事業」でござい
ます。内閣府の「デジタル田園都市
国家構想推進交付金」の採択をいた
だきました「人型ロボットと一緒にみ
んなでプログラミング学習」として、
小中学校においてロボット等を活用
して行う「プログラミング教育事業」、
「デジタルでまるごと「楽らく」ハピネ
スつしま」として、住民票交付などの
行政手続きをオンライン化・デジタル
化する「コンビニ交付事業」、「窓口電

子化事業」、「デジタルでまるごと「あ
んしん」ハピネスつしま」として、災害
時の情報をシステムにより一元化・可
視化するほか、4年間でドローン操縦
人材を20人育成する「防災システム
事業」、「ドローン活用事業」、そのほ
か、職員のスキルアップ等を進め、4
年間でデジタル人材を100人育成す
る「デジタル人材育成研修事業」な
ど、デジタルで幸せを実現するため
の事業費を計上いたしました。

3つ目は、「地方創生推進事業」で
ございます。昨年度、市役所若手職員
で構成する「つしま創生！若手職員プ
ロジェクトチーム」を設置し、総合計
画の重点戦略の実現に向けた政策
を検討するため会議を開催し、政策
提案を行ってもらいました。その提
案を基に、「住んでよし！訪れて良し！
津島スタイル①生きる力を育む「津
島っ子」大作戦！」として、電子図書館
や読書手帳の導入、民間人材を活用
した縄跳び教室等で、子どもが身近
に読書や運動に触れる機会を創出す
る「子どもの読解力・体力向上事業」、
「津島スタイル②魅力マシマシ津島
市大作戦！」として、シティプロモー
ション用サイトを立ち上げ、You 
Tube等で津島の魅力を発信する
「魅力発信向上事業」、「津島スタイ
ル③ハピネス津島大作戦！」として、
市民参加でウォーキングコースを作
成するなど、歩くこと、健康づくりの
習慣化を図る「健幸ウォーカブル事

業」、廃棄の可能性のある食品を安
価でやりとりするためのマッチング
サービスを導入するなど、食品ロス
の削減を図る「もったいない運動事
業」、防災について楽しく学ぶ機会を
創出し、防災意識の向上や担い手の
育成を図る「あそぼうさい　まなぼ
うさい事業」といった住みたい、訪れ
たいまちを実現するための事業費を
計上いたしました。

ここからは、そのほかの事業につ
いて、5つの成長戦略に沿って説明い
たします。

1つ目の、「子ども・子育て応援都
市、つしま」としましては、「子ども医
療費支給事業」を10月診療分から、
18歳まで所得制限なしの入院・通院
共に完全無料化に拡大するための費
用、小学校から離れた場所にある「神
守こどもの家」を神守小学校の敷地
内に建設する事業、老朽化した蛭間
小学校及び神守中学校の屋内運動
場を大規模改修するための実施設計
の費用、全小中学校の照明をLED化
する事業など、子育て世代への支援、
子どもが学び育つ環境整備のための

事業費を計上いたしました。また、国
際化への対応のため、県内8領事館
との交流を通して行う「領事館交流
プロジェクト事業」の事業費を計上い
たしました。

2つ目の、「防災・減災のモデル都
市、つしま」としましては、災害時の一
時避難等に対応する「都市公園」の
整備事業として、「神守第1・第2公園」
に加え、新たに「第3公園」の整備に
着手する費用、災害時の救助活動等
で活躍する「緊急消防援助隊救助工
作車」を更新する費用などハード面
の事業費とともに、自助・共助への支
援として、ご家庭の窓ガラスへの飛
散防止フィルム貼り付けを支援する
「飛散防止フィルム貼付事業」、一人
暮らしのお年寄りの方を対象に行う
「住宅用火災警報器設置補助事業」
など、皆様と一緒に災害に強いまち
を目指すための事業費を計上いたし
ました。

3つ目の、「地域の特性を活かした
交流都市、つしま」としましては、津島
の魅力発信や交流を広げる事業とし
て、観光パンフレットの代わりとなる
津島の祭、建造物、文化、産業の写真
が掲載されたカードを作成する「写
真で魅せる津島の伝統PR事業」や、
ふるさと津島応援広報大使でありま
す当市出身のプロランナー神野大地
選手を起用した「PR事業」や「ランニ
ング教室事業」等の事業費を計上い
たしました。

4つ目の、「地域経済が活性化する
発展都市、つしま」としましては、天王
川公園・津島神社周辺へのアクセス
となる「橋詰見越線」の道路改良はじ
め、道路や橋梁等を整備する「社会資
本整備事業」、「道路整備事業」、排水
路の改修等を進める「土地改良事
業」、「排水路整備事業」など、社会基
盤を整備するための投資的事業費を
昨年度から大幅に増額し計上いたし
ました。また、民間企業とのパート

ナーシップを構築し津島の活性化・発
展に繋げるため、「企業版ふるさと納
税」を推進するための費用を計上い
たしました。

5つ目の、「いつまでも健康で暮ら
す都市、つしま」としましては、健康マ
イレージアプリ等を活用し幅広い世
代に健康づくりに参加いただく「笑顔
で健幸大作戦！」の事業費を昨年度に
引き続き計上いたしました。今回は、
市内事業者や団体向けの参加支援
など、内容をさらに充実しておりま
す。そのほか、子宮頸がんワクチンの
任意接種を受けた方の接種費用を
補助する「子宮頸がんワクチン任意
接種費補助事業」、がん治療により必
要となった補整具等の購入費を補助
する「がん患者アピアランスケア支
援補助事業」など、誰もが健康で暮ら
すための事業費を計上いたしまし
た。

5つの成長戦略に沿って説明させ
ていただきました。今補正予算では、
これらのほかに、市制施行75周年事
業としまして、愛知県河川課と連携
し、まち歩きイベントで津島市の魅力
を発信する「ブラアイチサポート事
業」、「笑顔で健幸大作戦事業」の一
環として開催する「市民みんなで天
王川750周歩こう大会」、津島の歴史
的資産を散策する「文化遺産ナビス
タンプラリー事業」などの事業費を
計上しており、フォトコンテストやパ
ネル展示等のイベントも計画してい
るところであります。

最後に、引き続きしっかりと対応し
ていく必要がある「新型コロナウイ
ルス感染症対策」でございます。今回
は、その第12弾として、これまでにも
ご好評をいただいておりますプレミ
アム率50％の「プレミアム付商品券
事業」はじめ、新たな対策として、農
業者へ経営支援の給付金を支給す
る「農業担い手支援事業」、市民活動
団体の取組等を支援する「コロナ禍
のまちづくり応援事業」、そのほか、
公共施設の手洗いの自動水栓化、葉
苅スポーツの家、共存園保育所、新
開こども園などのトイレ改修など、市
民・事業者の皆様への支援や感染拡
大防止等のため、45事業、総額2億
4,411万6千円を計上いたしました。

以上、今回の補正予算の主な事業
について申し上げました。

津島市の財政状況は、以前に比べ
ると着実に安定してきました。今後に
つきましても、行財政改革などに不
断に取り組み、「市政の持続」を常に
意識しながら持続的な運営に努め、
必要な事業をしっかりと展開するこ
とで、つしま成長戦略を確実に実現
させたいと考えております。

結びにあたりまして、今議会には補
正予算をはじめ、条例などの諸議案
を提出しており、いずれも市政運営
に欠くことのできないものばかりで
ありますので、十分ご審議の上、適切
なご議決をいただきますようお願い
申し上げます。

▲ふるさと津島応援広報大使である
　神野大地選手

天王川公園パークPFIのイメージ

7令和4年度　施政方針



像や都市づくりの方向性を示す「都
市計画マスタープラン」を策定いた
しました。これらの計画に基づき、未
来に向けてまちづくりを進めていく
必要があります。そのためには、私は
3つの視点で改革を進める必要があ
ると考えています。

1つ目の視点は、「ひと」の改革で
す。どんな施策も実際に実施するの
は「ひと」であります。人材育成を行
うことで職員の能力を高め、市民
サービスの向上につなげるのです。
そのため、研修等により職員の学び
なおし「リスキリング」を行い、いかな
る社会情勢にも対応できるように人
材育成を行うとともに、職員一人ひと
りの意識改革を行うなど、「ひと」の
改革に取り組む必要があります。

2つ目の視点は、「もの」の改革で
す。本市の公共施設は老朽化が進ん
でおり、施設の統廃合や集約化が必
要となります。また、本市の持つ地域
資源を生かしながら、積極的に民間
の資金や技術を活用するといった
「もの」の改革に取り組む必要があり
ます。

3つ目の視点は、「こと」の改革で
す。引き続き財政健全化や市民病院
の経営安定化に取り組むことはもち
ろんのこと、ウィズコロナ、アフター
コロナといった今後を見据えた対応
も必要となります。これまでに経験し
たことがない状況にも対応しながら、
将来に向けた「こと」の改革に取り組
む必要があります。

これまでも「ひと・もの・こと」の改
革に取り組んでまいりましたが、より
一層の「ひと・もの・こと」の改革に取
り組むことが重要となります。

また、それに加えて、新たな時代の
まちづくりに必要となるキーワード
が2つあると考えております。

1つ目のキーワードは、「規制緩和
による民間活力の導入」です。

これまでも、神守中町・下町及び唐
臼地区の合計約68万㎡において、都
市計画の用途を見直し、建ぺい率・容
積率を高め、土地活用の促進を図り
ました。また、宇治、白浜、鹿伏兎の3
地区約21万㎡においても、条例に
よって規制緩和し、企業誘致も順調
に進んでいます。天王川公園におき
ましても、パークPFIによる民間活力
の活用に取り組んでおります。引き
続き規制緩和により、民間の資金や
アイデアを導入していくことが必要
となるのです。

また、地方公共団体が行う地方創
生の取組に対して、企業から寄附を
いただく「企業版ふるさと納税」につ
いても、積極的に活用し、企業との
パートナーシップを構築してまいりま
す。

2つ目のキーワードは、「デジタル
化でしあわせ実感」です。

デジタル化は市民の利便性の向
上だけでなく、職員の働きがい改革
の実現により、市民と職員の両方の
しあわせの実感につながります。そ
のためには、先ほども申し上げました、

学びなおし「リスキリング」による職
員の人材育成が重要であります。

この「規制緩和による民間活力の
導入」と「デジタル化でしあわせ実
感」の2つのキーワードを念頭に置き
ながら、まちづくりに取り組んでまい
ります。

現在、日本はかつてない少子高齢
化により、人口減少社会となっており
ます。令和2年に実施された国勢調査
におきましても、日本の人口は、平成
27年に実施されました前回調査に引
き続き減少しております。本市におき
ましても同様に人口が減少しており、
今後もその傾向が続くことが予想さ
れます。そういった状況においても、
子育て環境の充実や、企業誘致によ
る働く場の確保、地域資源を活用し
た魅力あるまちづくりなど、各種施策
を推進することでまちの魅力を高
め、住んでみたい、住んでよかったと
感じるまちづくりを進め、移住・定住
につなげてまいります。

子育て環境の充実に関しては、こ
れまで中学校卒業までの子ども医療
費の完全無料化を始めとする子育て
支援の充実や、全小中学校へのエア
コン設置、全小中学校トイレの洋式
化を始めとする学校環境の充実など
に取り組んでまいりました。今後も全
小中学校の照明をLED化するグリー
ン（脱炭素）事業や老朽化した学校屋
内運動場の大規模改修など、引き続
き子育て環境の充実を図るととも
に、日本一のプログラミング教育を

令和4年第2回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、補正予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

このたび、私は、市民の皆様からの
厚いご信任を賜り、市長3期目の職務
に就かせていただき、今後さらに4年
間、津島市政の舵取り役を担うことと
なりました。

市政を改めてお預かりする重責
に、誠に身が引き締まる思いであり
ますが、この重責をしっかりと受け止
め、市民の皆様からお寄せいただき
ました信頼とご期待にお応えするた
め、新たな決意を持って、津島市のさ
らなる発展に全力を尽くして、取り組
んでまいる所存であります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

私はこれまで、市民の皆様の信頼
とご期待にお応えするため、2期8年
にわたって津島市が魅力と活気あふ
れるまちとなるように、全力で市政運
営に取り組んでまいりました。その
間、100年に一度と言われる新型コロ
ナウイルスの感染拡大による危機的
状況に置かれました。日本国内で最
初に発生が確認されてから間もなく

2年半が経過しようとしております
が、いまだに収束の気配がありませ
ん。

こうした中でも、非常に厳しい状況
に置かれている市民の皆様や事業者
の皆様に支援を届けるため、①感染
拡大の防止、②市民の暮らしの支援、
③子育て・教育支援、④地域経済の支
援といった4つの支援が必要と考え、
これまで様々な事業を実施してまい
りました。令和2年度から実施してま
いりました新型コロナウイルス感染
症対策事業第1弾から第11弾までを
含め、これまでに実施いたしました新
型コロナウイルス感染症関連事業
は、112事業、事業費といたしまして
は約109億7,900万円となります。こ
れらの事業は、コロナの感染状況や
市民の皆様・事業者の皆様の状況に
合わせて、しっかりと対応しており、大
きな成果があったと考えております。

引き続き次のコロナ対策として、
市の自己財源と国の交付金等を有効
に活用し、直面する物価高騰による
影響を緩和するための対応を、緊急
かつ機動的に実施するため、思い
切った子ども子育て世帯への支援と

して、9月から来年3月まで7か月で総
額約2億円の「小・中学校、保育所・認
定こども園・幼稚園給食費の無償化」
など、様々な事業展開をしてまいりま
す。

また、市民の皆様の安全のため、
新型コロナウイルスワクチンの接種
にも全力で取り組んでまいりました。
津島市医師会をはじめ関係団体に積
極的にご協力いただくとともに、市内
の企業からも集団接種の会場を提供
していただき、これまで円滑に実施で
きております。この場をお借りして深
く感謝申し上げます。

市民病院においても、院長を始め
とする医師、看護師などの医療職、ま
た事務職員も含めて職員一同が協
力してコロナに対応しており、市民の
命、健康を守る要としての役割を果
たしております。

新型コロナウイルスの感染拡大
は、世の中の価値を一変させました。
事業所におけるテレワークの導入な
どにより、地方に居住していても仕事
と生活が両立できるということで、こ
れまで長い間止めることができな

かった東京一極集中にも是正の動き
が見られます。ZoomなどのWeb会
議システムを使用することにより、
別々の場所にいながら同じ会議に参
加するといったことも一般的になり
ました。

コロナ禍によって生じた価値観の
変化に対しても、柔軟に対応していく
必要があると考えております。

ロシアによるウクライナ軍事侵攻
は、世界経済に長期的な悪影響を与
えるといわれております。平和があっ
てこそ経済成長ができるものであ
り、長期化すれば大変厳しい状況が
続くことが予想されます。

こうした世界経済の中、1年間厳し
い舵取りが想定されますが、5つの成
長戦略に果敢に挑んでまいります。

さて、私が8年前に市政を引き継い
だ際には、2つの大きな課題がござい
ました。

1つ目は、厳しい財政状況を健全化
させること、2つ目は市民病院の経営
安定化でございました。この2つを最
重要課題と捉え、全力で取り組んで
まいりました。

1つ目の財政健全化につきまして
は、私が市政を引き継いだ8年前、本
市の財政状況は非常に厳しいもので
した。そのため、財政を健全化させる
べく、事務事業の徹底的な見直しな
どによる歳出の削減、様々な形での
歳入の確保などに精力的に取り組ん
でまいりました。平成27年度には平
成17年度に策定した「津島市財政改
革行動計画」に代わる新たな「津島
市行財政改革推進大綱」を策定し、
徹底的な行財政改革を行ってまいり
ました。私が就任した平成26年度か
ら令和2年度までの7年間の効果額
は、約62億4,600万円となり、市の財
務体質を大きく変えることができた

と考えております。また、本市の人口
は平成17年頃をピークに減少しては
おりますが、税収は逆に増加傾向で
あり、令和2年度の税収は、10年前の
平成22年度と比較して約2億円増加
しております。

これらのことなどから、市の貯金に
あたる財政調整基金の残高は、私が
就任する前年度末である平成25年
度末時点では15億9,800万円でした
が、令和3年度末見込みでは約39億
6,000万円と23億6,200万円増加、率
にして約2.5倍にさせることができま
した。

また、市の実質的な借金にあたる
臨時財政対策債を除いた市債残高
につきましては、平成25年度末には
約59億8,200万円でしたが、平成30年
度末には約49億5,200万円と10億円
以上削減できる想定ができたため、
全小中学校のエアコン設置や、全小
中学校のトイレ洋式化、さらには全小
中学校の1人1台タブレットの整備な
ど、平成30年度から令和3年度までの
4年間で、総額約25億5,000万円を超
えるなど、将来を担う子どもたちのた
めに積極的に投資を行いました。ま
た、防災・減災対策として水道管の耐
震化で約16億円を超える投資をはじ
め、避難所となる3つの小学校に耐震
性貯水槽40tの設置などに、総額約3
億円の投資により、災害時の飲料水
の確保など、市民の皆様の安全・安心
を確保するために公助としてできる
取組を進めてまいりました。

この間、平成28年度から30年度ま
での3年間には、約7億円の地方交付
税の減額もございましたが、令和3年
度末の市債残高の見込みは59億
2,500万円と、私の目指すつしま成長
戦略を進める中でも、私が就任する
前の平成25年度末の金額とほぼ同
水準となっております。

2つ目の課題である市民病院の経
営安定化につきましては、市民病院
が海部医療圏の医療を守る要となる
中核病院としての役割を果たすとと
もに、市民の皆様から信頼され続け
られるように、安定的な地域医療の
推進を目指し、経営改善の取組を進
めてまいりました。その結果、平成29
年度から5期連続で経常収支黒字化
を達成するとともに、平成28年度末
に19億円あった一時借入金を解消す
ることができました。また、借金にあ
たる企業債残高に関しても、ピーク
時の平成17年度末には約161億円で
ございましたが、令和3年度末の見込
みでは、約72億円と約89億円減少、
率にして約45％に減少させることが
できました。

ただいま申し上げましたとおり、財
政の健全化と市民病院の経営安定
化を図ってきたことにより、津島市が
次なるステップへ進むための準備が
できたものと考えております。

津島市は本年で市制施行75周年
を迎えました。この節目の年に、コロ
ナによって変わった価値観に対応し
ながら、新しい時代へと歩みを進め
ていかなければなりません。令和3年
度には、市の最上位計画である「第5
次津島市総合計画」及び将来の都市

目指し、教育に特長をもたせ、子育て
世代を呼び込んでまいります。

企業誘致に関しましても引き続き
推進し、働く場所の確保や地域経済
の活性化につなげるとともに、昼間
人口の増加につなげてまいります。

地域資源を活用した魅力あるまち
づくりに関しては、昨年度に策定いた
しました都市計画マスタープランに
おいて、津島駅周辺を「正面玄関」と
して位置づけるとともに、市内の東西
南北それぞれに玄関を位置づけ、そ
れぞれの玄関に光をあて、それぞれ
が輝くまちづくりを目指してまいりま
す。

まちづくりの交流の核となる交通
基盤の充実・整備につながる動きとし
て、木曽川・長良川の新架橋について
は、県が整備ルートを検討しており、
名古屋津島線バイパスについても着
実に進められ、津島玄関まちづくり構
想（ゲートウェイプロジェクト）におい
ての基軸となるものです。東海北陸
自動車道の延伸となる一宮西港道路
については、国が主体となって、概略
的なルートの検討に着手することが
公表されました。

また、現在、リニア中央新幹線の開
業に向けた工事が進められていると
ころですが、リニアの開業によって、
首都圏、中部圏、関西圏が1時間圏内
で結ばれ、三大都市圏が一体となっ
た巨大な経済圏である「スーパーメ
ガリージョン」が創造されることとな
ります。これにより、リニアによる対流
の活発化と新たな価値の創造を図る
こととなり、リニアの開業に合わせ、
名鉄名古屋駅のホームの拡張（4車
線化）により、名古屋駅までの所要時
間の短縮が期待され、本市の人口の
増加にもつながるものと考えており
ます。

これら道路と鉄道をネットワークと

したまちづくりを進めていくことが、
地域間競争を勝ち抜くことにつなが
ります。こうした意味でも、都市計画
マスタープランで示す津島玄関まち
づくり構想（ゲートウェイプロジェク
ト）に積極的に取り組む必要があると
考えております。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どマイカーを使えない、あるいは今
後使えなくなる高齢者や、移動が困
難な障がいのある方などの移動につ
きまして、地域の問題となっておりま
す。

現在、本市では、駅や市役所をはじ
めとする公共施設、病院、スーパーな
どの目的地をつなぐ移動手段につい
て、ふれあいバスにより、市内4コー
スを定時・定路線で運行しておりま
す。

「おでかけタクシー事業」の推進に
より、高齢者や障がいのある方など
に寄り添った移動支援を進めてまい
ります。

ただいま、述べさせていただきま
したことを踏まえながら、成長投資を
進め、津島市の「価値」を高めるため
に、次への挑戦となる「つしま成長戦
略第3弾」に挑んでまいります。挑戦
することが未来を創造することにつ
ながるのです。

それでは、「つしま成長戦略第3弾」
の各項目について、私の所信を述べ
させていただきます。

まず、「つしま成長戦略」の1点目、
「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついて、ご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、津島市
の「宝」です。子どもの健やかな育成
を図り、子育てをしやすい環境づくり
を推進していくことは、大変重要であ
ります。

子育て世代への支援・環境の充実
として、これまで中学校卒業までの子
ども医療費の完全無料化を実施した
ほか、妊娠期から子育て期まで切れ
目なく総合的に支援する「子育て世
代包括支援センター事業」を実施し
てまいりました。また、市内に子育て
支援センターが、総合保健福祉セン
ター内にある西地区、生涯学習セン

ター内にある東地区の2箇所あり、土
日も開所し、子育て世代の交流を図
るとともに、子育てに悩んでいる方も
気軽に相談できるよう、子育て支援
機能の充実を図っております。

今後はさらに18歳までの子ども医
療費入院・通院共に完全無料化を進
めてまいります。

教育環境の充実として、これまで
全小中学校へ1人1台タブレットの整
備やICT支援員の派遣など、学校の
ICT環境の整備にも取り組んでまい
りました。

今後も、さらなる教育環境の充実
のため、市内全ての小中学校に、日本
初の導入規模で、AI機能を持った人
型ロボットと、高性能なセンサーを
使ったブロックを導入してまいりま
す。

人型ロボットは、子どもたちが動作
や対話プログラムを作成することに
より、一方的な会話だけではなく、手
足を動かして踊ったり歌ったり双方
向の会話を行うことのほか、ロボット
と英語の発音練習を楽しく行うこと
ができ、また、プログラミング可能な
ブロックを組み立て、指示した動作を
させるなど、子どもたちが確かめな
がら実体験することを可能とします。
このように、プログラミングを見える
化することは、物事を順序立てて論
理的に考える能力や、問題解決能力
を身に付けることにもつながります。

放課後子ども教室にも、ブロックで
自由な形を作り、プログラミングに
よって様々な動きを与えて遊ぶロ
ボット・プログラミング学習機材を導
入します。

子どもたちの学ぶことに対する関
心や意欲を高め、「楽しくて役に立つ
教育」を実践し、未来社会を自らの力
で生き抜く力を育んでまいります。

また、児童・生徒が安心して有意義
な学校生活が過ごせるよう、市内全
ての小中学校へのエアコン設置、ト
イレの洋式化の整備を行ってまいり
ました。

昨年は、道路灯や公園灯1,277基、
事業規模約8,950万円でLED化を
行ってまいりました。

次は、小中学校の全ての照明約
7,400基、事業規模約1億5,700万円
で、今年度中にLED化するグリーン
（脱炭素）事業のほか、「学校施設長
寿命化計画」に基づき、蛭間小学校
及び神守中学校体育館の長寿命化
のための大規模改修の実施設計を
行ってまいります。今後も計画的に
学校施設の改修を進めてまいりま
す。

子どもたちの国際理解教育とし
て、これまでも在名古屋の領事館の
協力をいただきながら、市内小学校
において国際交流事業を行ってまい
りました。今後は、「領事館交流プロ
ジェクト」として、県内にある8つ全て
の領事館と連携して、グローバル化
する社会の中で、子どもたちが未来
を切り拓く国際人として成長し、ボー
ダレスな時代に対応するための国際
交流事業を進めてまいります。

働いていること等により、保護者が
昼間不在となる家庭の子どもたち
が、放課後や長期休み中に、安全で
楽しく過ごすための遊びや生活の場

である学童保育につきましては、現
在、市内8小学校区にこどもの家を設
置しており、そのうち神守こどもの家
につきましては、入所者の増加と学
校から遠方であることに伴い、令和5
年4月の開所を目標に、神守小学校
敷地内への整備を進めてまいりま
す。

引き続き、夏休み、春休みの居場
所づくり事業や、放課後子ども教室
事業、子育て支援センターにおける
親子の交流や育児相談など、子育て
支援に力を入れてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いて、ご説明申し上げます。

南海トラフにおいて、マグニチュー
ド8～9クラスの地震が、今後40年以
内に90％程度と高い発生確率で予
測され、発生した場合には甚大な被
害が想定されています。また、近年頻
発する集中豪雨や台風の強大化によ
る風水害の激甚化も懸念されていま
す。

市民の皆様の暮らしを守るため、
本市の地域防災計画や国土強靭化
地域計画に基づき、計画的に防災・減
災、強靭化のための施策を進めてま
いります。

自然災害への備えとして、昨年3月
に生涯学習センター内にオープンい
たしました「自助・共助防災学習セン
ター」には、避難所用テントや段ボー
ルベッドなど、避難生活で使用する物
品や、災害時の写真パネルの展示、

防災学習に役立つ映像を用意してお
り、このセンターを通じた平時におけ
る防災知識の普及啓発や防災講座
により、災害発生時のリスクや対応を
正しく理解できる環境を整え、自助、
共助のさらなる意識向上を図ってま
いります。

災害への備えは、自助・共助・公助
の考え方に基づき、それぞれの立場
で考えていくことが重要です。市民
一人ひとりが日ごろから自分事ととら
え防災の意識を持ち続けていただく
ため、昨年度は全世帯に防災ハザー
ドマップ及びマイ・タイムラインを配
布いたしました。市で定める毎月第3
日曜日の家庭防災の日に、各家庭で
防災について話し合っていただくこ
とをお願いするとともに、マグニ
チュード6．8以上の地震が発生した場
合、気象庁から臨時情報が発表され
ますが、うろたえることのないよう後
悔しない備えのため、コロナ禍の状
況を見極めながら実践的な防災訓練
を開催し、防災対策の向上を図って
まいります。

各小中学校におきましては、家庭
防災の日に合わせて、防災情報カー
ドを活用した防災学習を毎月実施し
ており、さらに防災映像を各学校で
活用し、防災意識の向上を図ってま
いります。

また、災害時に必要な資機材や食
料の備蓄を計画的に進めるととも
に、大規模災害時は、まずは公助とし
て飲料水の確保が大切であることか
ら、又吉配水場から先行開設避難所
などの重要施設である北小学校、西
小学校、南小学校、東小学校、市役
所、市民病院への水道管の耐震化
や、神島田小学校、高台寺小学校、蛭
間小学校への耐震性貯水槽40tを設
置してまいりました。今後も引き続
き、先行開設避難所などの重要施設
への水道管の耐震化を進めるととも
に、全ての小中学校に耐震性貯水槽

の設置を計画的に進めてまいりま
す。

なお、大規模災害の場合、救援物
資が届くまでに時間がかかりますの
で、市民の皆様におかれましては、命
をつなぐためにも7日分程度の飲料
水・食品などの家庭用備蓄品の用意
をよろしくお願いします。

その他、市内災害情報を素早く収
集し展開を行うため、ドローンや道路
に冠水センサーを設置するなど、デ
ジタルを活用した防災システムの導
入を進めることにより、災害に備え、
市民の安全・安心につなげてまいりま
す。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」について、ご説明申し上げます。

本市は、津島神社をはじめ国の重
要文化財「旧堀田家住宅」や、旧天王
社の社家であり、かつ津島御師の唯
一の遺構である「氷室作太夫家住
居」、数多くの寺院、歴史的な町家・町
並み、ユネスコ無形文化遺産に登録
された全国33の「山・鉾・屋台行事」の
一つである「尾張津島天王祭の車楽
舟行事」をはじめとする四季折々の
まつり、日本の歴史公園100選に選ば
れている天王川公園など、魅力的な
地域資源が豊かなまちであります。

先人達が残してくれたこれら歴史
的な景観や伝統・文化を守り、育て、

継承し、地域の活性化につなげてい
くために「津島市歴史的風致維持向
上計画」を策定し、令和2年3月に県下
4番目として国の認定を受けました。
津島の歴史的価値が認められたわけ
であります。

これまで尾張津島秋まつりで使用
する山車を収める山車蔵の修景や小
路、観光案内板の整備、おもてなしコ
ンシェルジュや体験プログラムの開
発など、来訪者をもてなすため、ハー
ド・ソフトの両面からの取組を進めて
きました。

本市は、「東海三県寺密度No.1」と
いう特長を生かし、「津島てら・まち御
縁結び」を開催しています。また、名
古屋鉄道株式会社とタイアップし、津
島駅までの往復割引乗車券と、市内
飲食店や土産物店で利用できるクー
ポンがセットになった「つしまちある
き」を実施し、大変多くの方にお越し
いただきました。

このような魅力のある本市は、名
古屋駅まで最短20分台で行くことが
でき、生活に必要なものや場所への
アクセスが良く、自然にもほどよく囲
まれたまちです。都会と田舎それぞ
れの要素を持ち合わせている「とか
いなか」としての強みを全国に発信
しています。また、津島市出身のプロ
ランナーの神野大地選手に津島市初
のふるさと津島応援広報大使に就任
いただくとともに、本市の魅力を
SNSで多面的に発信する「津島PR
応援団」の団長としても津島の魅力
を発信いただいております。引き続
きこうした事業に取り組んでまいり
ます。

市民の憩いの場である天王川公
園につきましては、民間資金を活用
する「公募設置管理制度」いわゆる
パークPFIにより、さらなる魅力向上
を目指し、本市の歴史・文化・水辺を生
かしたゾーニング、特に多くの観光客

が訪れる都市核となる津島駅から天
王通り、歴史核となる津島神社、自然
核である天王川公園へと居心地がよ
く歩きたくなる「まちなかウォーカブ
ル」を進めてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」について、ご説明申し上げま
す。

多くの人から「選ばれるまち」とな
り、住み続けていただくためには、働
く場が確保されていることが大切で
す。

企業誘致につきましては、これまで
に16社を誘致いたしました。すでに
操業を開始しているのは10社で、そ
のうち4社は津島市に本社を移転し
ております。都市計画法第34条第12
号の規定に基づき、工場等を建築で
きるように宇治・白浜・鹿伏兎町地内
に指定した区域の有効面積約18万
5,000㎡のうち、約13万2,000㎡を活
用しており、活用率は約72％となりま
す。都市計画マスタープランでは、企
業誘致のエリアを新たに3か所増や
しました。

引き続き、市内全域に働く場が確
保できるよう、地権者等と話し合いを
進めてまいります。

また、これまで神守中町・神守下町
及び唐臼地区の合計約68万㎡にお

いて、都市計画の用途地域を見直し、
建ぺい率・容積率の制限の緩和も
行ってまいりました。このことにより、
これまで建築できなかった建物も建
築可能となり、土地活用の促進につ
ながったほか、新たに住宅を取得した
50歳未満の方に最大で100万円の
「津島市まちなか定住促進補助金」
を交付するなど、定住促進を図って
まいりました。

今回、新しく策定いたしました都市
計画マスタープランでは、将来に向
けたまちづくり戦略として、津島駅周
辺を正面玄関と位置づけるととも
に、市内の東西南北それぞれに玄関
口を位置づけました。

津島駅周辺は、多くの人が交流す
る「本市の正面玄関」として、ホテル
誘致や駅近居住誘導など、都市環境
の充実を図り、人口密度や人の往来
の増加を目指すほか、これまで市内
の隅と言われていたところを、広域
から鉄道や幹線道路により、本市に
アクセスする際の玄関口となる東西
南北地域に玄関を配置することによ
り光をあて、都市活力の向上として、
産業や観光などのつながりをより広
域的に活性化させてまいります。

また、都市核の正面玄関である津
島駅、自然核である天王川公園、歴
史核である津島神社の3つの核、そし
てこれらを結ぶ天王通り線、3核1軸
を中心に「食べる、寝る、遊ぶ」という

テーマでまちづくりを推進していく
ための第1弾が、4月に発表いたしま
した天王川公園であります。

多くの市民の皆様から期待や関心
が寄せられる新たな天王川公園に向
けてパークPFI及び指定管理者の募
集を行ったところ、天王川公園に魅
力を感じていただき、複数の事業者
から応募をいただきました。全国展
開する事業者からの応募があり、天
王川公園のポテンシャルを改めて実
感した次第であります。

民間の資金とアイデアをいただい
て、天王川公園には、若者に人気のあ
るスターバックスコーヒーが来てい
ただく予定となりました。

藤棚や丸池の水辺に隣接する広大
な芝生広場や、授乳室を備えたサー
ビスセンターの整備も進める予定で
あります。

この新たな天王川公園を基軸に、
津島神社周辺の歴史文化を織り交ぜ
ながら、人の流れを呼び込む話題性
のある「場」を創出させるまちづくり
を進めてまいります。

また、パークPFI第2弾として東公
園の整備を進めてまいりますが、投
資をしていただけるような魅力のあ
るまちであるということを、引き続き
積極的に発信してまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」について、ご説明申し上げます。

津島市民病院は、海部医療圏の中
核病院として、急性期病棟、地域包括
ケア病棟、緩和ケア病棟を設置し、専
門性の高い医療を提供する「急性期
機能」と、在宅復帰に向けた医療やリ
ハビリテーションを提供する「回復期
機能」とを併せ持ち、幅広く対応して
おります。

また、救急・災害時の医療提供を行
うとともに、この2年間、新型コロナウ
イルス感染症に最前線で対応してき
ましたように、「新興感染症への対
応」という役割も担っており、市民の
皆様が、健康で安心して暮らしてい
ただくために、なくてはならない病院
であります。

市と病院との連携を高めながら、
病院と一緒に課題に取り組んできた
結果、救急をはじめとする地域に必
要な医療の提供に適切に対応するこ
とができ、医療の質が向上し、その成
果として、5年連続での黒字化達成に
加えまして、長年の懸案事項であり
ました「一時借入金年度末残高の解
消」も果たすことができました。市民
病院の経営改善が着実に進み、安定
感が増したことの表れであると認識
しております。この良い流れを止める
ことなく、継続していくことが重要で
あると考えております。

津島市民病院は、市民の皆様の生
命を守るために、地域医療の要とし
て、引き続き質の高い医療を提供す
るとともに、これまで以上に、市と病
院とが力を合わせて、市民病院の安
定的かつ継続的な運営に努めてまい
ります。

市民の皆様に幸せを感じていただ
くためには、心身の健康が大変重要
であります。そのため、市民の皆様の

健康が一番であります。

全ての世代の健康づくりを推進す
るため、昨年度から、愛知県と市町村
とが協働で実施している健康マイ
レージ事業を活用し、「つしま健康マ
イレージ」としてスマホアプリにより、
自分で決めた健康づくりの実践や、
健康イベントへの参加などを記録し、
マイレージを貯める「笑顔で健幸大
作戦！」を進めております。

新型コロナウイルス感染症に伴う
外出自粛により、運動量や人との関
わりが大幅に減りました。このことに
より体や心の衰えが進むことが懸念
されております。体や心の衰えを予
防する取組として、自然と歩きたくな
る快適な歩行空間を整備するため、
ウォーキングコースを市民とともに
作り上げるとともに、表示板や健幸
ベンチの設置、健幸アンバサダーに
よる健康づくりへの支援の輪を広
げ、ウォーキングを通した健康行動へ
の意欲向上を図ってまいります。

以上「つしま成長戦略」として掲げ
た5つの項目に沿って説明しました。
この5つの成長戦略を効果的に推進
していくためには、ICTを分野横断的
に活用していく必要があります。

本市では、昨年度からデジタル推
進アドバイザーの派遣を受けており、
併せて昨年4月から、総務デジタル課
を設置し、体制強化を図ったところで
あります。

また、今年の3月には、「津島市DX
推進計画」を策定したところであり、
防災や観光、被災者支援、防犯など
への活用や、役所に「来ない」、書類
を「書かない」、手続きを「待たせな
い」行政サービスのオンライン化や
キャシュレス化など、DX推進計画に
沿って本市のデジタル化をさらに進
めてまいります。加えて政策的には、
内閣府地方創生推進室より「デジタ

ル田園都市国家構想推進交付金」の
交付について、本市が提出した3つの
事業「人型ロボットと一緒にみんなで
プログラミング学習事業」、「デジタ
ルでまるごと「楽らく」ハピネスつし
ま事業」、「デジタルでまるごと「あん
しん」ハピネスつしま事業」が採択さ
れました。これらの事業を含め、「デ
ジタル化で、しあわせ実感都市、つし
ま」を目指し、デジタル化でまちおこ
しをしてまいります。

以上、市政3期目を迎えるにあたっ
ての、5つの成長戦略第3弾における
それぞれの主な取組内容と、まちづ
くりを進めていくうえでの3つの視
点、さらには重要となる2つのキー
ワードについて、私の考えを述べさ
せていただきました。

取組を進めるにあたっては、国の
デジタル田園都市国家構想推進交
付金や地方創生関連交付金など、国
や県の交付金等を有効に活用してま
いります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和4年度補正予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、骨格予算とし
て編成しました当初予算を肉付けす
る予算であります。第3期市政のス
タート、私が掲げたつしま成長戦略を
実現するため、まずは、その第一段階
として取り掛かるものを今補正予算
に反映させました。今後も計画的に
進めていきたいと考えています。

今補正予算の規模を申し上げます
と、一般会計が、22億4,578万円、特別
会計が、2会計で143万円、合わせま
すと、総額22億4,721万円の増額補
正となります。

それでは、主な事業について説明
いたします。最初に、つしま成長戦略
を横断的・効果的に進める3つの重点
事業から説明いたします。

1つ目は、新しい都市計画マスター
プランに示しました津島玄関まちづ
くり構想（ゲートウェイプロジェクト）
の実現に取り組む「マスタープラン
推進事業」でございます。市の正面玄
関となる津島駅から天王川公園、津
島神社周辺を「都市核」、「自然核」、
「歴史核」として魅力向上、賑わい創
出等を図るため、津島駅周辺まちづ
くり構想の策定、駅東側の駅前広場
の基本設計等を行う「津島駅周辺ま
ちづくり事業」、旧わざ・語り・伝承の
館、旧開導教会跡地について調査を
行う利活用事業、天王川公園の藤棚
改修、民間活力でさらなる魅力向上
を図る「天王川公園パークPFI」、北
の玄関口となる青塚駅周辺を快適で
住みよい環境とするため、土地利用
構想を策定する事業、東の玄関口と
なる名古屋津島線バイパス周辺を新
たな交流を生み出す拠点とするた
め、東公園のパークPFIを含めたサウ
ンディング型市場調査を行う事業な
ど、新たなまちづくりを進めるための
事業費を計上いたしました。

2つ目は、「DX推進事業」でござい
ます。内閣府の「デジタル田園都市
国家構想推進交付金」の採択をいた
だきました「人型ロボットと一緒にみ
んなでプログラミング学習」として、
小中学校においてロボット等を活用
して行う「プログラミング教育事業」、
「デジタルでまるごと「楽らく」ハピネ
スつしま」として、住民票交付などの
行政手続きをオンライン化・デジタル
化する「コンビニ交付事業」、「窓口電

子化事業」、「デジタルでまるごと「あ
んしん」ハピネスつしま」として、災害
時の情報をシステムにより一元化・可
視化するほか、4年間でドローン操縦
人材を20人育成する「防災システム
事業」、「ドローン活用事業」、そのほ
か、職員のスキルアップ等を進め、4
年間でデジタル人材を100人育成す
る「デジタル人材育成研修事業」な
ど、デジタルで幸せを実現するため
の事業費を計上いたしました。

3つ目は、「地方創生推進事業」で
ございます。昨年度、市役所若手職員
で構成する「つしま創生！若手職員プ
ロジェクトチーム」を設置し、総合計
画の重点戦略の実現に向けた政策
を検討するため会議を開催し、政策
提案を行ってもらいました。その提
案を基に、「住んでよし！訪れて良し！
津島スタイル①生きる力を育む「津
島っ子」大作戦！」として、電子図書館
や読書手帳の導入、民間人材を活用
した縄跳び教室等で、子どもが身近
に読書や運動に触れる機会を創出す
る「子どもの読解力・体力向上事業」、
「津島スタイル②魅力マシマシ津島
市大作戦！」として、シティプロモー
ション用サイトを立ち上げ、You 
Tube等で津島の魅力を発信する
「魅力発信向上事業」、「津島スタイ
ル③ハピネス津島大作戦！」として、
市民参加でウォーキングコースを作
成するなど、歩くこと、健康づくりの
習慣化を図る「健幸ウォーカブル事

業」、廃棄の可能性のある食品を安
価でやりとりするためのマッチング
サービスを導入するなど、食品ロス
の削減を図る「もったいない運動事
業」、防災について楽しく学ぶ機会を
創出し、防災意識の向上や担い手の
育成を図る「あそぼうさい　まなぼ
うさい事業」といった住みたい、訪れ
たいまちを実現するための事業費を
計上いたしました。

ここからは、そのほかの事業につ
いて、5つの成長戦略に沿って説明い
たします。

1つ目の、「子ども・子育て応援都
市、つしま」としましては、「子ども医
療費支給事業」を10月診療分から、
18歳まで所得制限なしの入院・通院
共に完全無料化に拡大するための費
用、小学校から離れた場所にある「神
守こどもの家」を神守小学校の敷地
内に建設する事業、老朽化した蛭間
小学校及び神守中学校の屋内運動
場を大規模改修するための実施設計
の費用、全小中学校の照明をLED化
する事業など、子育て世代への支援、
子どもが学び育つ環境整備のための

事業費を計上いたしました。また、国
際化への対応のため、県内8領事館
との交流を通して行う「領事館交流
プロジェクト事業」の事業費を計上い
たしました。

2つ目の、「防災・減災のモデル都
市、つしま」としましては、災害時の一
時避難等に対応する「都市公園」の
整備事業として、「神守第1・第2公園」
に加え、新たに「第3公園」の整備に
着手する費用、災害時の救助活動等
で活躍する「緊急消防援助隊救助工
作車」を更新する費用などハード面
の事業費とともに、自助・共助への支
援として、ご家庭の窓ガラスへの飛
散防止フィルム貼り付けを支援する
「飛散防止フィルム貼付事業」、一人
暮らしのお年寄りの方を対象に行う
「住宅用火災警報器設置補助事業」
など、皆様と一緒に災害に強いまち
を目指すための事業費を計上いたし
ました。

3つ目の、「地域の特性を活かした
交流都市、つしま」としましては、津島
の魅力発信や交流を広げる事業とし
て、観光パンフレットの代わりとなる
津島の祭、建造物、文化、産業の写真
が掲載されたカードを作成する「写
真で魅せる津島の伝統PR事業」や、
ふるさと津島応援広報大使でありま
す当市出身のプロランナー神野大地
選手を起用した「PR事業」や「ランニ
ング教室事業」等の事業費を計上い
たしました。

4つ目の、「地域経済が活性化する
発展都市、つしま」としましては、天王
川公園・津島神社周辺へのアクセス
となる「橋詰見越線」の道路改良はじ
め、道路や橋梁等を整備する「社会資
本整備事業」、「道路整備事業」、排水
路の改修等を進める「土地改良事
業」、「排水路整備事業」など、社会基
盤を整備するための投資的事業費を
昨年度から大幅に増額し計上いたし
ました。また、民間企業とのパート

ナーシップを構築し津島の活性化・発
展に繋げるため、「企業版ふるさと納
税」を推進するための費用を計上い
たしました。

5つ目の、「いつまでも健康で暮ら
す都市、つしま」としましては、健康マ
イレージアプリ等を活用し幅広い世
代に健康づくりに参加いただく「笑顔
で健幸大作戦！」の事業費を昨年度に
引き続き計上いたしました。今回は、
市内事業者や団体向けの参加支援
など、内容をさらに充実しておりま
す。そのほか、子宮頸がんワクチンの
任意接種を受けた方の接種費用を
補助する「子宮頸がんワクチン任意
接種費補助事業」、がん治療により必
要となった補整具等の購入費を補助
する「がん患者アピアランスケア支
援補助事業」など、誰もが健康で暮ら
すための事業費を計上いたしまし
た。

5つの成長戦略に沿って説明させ
ていただきました。今補正予算では、
これらのほかに、市制施行75周年事
業としまして、愛知県河川課と連携
し、まち歩きイベントで津島市の魅力
を発信する「ブラアイチサポート事
業」、「笑顔で健幸大作戦事業」の一
環として開催する「市民みんなで天
王川750周歩こう大会」、津島の歴史
的資産を散策する「文化遺産ナビス
タンプラリー事業」などの事業費を
計上しており、フォトコンテストやパ
ネル展示等のイベントも計画してい
るところであります。

最後に、引き続きしっかりと対応し
ていく必要がある「新型コロナウイ
ルス感染症対策」でございます。今回
は、その第12弾として、これまでにも
ご好評をいただいておりますプレミ
アム率50％の「プレミアム付商品券
事業」はじめ、新たな対策として、農
業者へ経営支援の給付金を支給す
る「農業担い手支援事業」、市民活動
団体の取組等を支援する「コロナ禍
のまちづくり応援事業」、そのほか、
公共施設の手洗いの自動水栓化、葉
苅スポーツの家、共存園保育所、新
開こども園などのトイレ改修など、市
民・事業者の皆様への支援や感染拡
大防止等のため、45事業、総額2億
4,411万6千円を計上いたしました。

以上、今回の補正予算の主な事業
について申し上げました。

津島市の財政状況は、以前に比べ
ると着実に安定してきました。今後に
つきましても、行財政改革などに不
断に取り組み、「市政の持続」を常に
意識しながら持続的な運営に努め、
必要な事業をしっかりと展開するこ
とで、つしま成長戦略を確実に実現
させたいと考えております。

結びにあたりまして、今議会には補
正予算をはじめ、条例などの諸議案
を提出しており、いずれも市政運営
に欠くことのできないものばかりで
ありますので、十分ご審議の上、適切
なご議決をいただきますようお願い
申し上げます。
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像や都市づくりの方向性を示す「都
市計画マスタープラン」を策定いた
しました。これらの計画に基づき、未
来に向けてまちづくりを進めていく
必要があります。そのためには、私は
3つの視点で改革を進める必要があ
ると考えています。

1つ目の視点は、「ひと」の改革で
す。どんな施策も実際に実施するの
は「ひと」であります。人材育成を行
うことで職員の能力を高め、市民
サービスの向上につなげるのです。
そのため、研修等により職員の学び
なおし「リスキリング」を行い、いかな
る社会情勢にも対応できるように人
材育成を行うとともに、職員一人ひと
りの意識改革を行うなど、「ひと」の
改革に取り組む必要があります。

2つ目の視点は、「もの」の改革で
す。本市の公共施設は老朽化が進ん
でおり、施設の統廃合や集約化が必
要となります。また、本市の持つ地域
資源を生かしながら、積極的に民間
の資金や技術を活用するといった
「もの」の改革に取り組む必要があり
ます。

3つ目の視点は、「こと」の改革で
す。引き続き財政健全化や市民病院
の経営安定化に取り組むことはもち
ろんのこと、ウィズコロナ、アフター
コロナといった今後を見据えた対応
も必要となります。これまでに経験し
たことがない状況にも対応しながら、
将来に向けた「こと」の改革に取り組
む必要があります。

これまでも「ひと・もの・こと」の改
革に取り組んでまいりましたが、より
一層の「ひと・もの・こと」の改革に取
り組むことが重要となります。

また、それに加えて、新たな時代の
まちづくりに必要となるキーワード
が2つあると考えております。

1つ目のキーワードは、「規制緩和
による民間活力の導入」です。

これまでも、神守中町・下町及び唐
臼地区の合計約68万㎡において、都
市計画の用途を見直し、建ぺい率・容
積率を高め、土地活用の促進を図り
ました。また、宇治、白浜、鹿伏兎の3
地区約21万㎡においても、条例に
よって規制緩和し、企業誘致も順調
に進んでいます。天王川公園におき
ましても、パークPFIによる民間活力
の活用に取り組んでおります。引き
続き規制緩和により、民間の資金や
アイデアを導入していくことが必要
となるのです。

また、地方公共団体が行う地方創
生の取組に対して、企業から寄附を
いただく「企業版ふるさと納税」につ
いても、積極的に活用し、企業との
パートナーシップを構築してまいりま
す。

2つ目のキーワードは、「デジタル
化でしあわせ実感」です。

デジタル化は市民の利便性の向
上だけでなく、職員の働きがい改革
の実現により、市民と職員の両方の
しあわせの実感につながります。そ
のためには、先ほども申し上げました、

学びなおし「リスキリング」による職
員の人材育成が重要であります。

この「規制緩和による民間活力の
導入」と「デジタル化でしあわせ実
感」の2つのキーワードを念頭に置き
ながら、まちづくりに取り組んでまい
ります。

現在、日本はかつてない少子高齢
化により、人口減少社会となっており
ます。令和2年に実施された国勢調査
におきましても、日本の人口は、平成
27年に実施されました前回調査に引
き続き減少しております。本市におき
ましても同様に人口が減少しており、
今後もその傾向が続くことが予想さ
れます。そういった状況においても、
子育て環境の充実や、企業誘致によ
る働く場の確保、地域資源を活用し
た魅力あるまちづくりなど、各種施策
を推進することでまちの魅力を高
め、住んでみたい、住んでよかったと
感じるまちづくりを進め、移住・定住
につなげてまいります。

子育て環境の充実に関しては、こ
れまで中学校卒業までの子ども医療
費の完全無料化を始めとする子育て
支援の充実や、全小中学校へのエア
コン設置、全小中学校トイレの洋式
化を始めとする学校環境の充実など
に取り組んでまいりました。今後も全
小中学校の照明をLED化するグリー
ン（脱炭素）事業や老朽化した学校屋
内運動場の大規模改修など、引き続
き子育て環境の充実を図るととも
に、日本一のプログラミング教育を

令和4年第2回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、補正予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

このたび、私は、市民の皆様からの
厚いご信任を賜り、市長3期目の職務
に就かせていただき、今後さらに4年
間、津島市政の舵取り役を担うことと
なりました。

市政を改めてお預かりする重責
に、誠に身が引き締まる思いであり
ますが、この重責をしっかりと受け止
め、市民の皆様からお寄せいただき
ました信頼とご期待にお応えするた
め、新たな決意を持って、津島市のさ
らなる発展に全力を尽くして、取り組
んでまいる所存であります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

私はこれまで、市民の皆様の信頼
とご期待にお応えするため、2期8年
にわたって津島市が魅力と活気あふ
れるまちとなるように、全力で市政運
営に取り組んでまいりました。その
間、100年に一度と言われる新型コロ
ナウイルスの感染拡大による危機的
状況に置かれました。日本国内で最
初に発生が確認されてから間もなく

2年半が経過しようとしております
が、いまだに収束の気配がありませ
ん。

こうした中でも、非常に厳しい状況
に置かれている市民の皆様や事業者
の皆様に支援を届けるため、①感染
拡大の防止、②市民の暮らしの支援、
③子育て・教育支援、④地域経済の支
援といった4つの支援が必要と考え、
これまで様々な事業を実施してまい
りました。令和2年度から実施してま
いりました新型コロナウイルス感染
症対策事業第1弾から第11弾までを
含め、これまでに実施いたしました新
型コロナウイルス感染症関連事業
は、112事業、事業費といたしまして
は約109億7,900万円となります。こ
れらの事業は、コロナの感染状況や
市民の皆様・事業者の皆様の状況に
合わせて、しっかりと対応しており、大
きな成果があったと考えております。

引き続き次のコロナ対策として、
市の自己財源と国の交付金等を有効
に活用し、直面する物価高騰による
影響を緩和するための対応を、緊急
かつ機動的に実施するため、思い
切った子ども子育て世帯への支援と

して、9月から来年3月まで7か月で総
額約2億円の「小・中学校、保育所・認
定こども園・幼稚園給食費の無償化」
など、様々な事業展開をしてまいりま
す。

また、市民の皆様の安全のため、
新型コロナウイルスワクチンの接種
にも全力で取り組んでまいりました。
津島市医師会をはじめ関係団体に積
極的にご協力いただくとともに、市内
の企業からも集団接種の会場を提供
していただき、これまで円滑に実施で
きております。この場をお借りして深
く感謝申し上げます。

市民病院においても、院長を始め
とする医師、看護師などの医療職、ま
た事務職員も含めて職員一同が協
力してコロナに対応しており、市民の
命、健康を守る要としての役割を果
たしております。

新型コロナウイルスの感染拡大
は、世の中の価値を一変させました。
事業所におけるテレワークの導入な
どにより、地方に居住していても仕事
と生活が両立できるということで、こ
れまで長い間止めることができな

かった東京一極集中にも是正の動き
が見られます。ZoomなどのWeb会
議システムを使用することにより、
別々の場所にいながら同じ会議に参
加するといったことも一般的になり
ました。

コロナ禍によって生じた価値観の
変化に対しても、柔軟に対応していく
必要があると考えております。

ロシアによるウクライナ軍事侵攻
は、世界経済に長期的な悪影響を与
えるといわれております。平和があっ
てこそ経済成長ができるものであ
り、長期化すれば大変厳しい状況が
続くことが予想されます。

こうした世界経済の中、1年間厳し
い舵取りが想定されますが、5つの成
長戦略に果敢に挑んでまいります。

さて、私が8年前に市政を引き継い
だ際には、2つの大きな課題がござい
ました。

1つ目は、厳しい財政状況を健全化
させること、2つ目は市民病院の経営
安定化でございました。この2つを最
重要課題と捉え、全力で取り組んで
まいりました。

1つ目の財政健全化につきまして
は、私が市政を引き継いだ8年前、本
市の財政状況は非常に厳しいもので
した。そのため、財政を健全化させる
べく、事務事業の徹底的な見直しな
どによる歳出の削減、様々な形での
歳入の確保などに精力的に取り組ん
でまいりました。平成27年度には平
成17年度に策定した「津島市財政改
革行動計画」に代わる新たな「津島
市行財政改革推進大綱」を策定し、
徹底的な行財政改革を行ってまいり
ました。私が就任した平成26年度か
ら令和2年度までの7年間の効果額
は、約62億4,600万円となり、市の財
務体質を大きく変えることができた

と考えております。また、本市の人口
は平成17年頃をピークに減少しては
おりますが、税収は逆に増加傾向で
あり、令和2年度の税収は、10年前の
平成22年度と比較して約2億円増加
しております。

これらのことなどから、市の貯金に
あたる財政調整基金の残高は、私が
就任する前年度末である平成25年
度末時点では15億9,800万円でした
が、令和3年度末見込みでは約39億
6,000万円と23億6,200万円増加、率
にして約2.5倍にさせることができま
した。

また、市の実質的な借金にあたる
臨時財政対策債を除いた市債残高
につきましては、平成25年度末には
約59億8,200万円でしたが、平成30年
度末には約49億5,200万円と10億円
以上削減できる想定ができたため、
全小中学校のエアコン設置や、全小
中学校のトイレ洋式化、さらには全小
中学校の1人1台タブレットの整備な
ど、平成30年度から令和3年度までの
4年間で、総額約25億5,000万円を超
えるなど、将来を担う子どもたちのた
めに積極的に投資を行いました。ま
た、防災・減災対策として水道管の耐
震化で約16億円を超える投資をはじ
め、避難所となる3つの小学校に耐震
性貯水槽40tの設置などに、総額約3
億円の投資により、災害時の飲料水
の確保など、市民の皆様の安全・安心
を確保するために公助としてできる
取組を進めてまいりました。

この間、平成28年度から30年度ま
での3年間には、約7億円の地方交付
税の減額もございましたが、令和3年
度末の市債残高の見込みは59億
2,500万円と、私の目指すつしま成長
戦略を進める中でも、私が就任する
前の平成25年度末の金額とほぼ同
水準となっております。

2つ目の課題である市民病院の経
営安定化につきましては、市民病院
が海部医療圏の医療を守る要となる
中核病院としての役割を果たすとと
もに、市民の皆様から信頼され続け
られるように、安定的な地域医療の
推進を目指し、経営改善の取組を進
めてまいりました。その結果、平成29
年度から5期連続で経常収支黒字化
を達成するとともに、平成28年度末
に19億円あった一時借入金を解消す
ることができました。また、借金にあ
たる企業債残高に関しても、ピーク
時の平成17年度末には約161億円で
ございましたが、令和3年度末の見込
みでは、約72億円と約89億円減少、
率にして約45％に減少させることが
できました。

ただいま申し上げましたとおり、財
政の健全化と市民病院の経営安定
化を図ってきたことにより、津島市が
次なるステップへ進むための準備が
できたものと考えております。

津島市は本年で市制施行75周年
を迎えました。この節目の年に、コロ
ナによって変わった価値観に対応し
ながら、新しい時代へと歩みを進め
ていかなければなりません。令和3年
度には、市の最上位計画である「第5
次津島市総合計画」及び将来の都市

目指し、教育に特長をもたせ、子育て
世代を呼び込んでまいります。

企業誘致に関しましても引き続き
推進し、働く場所の確保や地域経済
の活性化につなげるとともに、昼間
人口の増加につなげてまいります。

地域資源を活用した魅力あるまち
づくりに関しては、昨年度に策定いた
しました都市計画マスタープランに
おいて、津島駅周辺を「正面玄関」と
して位置づけるとともに、市内の東西
南北それぞれに玄関を位置づけ、そ
れぞれの玄関に光をあて、それぞれ
が輝くまちづくりを目指してまいりま
す。

まちづくりの交流の核となる交通
基盤の充実・整備につながる動きとし
て、木曽川・長良川の新架橋について
は、県が整備ルートを検討しており、
名古屋津島線バイパスについても着
実に進められ、津島玄関まちづくり構
想（ゲートウェイプロジェクト）におい
ての基軸となるものです。東海北陸
自動車道の延伸となる一宮西港道路
については、国が主体となって、概略
的なルートの検討に着手することが
公表されました。

また、現在、リニア中央新幹線の開
業に向けた工事が進められていると
ころですが、リニアの開業によって、
首都圏、中部圏、関西圏が1時間圏内
で結ばれ、三大都市圏が一体となっ
た巨大な経済圏である「スーパーメ
ガリージョン」が創造されることとな
ります。これにより、リニアによる対流
の活発化と新たな価値の創造を図る
こととなり、リニアの開業に合わせ、
名鉄名古屋駅のホームの拡張（4車
線化）により、名古屋駅までの所要時
間の短縮が期待され、本市の人口の
増加にもつながるものと考えており
ます。

これら道路と鉄道をネットワークと

したまちづくりを進めていくことが、
地域間競争を勝ち抜くことにつなが
ります。こうした意味でも、都市計画
マスタープランで示す津島玄関まち
づくり構想（ゲートウェイプロジェク
ト）に積極的に取り組む必要があると
考えております。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どマイカーを使えない、あるいは今
後使えなくなる高齢者や、移動が困
難な障がいのある方などの移動につ
きまして、地域の問題となっておりま
す。

現在、本市では、駅や市役所をはじ
めとする公共施設、病院、スーパーな
どの目的地をつなぐ移動手段につい
て、ふれあいバスにより、市内4コー
スを定時・定路線で運行しておりま
す。

「おでかけタクシー事業」の推進に
より、高齢者や障がいのある方など
に寄り添った移動支援を進めてまい
ります。

ただいま、述べさせていただきま
したことを踏まえながら、成長投資を
進め、津島市の「価値」を高めるため
に、次への挑戦となる「つしま成長戦
略第3弾」に挑んでまいります。挑戦
することが未来を創造することにつ
ながるのです。

それでは、「つしま成長戦略第3弾」
の各項目について、私の所信を述べ
させていただきます。

まず、「つしま成長戦略」の1点目、
「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついて、ご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、津島市
の「宝」です。子どもの健やかな育成
を図り、子育てをしやすい環境づくり
を推進していくことは、大変重要であ
ります。

子育て世代への支援・環境の充実
として、これまで中学校卒業までの子
ども医療費の完全無料化を実施した
ほか、妊娠期から子育て期まで切れ
目なく総合的に支援する「子育て世
代包括支援センター事業」を実施し
てまいりました。また、市内に子育て
支援センターが、総合保健福祉セン
ター内にある西地区、生涯学習セン

ター内にある東地区の2箇所あり、土
日も開所し、子育て世代の交流を図
るとともに、子育てに悩んでいる方も
気軽に相談できるよう、子育て支援
機能の充実を図っております。

今後はさらに18歳までの子ども医
療費入院・通院共に完全無料化を進
めてまいります。

教育環境の充実として、これまで
全小中学校へ1人1台タブレットの整
備やICT支援員の派遣など、学校の
ICT環境の整備にも取り組んでまい
りました。

今後も、さらなる教育環境の充実
のため、市内全ての小中学校に、日本
初の導入規模で、AI機能を持った人
型ロボットと、高性能なセンサーを
使ったブロックを導入してまいりま
す。

人型ロボットは、子どもたちが動作
や対話プログラムを作成することに
より、一方的な会話だけではなく、手
足を動かして踊ったり歌ったり双方
向の会話を行うことのほか、ロボット
と英語の発音練習を楽しく行うこと
ができ、また、プログラミング可能な
ブロックを組み立て、指示した動作を
させるなど、子どもたちが確かめな
がら実体験することを可能とします。
このように、プログラミングを見える
化することは、物事を順序立てて論
理的に考える能力や、問題解決能力
を身に付けることにもつながります。

放課後子ども教室にも、ブロックで
自由な形を作り、プログラミングに
よって様々な動きを与えて遊ぶロ
ボット・プログラミング学習機材を導
入します。

子どもたちの学ぶことに対する関
心や意欲を高め、「楽しくて役に立つ
教育」を実践し、未来社会を自らの力
で生き抜く力を育んでまいります。

また、児童・生徒が安心して有意義
な学校生活が過ごせるよう、市内全
ての小中学校へのエアコン設置、ト
イレの洋式化の整備を行ってまいり
ました。

昨年は、道路灯や公園灯1,277基、
事業規模約8,950万円でLED化を
行ってまいりました。

次は、小中学校の全ての照明約
7,400基、事業規模約1億5,700万円
で、今年度中にLED化するグリーン
（脱炭素）事業のほか、「学校施設長
寿命化計画」に基づき、蛭間小学校
及び神守中学校体育館の長寿命化
のための大規模改修の実施設計を
行ってまいります。今後も計画的に
学校施設の改修を進めてまいりま
す。

子どもたちの国際理解教育とし
て、これまでも在名古屋の領事館の
協力をいただきながら、市内小学校
において国際交流事業を行ってまい
りました。今後は、「領事館交流プロ
ジェクト」として、県内にある8つ全て
の領事館と連携して、グローバル化
する社会の中で、子どもたちが未来
を切り拓く国際人として成長し、ボー
ダレスな時代に対応するための国際
交流事業を進めてまいります。

働いていること等により、保護者が
昼間不在となる家庭の子どもたち
が、放課後や長期休み中に、安全で
楽しく過ごすための遊びや生活の場

である学童保育につきましては、現
在、市内8小学校区にこどもの家を設
置しており、そのうち神守こどもの家
につきましては、入所者の増加と学
校から遠方であることに伴い、令和5
年4月の開所を目標に、神守小学校
敷地内への整備を進めてまいりま
す。

引き続き、夏休み、春休みの居場
所づくり事業や、放課後子ども教室
事業、子育て支援センターにおける
親子の交流や育児相談など、子育て
支援に力を入れてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いて、ご説明申し上げます。

南海トラフにおいて、マグニチュー
ド8～9クラスの地震が、今後40年以
内に90％程度と高い発生確率で予
測され、発生した場合には甚大な被
害が想定されています。また、近年頻
発する集中豪雨や台風の強大化によ
る風水害の激甚化も懸念されていま
す。

市民の皆様の暮らしを守るため、
本市の地域防災計画や国土強靭化
地域計画に基づき、計画的に防災・減
災、強靭化のための施策を進めてま
いります。

自然災害への備えとして、昨年3月
に生涯学習センター内にオープンい
たしました「自助・共助防災学習セン
ター」には、避難所用テントや段ボー
ルベッドなど、避難生活で使用する物
品や、災害時の写真パネルの展示、

防災学習に役立つ映像を用意してお
り、このセンターを通じた平時におけ
る防災知識の普及啓発や防災講座
により、災害発生時のリスクや対応を
正しく理解できる環境を整え、自助、
共助のさらなる意識向上を図ってま
いります。

災害への備えは、自助・共助・公助
の考え方に基づき、それぞれの立場
で考えていくことが重要です。市民
一人ひとりが日ごろから自分事ととら
え防災の意識を持ち続けていただく
ため、昨年度は全世帯に防災ハザー
ドマップ及びマイ・タイムラインを配
布いたしました。市で定める毎月第3
日曜日の家庭防災の日に、各家庭で
防災について話し合っていただくこ
とをお願いするとともに、マグニ
チュード6．8以上の地震が発生した場
合、気象庁から臨時情報が発表され
ますが、うろたえることのないよう後
悔しない備えのため、コロナ禍の状
況を見極めながら実践的な防災訓練
を開催し、防災対策の向上を図って
まいります。

各小中学校におきましては、家庭
防災の日に合わせて、防災情報カー
ドを活用した防災学習を毎月実施し
ており、さらに防災映像を各学校で
活用し、防災意識の向上を図ってま
いります。

また、災害時に必要な資機材や食
料の備蓄を計画的に進めるととも
に、大規模災害時は、まずは公助とし
て飲料水の確保が大切であることか
ら、又吉配水場から先行開設避難所
などの重要施設である北小学校、西
小学校、南小学校、東小学校、市役
所、市民病院への水道管の耐震化
や、神島田小学校、高台寺小学校、蛭
間小学校への耐震性貯水槽40tを設
置してまいりました。今後も引き続
き、先行開設避難所などの重要施設
への水道管の耐震化を進めるととも
に、全ての小中学校に耐震性貯水槽

の設置を計画的に進めてまいりま
す。

なお、大規模災害の場合、救援物
資が届くまでに時間がかかりますの
で、市民の皆様におかれましては、命
をつなぐためにも7日分程度の飲料
水・食品などの家庭用備蓄品の用意
をよろしくお願いします。

その他、市内災害情報を素早く収
集し展開を行うため、ドローンや道路
に冠水センサーを設置するなど、デ
ジタルを活用した防災システムの導
入を進めることにより、災害に備え、
市民の安全・安心につなげてまいりま
す。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」について、ご説明申し上げます。

本市は、津島神社をはじめ国の重
要文化財「旧堀田家住宅」や、旧天王
社の社家であり、かつ津島御師の唯
一の遺構である「氷室作太夫家住
居」、数多くの寺院、歴史的な町家・町
並み、ユネスコ無形文化遺産に登録
された全国33の「山・鉾・屋台行事」の
一つである「尾張津島天王祭の車楽
舟行事」をはじめとする四季折々の
まつり、日本の歴史公園100選に選ば
れている天王川公園など、魅力的な
地域資源が豊かなまちであります。

先人達が残してくれたこれら歴史
的な景観や伝統・文化を守り、育て、

継承し、地域の活性化につなげてい
くために「津島市歴史的風致維持向
上計画」を策定し、令和2年3月に県下
4番目として国の認定を受けました。
津島の歴史的価値が認められたわけ
であります。

これまで尾張津島秋まつりで使用
する山車を収める山車蔵の修景や小
路、観光案内板の整備、おもてなしコ
ンシェルジュや体験プログラムの開
発など、来訪者をもてなすため、ハー
ド・ソフトの両面からの取組を進めて
きました。

本市は、「東海三県寺密度No.1」と
いう特長を生かし、「津島てら・まち御
縁結び」を開催しています。また、名
古屋鉄道株式会社とタイアップし、津
島駅までの往復割引乗車券と、市内
飲食店や土産物店で利用できるクー
ポンがセットになった「つしまちある
き」を実施し、大変多くの方にお越し
いただきました。

このような魅力のある本市は、名
古屋駅まで最短20分台で行くことが
でき、生活に必要なものや場所への
アクセスが良く、自然にもほどよく囲
まれたまちです。都会と田舎それぞ
れの要素を持ち合わせている「とか
いなか」としての強みを全国に発信
しています。また、津島市出身のプロ
ランナーの神野大地選手に津島市初
のふるさと津島応援広報大使に就任
いただくとともに、本市の魅力を
SNSで多面的に発信する「津島PR
応援団」の団長としても津島の魅力
を発信いただいております。引き続
きこうした事業に取り組んでまいり
ます。

市民の憩いの場である天王川公
園につきましては、民間資金を活用
する「公募設置管理制度」いわゆる
パークPFIにより、さらなる魅力向上
を目指し、本市の歴史・文化・水辺を生
かしたゾーニング、特に多くの観光客

が訪れる都市核となる津島駅から天
王通り、歴史核となる津島神社、自然
核である天王川公園へと居心地がよ
く歩きたくなる「まちなかウォーカブ
ル」を進めてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」について、ご説明申し上げま
す。

多くの人から「選ばれるまち」とな
り、住み続けていただくためには、働
く場が確保されていることが大切で
す。

企業誘致につきましては、これまで
に16社を誘致いたしました。すでに
操業を開始しているのは10社で、そ
のうち4社は津島市に本社を移転し
ております。都市計画法第34条第12
号の規定に基づき、工場等を建築で
きるように宇治・白浜・鹿伏兎町地内
に指定した区域の有効面積約18万
5,000㎡のうち、約13万2,000㎡を活
用しており、活用率は約72％となりま
す。都市計画マスタープランでは、企
業誘致のエリアを新たに3か所増や
しました。

引き続き、市内全域に働く場が確
保できるよう、地権者等と話し合いを
進めてまいります。

また、これまで神守中町・神守下町
及び唐臼地区の合計約68万㎡にお

いて、都市計画の用途地域を見直し、
建ぺい率・容積率の制限の緩和も
行ってまいりました。このことにより、
これまで建築できなかった建物も建
築可能となり、土地活用の促進につ
ながったほか、新たに住宅を取得した
50歳未満の方に最大で100万円の
「津島市まちなか定住促進補助金」
を交付するなど、定住促進を図って
まいりました。

今回、新しく策定いたしました都市
計画マスタープランでは、将来に向
けたまちづくり戦略として、津島駅周
辺を正面玄関と位置づけるととも
に、市内の東西南北それぞれに玄関
口を位置づけました。

津島駅周辺は、多くの人が交流す
る「本市の正面玄関」として、ホテル
誘致や駅近居住誘導など、都市環境
の充実を図り、人口密度や人の往来
の増加を目指すほか、これまで市内
の隅と言われていたところを、広域
から鉄道や幹線道路により、本市に
アクセスする際の玄関口となる東西
南北地域に玄関を配置することによ
り光をあて、都市活力の向上として、
産業や観光などのつながりをより広
域的に活性化させてまいります。

また、都市核の正面玄関である津
島駅、自然核である天王川公園、歴
史核である津島神社の3つの核、そし
てこれらを結ぶ天王通り線、3核1軸
を中心に「食べる、寝る、遊ぶ」という

テーマでまちづくりを推進していく
ための第1弾が、4月に発表いたしま
した天王川公園であります。

多くの市民の皆様から期待や関心
が寄せられる新たな天王川公園に向
けてパークPFI及び指定管理者の募
集を行ったところ、天王川公園に魅
力を感じていただき、複数の事業者
から応募をいただきました。全国展
開する事業者からの応募があり、天
王川公園のポテンシャルを改めて実
感した次第であります。

民間の資金とアイデアをいただい
て、天王川公園には、若者に人気のあ
るスターバックスコーヒーが来てい
ただく予定となりました。

藤棚や丸池の水辺に隣接する広大
な芝生広場や、授乳室を備えたサー
ビスセンターの整備も進める予定で
あります。

この新たな天王川公園を基軸に、
津島神社周辺の歴史文化を織り交ぜ
ながら、人の流れを呼び込む話題性
のある「場」を創出させるまちづくり
を進めてまいります。

また、パークPFI第2弾として東公
園の整備を進めてまいりますが、投
資をしていただけるような魅力のあ
るまちであるということを、引き続き
積極的に発信してまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」について、ご説明申し上げます。

津島市民病院は、海部医療圏の中
核病院として、急性期病棟、地域包括
ケア病棟、緩和ケア病棟を設置し、専
門性の高い医療を提供する「急性期
機能」と、在宅復帰に向けた医療やリ
ハビリテーションを提供する「回復期
機能」とを併せ持ち、幅広く対応して
おります。

また、救急・災害時の医療提供を行
うとともに、この2年間、新型コロナウ
イルス感染症に最前線で対応してき
ましたように、「新興感染症への対
応」という役割も担っており、市民の
皆様が、健康で安心して暮らしてい
ただくために、なくてはならない病院
であります。

市と病院との連携を高めながら、
病院と一緒に課題に取り組んできた
結果、救急をはじめとする地域に必
要な医療の提供に適切に対応するこ
とができ、医療の質が向上し、その成
果として、5年連続での黒字化達成に
加えまして、長年の懸案事項であり
ました「一時借入金年度末残高の解
消」も果たすことができました。市民
病院の経営改善が着実に進み、安定
感が増したことの表れであると認識
しております。この良い流れを止める
ことなく、継続していくことが重要で
あると考えております。

津島市民病院は、市民の皆様の生
命を守るために、地域医療の要とし
て、引き続き質の高い医療を提供す
るとともに、これまで以上に、市と病
院とが力を合わせて、市民病院の安
定的かつ継続的な運営に努めてまい
ります。

市民の皆様に幸せを感じていただ
くためには、心身の健康が大変重要
であります。そのため、市民の皆様の

健康が一番であります。

全ての世代の健康づくりを推進す
るため、昨年度から、愛知県と市町村
とが協働で実施している健康マイ
レージ事業を活用し、「つしま健康マ
イレージ」としてスマホアプリにより、
自分で決めた健康づくりの実践や、
健康イベントへの参加などを記録し、
マイレージを貯める「笑顔で健幸大
作戦！」を進めております。

新型コロナウイルス感染症に伴う
外出自粛により、運動量や人との関
わりが大幅に減りました。このことに
より体や心の衰えが進むことが懸念
されております。体や心の衰えを予
防する取組として、自然と歩きたくな
る快適な歩行空間を整備するため、
ウォーキングコースを市民とともに
作り上げるとともに、表示板や健幸
ベンチの設置、健幸アンバサダーに
よる健康づくりへの支援の輪を広
げ、ウォーキングを通した健康行動へ
の意欲向上を図ってまいります。

以上「つしま成長戦略」として掲げ
た5つの項目に沿って説明しました。
この5つの成長戦略を効果的に推進
していくためには、ICTを分野横断的
に活用していく必要があります。

本市では、昨年度からデジタル推
進アドバイザーの派遣を受けており、
併せて昨年4月から、総務デジタル課
を設置し、体制強化を図ったところで
あります。

また、今年の3月には、「津島市DX
推進計画」を策定したところであり、
防災や観光、被災者支援、防犯など
への活用や、役所に「来ない」、書類
を「書かない」、手続きを「待たせな
い」行政サービスのオンライン化や
キャシュレス化など、DX推進計画に
沿って本市のデジタル化をさらに進
めてまいります。加えて政策的には、
内閣府地方創生推進室より「デジタ

ル田園都市国家構想推進交付金」の
交付について、本市が提出した3つの
事業「人型ロボットと一緒にみんなで
プログラミング学習事業」、「デジタ
ルでまるごと「楽らく」ハピネスつし
ま事業」、「デジタルでまるごと「あん
しん」ハピネスつしま事業」が採択さ
れました。これらの事業を含め、「デ
ジタル化で、しあわせ実感都市、つし
ま」を目指し、デジタル化でまちおこ
しをしてまいります。

以上、市政3期目を迎えるにあたっ
ての、5つの成長戦略第3弾における
それぞれの主な取組内容と、まちづ
くりを進めていくうえでの3つの視
点、さらには重要となる2つのキー
ワードについて、私の考えを述べさ
せていただきました。

取組を進めるにあたっては、国の
デジタル田園都市国家構想推進交
付金や地方創生関連交付金など、国
や県の交付金等を有効に活用してま
いります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和4年度補正予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、骨格予算とし
て編成しました当初予算を肉付けす
る予算であります。第3期市政のス
タート、私が掲げたつしま成長戦略を
実現するため、まずは、その第一段階
として取り掛かるものを今補正予算
に反映させました。今後も計画的に
進めていきたいと考えています。

今補正予算の規模を申し上げます
と、一般会計が、22億4,578万円、特別
会計が、2会計で143万円、合わせま
すと、総額22億4,721万円の増額補
正となります。

それでは、主な事業について説明
いたします。最初に、つしま成長戦略
を横断的・効果的に進める3つの重点
事業から説明いたします。

1つ目は、新しい都市計画マスター
プランに示しました津島玄関まちづ
くり構想（ゲートウェイプロジェクト）
の実現に取り組む「マスタープラン
推進事業」でございます。市の正面玄
関となる津島駅から天王川公園、津
島神社周辺を「都市核」、「自然核」、
「歴史核」として魅力向上、賑わい創
出等を図るため、津島駅周辺まちづ
くり構想の策定、駅東側の駅前広場
の基本設計等を行う「津島駅周辺ま
ちづくり事業」、旧わざ・語り・伝承の
館、旧開導教会跡地について調査を
行う利活用事業、天王川公園の藤棚
改修、民間活力でさらなる魅力向上
を図る「天王川公園パークPFI」、北
の玄関口となる青塚駅周辺を快適で
住みよい環境とするため、土地利用
構想を策定する事業、東の玄関口と
なる名古屋津島線バイパス周辺を新
たな交流を生み出す拠点とするた
め、東公園のパークPFIを含めたサウ
ンディング型市場調査を行う事業な
ど、新たなまちづくりを進めるための
事業費を計上いたしました。

2つ目は、「DX推進事業」でござい
ます。内閣府の「デジタル田園都市
国家構想推進交付金」の採択をいた
だきました「人型ロボットと一緒にみ
んなでプログラミング学習」として、
小中学校においてロボット等を活用
して行う「プログラミング教育事業」、
「デジタルでまるごと「楽らく」ハピネ
スつしま」として、住民票交付などの
行政手続きをオンライン化・デジタル
化する「コンビニ交付事業」、「窓口電

子化事業」、「デジタルでまるごと「あ
んしん」ハピネスつしま」として、災害
時の情報をシステムにより一元化・可
視化するほか、4年間でドローン操縦
人材を20人育成する「防災システム
事業」、「ドローン活用事業」、そのほ
か、職員のスキルアップ等を進め、4
年間でデジタル人材を100人育成す
る「デジタル人材育成研修事業」な
ど、デジタルで幸せを実現するため
の事業費を計上いたしました。

3つ目は、「地方創生推進事業」で
ございます。昨年度、市役所若手職員
で構成する「つしま創生！若手職員プ
ロジェクトチーム」を設置し、総合計
画の重点戦略の実現に向けた政策
を検討するため会議を開催し、政策
提案を行ってもらいました。その提
案を基に、「住んでよし！訪れて良し！
津島スタイル①生きる力を育む「津
島っ子」大作戦！」として、電子図書館
や読書手帳の導入、民間人材を活用
した縄跳び教室等で、子どもが身近
に読書や運動に触れる機会を創出す
る「子どもの読解力・体力向上事業」、
「津島スタイル②魅力マシマシ津島
市大作戦！」として、シティプロモー
ション用サイトを立ち上げ、You 
Tube等で津島の魅力を発信する
「魅力発信向上事業」、「津島スタイ
ル③ハピネス津島大作戦！」として、
市民参加でウォーキングコースを作
成するなど、歩くこと、健康づくりの
習慣化を図る「健幸ウォーカブル事

業」、廃棄の可能性のある食品を安
価でやりとりするためのマッチング
サービスを導入するなど、食品ロス
の削減を図る「もったいない運動事
業」、防災について楽しく学ぶ機会を
創出し、防災意識の向上や担い手の
育成を図る「あそぼうさい　まなぼ
うさい事業」といった住みたい、訪れ
たいまちを実現するための事業費を
計上いたしました。

ここからは、そのほかの事業につ
いて、5つの成長戦略に沿って説明い
たします。

1つ目の、「子ども・子育て応援都
市、つしま」としましては、「子ども医
療費支給事業」を10月診療分から、
18歳まで所得制限なしの入院・通院
共に完全無料化に拡大するための費
用、小学校から離れた場所にある「神
守こどもの家」を神守小学校の敷地
内に建設する事業、老朽化した蛭間
小学校及び神守中学校の屋内運動
場を大規模改修するための実施設計
の費用、全小中学校の照明をLED化
する事業など、子育て世代への支援、
子どもが学び育つ環境整備のための

事業費を計上いたしました。また、国
際化への対応のため、県内8領事館
との交流を通して行う「領事館交流
プロジェクト事業」の事業費を計上い
たしました。

2つ目の、「防災・減災のモデル都
市、つしま」としましては、災害時の一
時避難等に対応する「都市公園」の
整備事業として、「神守第1・第2公園」
に加え、新たに「第3公園」の整備に
着手する費用、災害時の救助活動等
で活躍する「緊急消防援助隊救助工
作車」を更新する費用などハード面
の事業費とともに、自助・共助への支
援として、ご家庭の窓ガラスへの飛
散防止フィルム貼り付けを支援する
「飛散防止フィルム貼付事業」、一人
暮らしのお年寄りの方を対象に行う
「住宅用火災警報器設置補助事業」
など、皆様と一緒に災害に強いまち
を目指すための事業費を計上いたし
ました。

3つ目の、「地域の特性を活かした
交流都市、つしま」としましては、津島
の魅力発信や交流を広げる事業とし
て、観光パンフレットの代わりとなる
津島の祭、建造物、文化、産業の写真
が掲載されたカードを作成する「写
真で魅せる津島の伝統PR事業」や、
ふるさと津島応援広報大使でありま
す当市出身のプロランナー神野大地
選手を起用した「PR事業」や「ランニ
ング教室事業」等の事業費を計上い
たしました。

4つ目の、「地域経済が活性化する
発展都市、つしま」としましては、天王
川公園・津島神社周辺へのアクセス
となる「橋詰見越線」の道路改良はじ
め、道路や橋梁等を整備する「社会資
本整備事業」、「道路整備事業」、排水
路の改修等を進める「土地改良事
業」、「排水路整備事業」など、社会基
盤を整備するための投資的事業費を
昨年度から大幅に増額し計上いたし
ました。また、民間企業とのパート

ナーシップを構築し津島の活性化・発
展に繋げるため、「企業版ふるさと納
税」を推進するための費用を計上い
たしました。

5つ目の、「いつまでも健康で暮ら
す都市、つしま」としましては、健康マ
イレージアプリ等を活用し幅広い世
代に健康づくりに参加いただく「笑顔
で健幸大作戦！」の事業費を昨年度に
引き続き計上いたしました。今回は、
市内事業者や団体向けの参加支援
など、内容をさらに充実しておりま
す。そのほか、子宮頸がんワクチンの
任意接種を受けた方の接種費用を
補助する「子宮頸がんワクチン任意
接種費補助事業」、がん治療により必
要となった補整具等の購入費を補助
する「がん患者アピアランスケア支
援補助事業」など、誰もが健康で暮ら
すための事業費を計上いたしまし
た。

5つの成長戦略に沿って説明させ
ていただきました。今補正予算では、
これらのほかに、市制施行75周年事
業としまして、愛知県河川課と連携
し、まち歩きイベントで津島市の魅力
を発信する「ブラアイチサポート事
業」、「笑顔で健幸大作戦事業」の一
環として開催する「市民みんなで天
王川750周歩こう大会」、津島の歴史
的資産を散策する「文化遺産ナビス
タンプラリー事業」などの事業費を
計上しており、フォトコンテストやパ
ネル展示等のイベントも計画してい
るところであります。

最後に、引き続きしっかりと対応し
ていく必要がある「新型コロナウイ
ルス感染症対策」でございます。今回
は、その第12弾として、これまでにも
ご好評をいただいておりますプレミ
アム率50％の「プレミアム付商品券
事業」はじめ、新たな対策として、農
業者へ経営支援の給付金を支給す
る「農業担い手支援事業」、市民活動
団体の取組等を支援する「コロナ禍
のまちづくり応援事業」、そのほか、
公共施設の手洗いの自動水栓化、葉
苅スポーツの家、共存園保育所、新
開こども園などのトイレ改修など、市
民・事業者の皆様への支援や感染拡
大防止等のため、45事業、総額2億
4,411万6千円を計上いたしました。

以上、今回の補正予算の主な事業
について申し上げました。

津島市の財政状況は、以前に比べ
ると着実に安定してきました。今後に
つきましても、行財政改革などに不
断に取り組み、「市政の持続」を常に
意識しながら持続的な運営に努め、
必要な事業をしっかりと展開するこ
とで、つしま成長戦略を確実に実現
させたいと考えております。

結びにあたりまして、今議会には補
正予算をはじめ、条例などの諸議案
を提出しており、いずれも市政運営
に欠くことのできないものばかりで
ありますので、十分ご審議の上、適切
なご議決をいただきますようお願い
申し上げます。

▼津島駅周辺まちづくり事業(市の正面玄関となる都市拠点)のイメージ

▲つしま創生！若手職員プロジェクト
チーム（イメージ）
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像や都市づくりの方向性を示す「都
市計画マスタープラン」を策定いた
しました。これらの計画に基づき、未
来に向けてまちづくりを進めていく
必要があります。そのためには、私は
3つの視点で改革を進める必要があ
ると考えています。

1つ目の視点は、「ひと」の改革で
す。どんな施策も実際に実施するの
は「ひと」であります。人材育成を行
うことで職員の能力を高め、市民
サービスの向上につなげるのです。
そのため、研修等により職員の学び
なおし「リスキリング」を行い、いかな
る社会情勢にも対応できるように人
材育成を行うとともに、職員一人ひと
りの意識改革を行うなど、「ひと」の
改革に取り組む必要があります。

2つ目の視点は、「もの」の改革で
す。本市の公共施設は老朽化が進ん
でおり、施設の統廃合や集約化が必
要となります。また、本市の持つ地域
資源を生かしながら、積極的に民間
の資金や技術を活用するといった
「もの」の改革に取り組む必要があり
ます。

3つ目の視点は、「こと」の改革で
す。引き続き財政健全化や市民病院
の経営安定化に取り組むことはもち
ろんのこと、ウィズコロナ、アフター
コロナといった今後を見据えた対応
も必要となります。これまでに経験し
たことがない状況にも対応しながら、
将来に向けた「こと」の改革に取り組
む必要があります。

これまでも「ひと・もの・こと」の改
革に取り組んでまいりましたが、より
一層の「ひと・もの・こと」の改革に取
り組むことが重要となります。

また、それに加えて、新たな時代の
まちづくりに必要となるキーワード
が2つあると考えております。

1つ目のキーワードは、「規制緩和
による民間活力の導入」です。

これまでも、神守中町・下町及び唐
臼地区の合計約68万㎡において、都
市計画の用途を見直し、建ぺい率・容
積率を高め、土地活用の促進を図り
ました。また、宇治、白浜、鹿伏兎の3
地区約21万㎡においても、条例に
よって規制緩和し、企業誘致も順調
に進んでいます。天王川公園におき
ましても、パークPFIによる民間活力
の活用に取り組んでおります。引き
続き規制緩和により、民間の資金や
アイデアを導入していくことが必要
となるのです。

また、地方公共団体が行う地方創
生の取組に対して、企業から寄附を
いただく「企業版ふるさと納税」につ
いても、積極的に活用し、企業との
パートナーシップを構築してまいりま
す。

2つ目のキーワードは、「デジタル
化でしあわせ実感」です。

デジタル化は市民の利便性の向
上だけでなく、職員の働きがい改革
の実現により、市民と職員の両方の
しあわせの実感につながります。そ
のためには、先ほども申し上げました、

学びなおし「リスキリング」による職
員の人材育成が重要であります。

この「規制緩和による民間活力の
導入」と「デジタル化でしあわせ実
感」の2つのキーワードを念頭に置き
ながら、まちづくりに取り組んでまい
ります。

現在、日本はかつてない少子高齢
化により、人口減少社会となっており
ます。令和2年に実施された国勢調査
におきましても、日本の人口は、平成
27年に実施されました前回調査に引
き続き減少しております。本市におき
ましても同様に人口が減少しており、
今後もその傾向が続くことが予想さ
れます。そういった状況においても、
子育て環境の充実や、企業誘致によ
る働く場の確保、地域資源を活用し
た魅力あるまちづくりなど、各種施策
を推進することでまちの魅力を高
め、住んでみたい、住んでよかったと
感じるまちづくりを進め、移住・定住
につなげてまいります。

子育て環境の充実に関しては、こ
れまで中学校卒業までの子ども医療
費の完全無料化を始めとする子育て
支援の充実や、全小中学校へのエア
コン設置、全小中学校トイレの洋式
化を始めとする学校環境の充実など
に取り組んでまいりました。今後も全
小中学校の照明をLED化するグリー
ン（脱炭素）事業や老朽化した学校屋
内運動場の大規模改修など、引き続
き子育て環境の充実を図るととも
に、日本一のプログラミング教育を

令和4年第2回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する
所信を申し上げますとともに、補正予
算の大綱につきまして、ご説明をさ
せていただきます。

このたび、私は、市民の皆様からの
厚いご信任を賜り、市長3期目の職務
に就かせていただき、今後さらに4年
間、津島市政の舵取り役を担うことと
なりました。

市政を改めてお預かりする重責
に、誠に身が引き締まる思いであり
ますが、この重責をしっかりと受け止
め、市民の皆様からお寄せいただき
ました信頼とご期待にお応えするた
め、新たな決意を持って、津島市のさ
らなる発展に全力を尽くして、取り組
んでまいる所存であります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発
展のため、ご支援とご協力を心よりお
願い申し上げます。

私はこれまで、市民の皆様の信頼
とご期待にお応えするため、2期8年
にわたって津島市が魅力と活気あふ
れるまちとなるように、全力で市政運
営に取り組んでまいりました。その
間、100年に一度と言われる新型コロ
ナウイルスの感染拡大による危機的
状況に置かれました。日本国内で最
初に発生が確認されてから間もなく

2年半が経過しようとしております
が、いまだに収束の気配がありませ
ん。

こうした中でも、非常に厳しい状況
に置かれている市民の皆様や事業者
の皆様に支援を届けるため、①感染
拡大の防止、②市民の暮らしの支援、
③子育て・教育支援、④地域経済の支
援といった4つの支援が必要と考え、
これまで様々な事業を実施してまい
りました。令和2年度から実施してま
いりました新型コロナウイルス感染
症対策事業第1弾から第11弾までを
含め、これまでに実施いたしました新
型コロナウイルス感染症関連事業
は、112事業、事業費といたしまして
は約109億7,900万円となります。こ
れらの事業は、コロナの感染状況や
市民の皆様・事業者の皆様の状況に
合わせて、しっかりと対応しており、大
きな成果があったと考えております。

引き続き次のコロナ対策として、
市の自己財源と国の交付金等を有効
に活用し、直面する物価高騰による
影響を緩和するための対応を、緊急
かつ機動的に実施するため、思い
切った子ども子育て世帯への支援と

して、9月から来年3月まで7か月で総
額約2億円の「小・中学校、保育所・認
定こども園・幼稚園給食費の無償化」
など、様々な事業展開をしてまいりま
す。

また、市民の皆様の安全のため、
新型コロナウイルスワクチンの接種
にも全力で取り組んでまいりました。
津島市医師会をはじめ関係団体に積
極的にご協力いただくとともに、市内
の企業からも集団接種の会場を提供
していただき、これまで円滑に実施で
きております。この場をお借りして深
く感謝申し上げます。

市民病院においても、院長を始め
とする医師、看護師などの医療職、ま
た事務職員も含めて職員一同が協
力してコロナに対応しており、市民の
命、健康を守る要としての役割を果
たしております。

新型コロナウイルスの感染拡大
は、世の中の価値を一変させました。
事業所におけるテレワークの導入な
どにより、地方に居住していても仕事
と生活が両立できるということで、こ
れまで長い間止めることができな

かった東京一極集中にも是正の動き
が見られます。ZoomなどのWeb会
議システムを使用することにより、
別々の場所にいながら同じ会議に参
加するといったことも一般的になり
ました。

コロナ禍によって生じた価値観の
変化に対しても、柔軟に対応していく
必要があると考えております。

ロシアによるウクライナ軍事侵攻
は、世界経済に長期的な悪影響を与
えるといわれております。平和があっ
てこそ経済成長ができるものであ
り、長期化すれば大変厳しい状況が
続くことが予想されます。

こうした世界経済の中、1年間厳し
い舵取りが想定されますが、5つの成
長戦略に果敢に挑んでまいります。

さて、私が8年前に市政を引き継い
だ際には、2つの大きな課題がござい
ました。

1つ目は、厳しい財政状況を健全化
させること、2つ目は市民病院の経営
安定化でございました。この2つを最
重要課題と捉え、全力で取り組んで
まいりました。

1つ目の財政健全化につきまして
は、私が市政を引き継いだ8年前、本
市の財政状況は非常に厳しいもので
した。そのため、財政を健全化させる
べく、事務事業の徹底的な見直しな
どによる歳出の削減、様々な形での
歳入の確保などに精力的に取り組ん
でまいりました。平成27年度には平
成17年度に策定した「津島市財政改
革行動計画」に代わる新たな「津島
市行財政改革推進大綱」を策定し、
徹底的な行財政改革を行ってまいり
ました。私が就任した平成26年度か
ら令和2年度までの7年間の効果額
は、約62億4,600万円となり、市の財
務体質を大きく変えることができた

と考えております。また、本市の人口
は平成17年頃をピークに減少しては
おりますが、税収は逆に増加傾向で
あり、令和2年度の税収は、10年前の
平成22年度と比較して約2億円増加
しております。

これらのことなどから、市の貯金に
あたる財政調整基金の残高は、私が
就任する前年度末である平成25年
度末時点では15億9,800万円でした
が、令和3年度末見込みでは約39億
6,000万円と23億6,200万円増加、率
にして約2.5倍にさせることができま
した。

また、市の実質的な借金にあたる
臨時財政対策債を除いた市債残高
につきましては、平成25年度末には
約59億8,200万円でしたが、平成30年
度末には約49億5,200万円と10億円
以上削減できる想定ができたため、
全小中学校のエアコン設置や、全小
中学校のトイレ洋式化、さらには全小
中学校の1人1台タブレットの整備な
ど、平成30年度から令和3年度までの
4年間で、総額約25億5,000万円を超
えるなど、将来を担う子どもたちのた
めに積極的に投資を行いました。ま
た、防災・減災対策として水道管の耐
震化で約16億円を超える投資をはじ
め、避難所となる3つの小学校に耐震
性貯水槽40tの設置などに、総額約3
億円の投資により、災害時の飲料水
の確保など、市民の皆様の安全・安心
を確保するために公助としてできる
取組を進めてまいりました。

この間、平成28年度から30年度ま
での3年間には、約7億円の地方交付
税の減額もございましたが、令和3年
度末の市債残高の見込みは59億
2,500万円と、私の目指すつしま成長
戦略を進める中でも、私が就任する
前の平成25年度末の金額とほぼ同
水準となっております。

2つ目の課題である市民病院の経
営安定化につきましては、市民病院
が海部医療圏の医療を守る要となる
中核病院としての役割を果たすとと
もに、市民の皆様から信頼され続け
られるように、安定的な地域医療の
推進を目指し、経営改善の取組を進
めてまいりました。その結果、平成29
年度から5期連続で経常収支黒字化
を達成するとともに、平成28年度末
に19億円あった一時借入金を解消す
ることができました。また、借金にあ
たる企業債残高に関しても、ピーク
時の平成17年度末には約161億円で
ございましたが、令和3年度末の見込
みでは、約72億円と約89億円減少、
率にして約45％に減少させることが
できました。

ただいま申し上げましたとおり、財
政の健全化と市民病院の経営安定
化を図ってきたことにより、津島市が
次なるステップへ進むための準備が
できたものと考えております。

津島市は本年で市制施行75周年
を迎えました。この節目の年に、コロ
ナによって変わった価値観に対応し
ながら、新しい時代へと歩みを進め
ていかなければなりません。令和3年
度には、市の最上位計画である「第5
次津島市総合計画」及び将来の都市

目指し、教育に特長をもたせ、子育て
世代を呼び込んでまいります。

企業誘致に関しましても引き続き
推進し、働く場所の確保や地域経済
の活性化につなげるとともに、昼間
人口の増加につなげてまいります。

地域資源を活用した魅力あるまち
づくりに関しては、昨年度に策定いた
しました都市計画マスタープランに
おいて、津島駅周辺を「正面玄関」と
して位置づけるとともに、市内の東西
南北それぞれに玄関を位置づけ、そ
れぞれの玄関に光をあて、それぞれ
が輝くまちづくりを目指してまいりま
す。

まちづくりの交流の核となる交通
基盤の充実・整備につながる動きとし
て、木曽川・長良川の新架橋について
は、県が整備ルートを検討しており、
名古屋津島線バイパスについても着
実に進められ、津島玄関まちづくり構
想（ゲートウェイプロジェクト）におい
ての基軸となるものです。東海北陸
自動車道の延伸となる一宮西港道路
については、国が主体となって、概略
的なルートの検討に着手することが
公表されました。

また、現在、リニア中央新幹線の開
業に向けた工事が進められていると
ころですが、リニアの開業によって、
首都圏、中部圏、関西圏が1時間圏内
で結ばれ、三大都市圏が一体となっ
た巨大な経済圏である「スーパーメ
ガリージョン」が創造されることとな
ります。これにより、リニアによる対流
の活発化と新たな価値の創造を図る
こととなり、リニアの開業に合わせ、
名鉄名古屋駅のホームの拡張（4車
線化）により、名古屋駅までの所要時
間の短縮が期待され、本市の人口の
増加にもつながるものと考えており
ます。

これら道路と鉄道をネットワークと

したまちづくりを進めていくことが、
地域間競争を勝ち抜くことにつなが
ります。こうした意味でも、都市計画
マスタープランで示す津島玄関まち
づくり構想（ゲートウェイプロジェク
ト）に積極的に取り組む必要があると
考えております。

高齢化が進む中、買い物や通院な
どマイカーを使えない、あるいは今
後使えなくなる高齢者や、移動が困
難な障がいのある方などの移動につ
きまして、地域の問題となっておりま
す。

現在、本市では、駅や市役所をはじ
めとする公共施設、病院、スーパーな
どの目的地をつなぐ移動手段につい
て、ふれあいバスにより、市内4コー
スを定時・定路線で運行しておりま
す。

「おでかけタクシー事業」の推進に
より、高齢者や障がいのある方など
に寄り添った移動支援を進めてまい
ります。

ただいま、述べさせていただきま
したことを踏まえながら、成長投資を
進め、津島市の「価値」を高めるため
に、次への挑戦となる「つしま成長戦
略第3弾」に挑んでまいります。挑戦
することが未来を創造することにつ
ながるのです。

それでは、「つしま成長戦略第3弾」
の各項目について、私の所信を述べ
させていただきます。

まず、「つしま成長戦略」の1点目、
「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついて、ご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、津島市
の「宝」です。子どもの健やかな育成
を図り、子育てをしやすい環境づくり
を推進していくことは、大変重要であ
ります。

子育て世代への支援・環境の充実
として、これまで中学校卒業までの子
ども医療費の完全無料化を実施した
ほか、妊娠期から子育て期まで切れ
目なく総合的に支援する「子育て世
代包括支援センター事業」を実施し
てまいりました。また、市内に子育て
支援センターが、総合保健福祉セン
ター内にある西地区、生涯学習セン

ター内にある東地区の2箇所あり、土
日も開所し、子育て世代の交流を図
るとともに、子育てに悩んでいる方も
気軽に相談できるよう、子育て支援
機能の充実を図っております。

今後はさらに18歳までの子ども医
療費入院・通院共に完全無料化を進
めてまいります。

教育環境の充実として、これまで
全小中学校へ1人1台タブレットの整
備やICT支援員の派遣など、学校の
ICT環境の整備にも取り組んでまい
りました。

今後も、さらなる教育環境の充実
のため、市内全ての小中学校に、日本
初の導入規模で、AI機能を持った人
型ロボットと、高性能なセンサーを
使ったブロックを導入してまいりま
す。

人型ロボットは、子どもたちが動作
や対話プログラムを作成することに
より、一方的な会話だけではなく、手
足を動かして踊ったり歌ったり双方
向の会話を行うことのほか、ロボット
と英語の発音練習を楽しく行うこと
ができ、また、プログラミング可能な
ブロックを組み立て、指示した動作を
させるなど、子どもたちが確かめな
がら実体験することを可能とします。
このように、プログラミングを見える
化することは、物事を順序立てて論
理的に考える能力や、問題解決能力
を身に付けることにもつながります。

放課後子ども教室にも、ブロックで
自由な形を作り、プログラミングに
よって様々な動きを与えて遊ぶロ
ボット・プログラミング学習機材を導
入します。

子どもたちの学ぶことに対する関
心や意欲を高め、「楽しくて役に立つ
教育」を実践し、未来社会を自らの力
で生き抜く力を育んでまいります。

また、児童・生徒が安心して有意義
な学校生活が過ごせるよう、市内全
ての小中学校へのエアコン設置、ト
イレの洋式化の整備を行ってまいり
ました。

昨年は、道路灯や公園灯1,277基、
事業規模約8,950万円でLED化を
行ってまいりました。

次は、小中学校の全ての照明約
7,400基、事業規模約1億5,700万円
で、今年度中にLED化するグリーン
（脱炭素）事業のほか、「学校施設長
寿命化計画」に基づき、蛭間小学校
及び神守中学校体育館の長寿命化
のための大規模改修の実施設計を
行ってまいります。今後も計画的に
学校施設の改修を進めてまいりま
す。

子どもたちの国際理解教育とし
て、これまでも在名古屋の領事館の
協力をいただきながら、市内小学校
において国際交流事業を行ってまい
りました。今後は、「領事館交流プロ
ジェクト」として、県内にある8つ全て
の領事館と連携して、グローバル化
する社会の中で、子どもたちが未来
を切り拓く国際人として成長し、ボー
ダレスな時代に対応するための国際
交流事業を進めてまいります。

働いていること等により、保護者が
昼間不在となる家庭の子どもたち
が、放課後や長期休み中に、安全で
楽しく過ごすための遊びや生活の場

である学童保育につきましては、現
在、市内8小学校区にこどもの家を設
置しており、そのうち神守こどもの家
につきましては、入所者の増加と学
校から遠方であることに伴い、令和5
年4月の開所を目標に、神守小学校
敷地内への整備を進めてまいりま
す。

引き続き、夏休み、春休みの居場
所づくり事業や、放課後子ども教室
事業、子育て支援センターにおける
親子の交流や育児相談など、子育て
支援に力を入れてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の2点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いて、ご説明申し上げます。

南海トラフにおいて、マグニチュー
ド8～9クラスの地震が、今後40年以
内に90％程度と高い発生確率で予
測され、発生した場合には甚大な被
害が想定されています。また、近年頻
発する集中豪雨や台風の強大化によ
る風水害の激甚化も懸念されていま
す。

市民の皆様の暮らしを守るため、
本市の地域防災計画や国土強靭化
地域計画に基づき、計画的に防災・減
災、強靭化のための施策を進めてま
いります。

自然災害への備えとして、昨年3月
に生涯学習センター内にオープンい
たしました「自助・共助防災学習セン
ター」には、避難所用テントや段ボー
ルベッドなど、避難生活で使用する物
品や、災害時の写真パネルの展示、

防災学習に役立つ映像を用意してお
り、このセンターを通じた平時におけ
る防災知識の普及啓発や防災講座
により、災害発生時のリスクや対応を
正しく理解できる環境を整え、自助、
共助のさらなる意識向上を図ってま
いります。

災害への備えは、自助・共助・公助
の考え方に基づき、それぞれの立場
で考えていくことが重要です。市民
一人ひとりが日ごろから自分事ととら
え防災の意識を持ち続けていただく
ため、昨年度は全世帯に防災ハザー
ドマップ及びマイ・タイムラインを配
布いたしました。市で定める毎月第3
日曜日の家庭防災の日に、各家庭で
防災について話し合っていただくこ
とをお願いするとともに、マグニ
チュード6．8以上の地震が発生した場
合、気象庁から臨時情報が発表され
ますが、うろたえることのないよう後
悔しない備えのため、コロナ禍の状
況を見極めながら実践的な防災訓練
を開催し、防災対策の向上を図って
まいります。

各小中学校におきましては、家庭
防災の日に合わせて、防災情報カー
ドを活用した防災学習を毎月実施し
ており、さらに防災映像を各学校で
活用し、防災意識の向上を図ってま
いります。

また、災害時に必要な資機材や食
料の備蓄を計画的に進めるととも
に、大規模災害時は、まずは公助とし
て飲料水の確保が大切であることか
ら、又吉配水場から先行開設避難所
などの重要施設である北小学校、西
小学校、南小学校、東小学校、市役
所、市民病院への水道管の耐震化
や、神島田小学校、高台寺小学校、蛭
間小学校への耐震性貯水槽40tを設
置してまいりました。今後も引き続
き、先行開設避難所などの重要施設
への水道管の耐震化を進めるととも
に、全ての小中学校に耐震性貯水槽

の設置を計画的に進めてまいりま
す。

なお、大規模災害の場合、救援物
資が届くまでに時間がかかりますの
で、市民の皆様におかれましては、命
をつなぐためにも7日分程度の飲料
水・食品などの家庭用備蓄品の用意
をよろしくお願いします。

その他、市内災害情報を素早く収
集し展開を行うため、ドローンや道路
に冠水センサーを設置するなど、デ
ジタルを活用した防災システムの導
入を進めることにより、災害に備え、
市民の安全・安心につなげてまいりま
す。

次に、「つしま成長戦略」の3点目、
「地域の特性を活かした交流都市、つ
しま」について、ご説明申し上げます。

本市は、津島神社をはじめ国の重
要文化財「旧堀田家住宅」や、旧天王
社の社家であり、かつ津島御師の唯
一の遺構である「氷室作太夫家住
居」、数多くの寺院、歴史的な町家・町
並み、ユネスコ無形文化遺産に登録
された全国33の「山・鉾・屋台行事」の
一つである「尾張津島天王祭の車楽
舟行事」をはじめとする四季折々の
まつり、日本の歴史公園100選に選ば
れている天王川公園など、魅力的な
地域資源が豊かなまちであります。

先人達が残してくれたこれら歴史
的な景観や伝統・文化を守り、育て、

継承し、地域の活性化につなげてい
くために「津島市歴史的風致維持向
上計画」を策定し、令和2年3月に県下
4番目として国の認定を受けました。
津島の歴史的価値が認められたわけ
であります。

これまで尾張津島秋まつりで使用
する山車を収める山車蔵の修景や小
路、観光案内板の整備、おもてなしコ
ンシェルジュや体験プログラムの開
発など、来訪者をもてなすため、ハー
ド・ソフトの両面からの取組を進めて
きました。

本市は、「東海三県寺密度No.1」と
いう特長を生かし、「津島てら・まち御
縁結び」を開催しています。また、名
古屋鉄道株式会社とタイアップし、津
島駅までの往復割引乗車券と、市内
飲食店や土産物店で利用できるクー
ポンがセットになった「つしまちある
き」を実施し、大変多くの方にお越し
いただきました。

このような魅力のある本市は、名
古屋駅まで最短20分台で行くことが
でき、生活に必要なものや場所への
アクセスが良く、自然にもほどよく囲
まれたまちです。都会と田舎それぞ
れの要素を持ち合わせている「とか
いなか」としての強みを全国に発信
しています。また、津島市出身のプロ
ランナーの神野大地選手に津島市初
のふるさと津島応援広報大使に就任
いただくとともに、本市の魅力を
SNSで多面的に発信する「津島PR
応援団」の団長としても津島の魅力
を発信いただいております。引き続
きこうした事業に取り組んでまいり
ます。

市民の憩いの場である天王川公
園につきましては、民間資金を活用
する「公募設置管理制度」いわゆる
パークPFIにより、さらなる魅力向上
を目指し、本市の歴史・文化・水辺を生
かしたゾーニング、特に多くの観光客

が訪れる都市核となる津島駅から天
王通り、歴史核となる津島神社、自然
核である天王川公園へと居心地がよ
く歩きたくなる「まちなかウォーカブ
ル」を進めてまいります。

次に、「つしま成長戦略」の4点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」について、ご説明申し上げま
す。

多くの人から「選ばれるまち」とな
り、住み続けていただくためには、働
く場が確保されていることが大切で
す。

企業誘致につきましては、これまで
に16社を誘致いたしました。すでに
操業を開始しているのは10社で、そ
のうち4社は津島市に本社を移転し
ております。都市計画法第34条第12
号の規定に基づき、工場等を建築で
きるように宇治・白浜・鹿伏兎町地内
に指定した区域の有効面積約18万
5,000㎡のうち、約13万2,000㎡を活
用しており、活用率は約72％となりま
す。都市計画マスタープランでは、企
業誘致のエリアを新たに3か所増や
しました。

引き続き、市内全域に働く場が確
保できるよう、地権者等と話し合いを
進めてまいります。

また、これまで神守中町・神守下町
及び唐臼地区の合計約68万㎡にお

いて、都市計画の用途地域を見直し、
建ぺい率・容積率の制限の緩和も
行ってまいりました。このことにより、
これまで建築できなかった建物も建
築可能となり、土地活用の促進につ
ながったほか、新たに住宅を取得した
50歳未満の方に最大で100万円の
「津島市まちなか定住促進補助金」
を交付するなど、定住促進を図って
まいりました。

今回、新しく策定いたしました都市
計画マスタープランでは、将来に向
けたまちづくり戦略として、津島駅周
辺を正面玄関と位置づけるととも
に、市内の東西南北それぞれに玄関
口を位置づけました。

津島駅周辺は、多くの人が交流す
る「本市の正面玄関」として、ホテル
誘致や駅近居住誘導など、都市環境
の充実を図り、人口密度や人の往来
の増加を目指すほか、これまで市内
の隅と言われていたところを、広域
から鉄道や幹線道路により、本市に
アクセスする際の玄関口となる東西
南北地域に玄関を配置することによ
り光をあて、都市活力の向上として、
産業や観光などのつながりをより広
域的に活性化させてまいります。

また、都市核の正面玄関である津
島駅、自然核である天王川公園、歴
史核である津島神社の3つの核、そし
てこれらを結ぶ天王通り線、3核1軸
を中心に「食べる、寝る、遊ぶ」という

テーマでまちづくりを推進していく
ための第1弾が、4月に発表いたしま
した天王川公園であります。

多くの市民の皆様から期待や関心
が寄せられる新たな天王川公園に向
けてパークPFI及び指定管理者の募
集を行ったところ、天王川公園に魅
力を感じていただき、複数の事業者
から応募をいただきました。全国展
開する事業者からの応募があり、天
王川公園のポテンシャルを改めて実
感した次第であります。

民間の資金とアイデアをいただい
て、天王川公園には、若者に人気のあ
るスターバックスコーヒーが来てい
ただく予定となりました。

藤棚や丸池の水辺に隣接する広大
な芝生広場や、授乳室を備えたサー
ビスセンターの整備も進める予定で
あります。

この新たな天王川公園を基軸に、
津島神社周辺の歴史文化を織り交ぜ
ながら、人の流れを呼び込む話題性
のある「場」を創出させるまちづくり
を進めてまいります。

また、パークPFI第2弾として東公
園の整備を進めてまいりますが、投
資をしていただけるような魅力のあ
るまちであるということを、引き続き
積極的に発信してまいります。

次に、「つしま成長戦略」の5点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」について、ご説明申し上げます。

津島市民病院は、海部医療圏の中
核病院として、急性期病棟、地域包括
ケア病棟、緩和ケア病棟を設置し、専
門性の高い医療を提供する「急性期
機能」と、在宅復帰に向けた医療やリ
ハビリテーションを提供する「回復期
機能」とを併せ持ち、幅広く対応して
おります。

また、救急・災害時の医療提供を行
うとともに、この2年間、新型コロナウ
イルス感染症に最前線で対応してき
ましたように、「新興感染症への対
応」という役割も担っており、市民の
皆様が、健康で安心して暮らしてい
ただくために、なくてはならない病院
であります。

市と病院との連携を高めながら、
病院と一緒に課題に取り組んできた
結果、救急をはじめとする地域に必
要な医療の提供に適切に対応するこ
とができ、医療の質が向上し、その成
果として、5年連続での黒字化達成に
加えまして、長年の懸案事項であり
ました「一時借入金年度末残高の解
消」も果たすことができました。市民
病院の経営改善が着実に進み、安定
感が増したことの表れであると認識
しております。この良い流れを止める
ことなく、継続していくことが重要で
あると考えております。

津島市民病院は、市民の皆様の生
命を守るために、地域医療の要とし
て、引き続き質の高い医療を提供す
るとともに、これまで以上に、市と病
院とが力を合わせて、市民病院の安
定的かつ継続的な運営に努めてまい
ります。

市民の皆様に幸せを感じていただ
くためには、心身の健康が大変重要
であります。そのため、市民の皆様の

健康が一番であります。

全ての世代の健康づくりを推進す
るため、昨年度から、愛知県と市町村
とが協働で実施している健康マイ
レージ事業を活用し、「つしま健康マ
イレージ」としてスマホアプリにより、
自分で決めた健康づくりの実践や、
健康イベントへの参加などを記録し、
マイレージを貯める「笑顔で健幸大
作戦！」を進めております。

新型コロナウイルス感染症に伴う
外出自粛により、運動量や人との関
わりが大幅に減りました。このことに
より体や心の衰えが進むことが懸念
されております。体や心の衰えを予
防する取組として、自然と歩きたくな
る快適な歩行空間を整備するため、
ウォーキングコースを市民とともに
作り上げるとともに、表示板や健幸
ベンチの設置、健幸アンバサダーに
よる健康づくりへの支援の輪を広
げ、ウォーキングを通した健康行動へ
の意欲向上を図ってまいります。

以上「つしま成長戦略」として掲げ
た5つの項目に沿って説明しました。
この5つの成長戦略を効果的に推進
していくためには、ICTを分野横断的
に活用していく必要があります。

本市では、昨年度からデジタル推
進アドバイザーの派遣を受けており、
併せて昨年4月から、総務デジタル課
を設置し、体制強化を図ったところで
あります。

また、今年の3月には、「津島市DX
推進計画」を策定したところであり、
防災や観光、被災者支援、防犯など
への活用や、役所に「来ない」、書類
を「書かない」、手続きを「待たせな
い」行政サービスのオンライン化や
キャシュレス化など、DX推進計画に
沿って本市のデジタル化をさらに進
めてまいります。加えて政策的には、
内閣府地方創生推進室より「デジタ

ル田園都市国家構想推進交付金」の
交付について、本市が提出した3つの
事業「人型ロボットと一緒にみんなで
プログラミング学習事業」、「デジタ
ルでまるごと「楽らく」ハピネスつし
ま事業」、「デジタルでまるごと「あん
しん」ハピネスつしま事業」が採択さ
れました。これらの事業を含め、「デ
ジタル化で、しあわせ実感都市、つし
ま」を目指し、デジタル化でまちおこ
しをしてまいります。

以上、市政3期目を迎えるにあたっ
ての、5つの成長戦略第3弾における
それぞれの主な取組内容と、まちづ
くりを進めていくうえでの3つの視
点、さらには重要となる2つのキー
ワードについて、私の考えを述べさ
せていただきました。

取組を進めるにあたっては、国の
デジタル田園都市国家構想推進交
付金や地方創生関連交付金など、国
や県の交付金等を有効に活用してま
いります。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和4年度補正予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、骨格予算とし
て編成しました当初予算を肉付けす
る予算であります。第3期市政のス
タート、私が掲げたつしま成長戦略を
実現するため、まずは、その第一段階
として取り掛かるものを今補正予算
に反映させました。今後も計画的に
進めていきたいと考えています。

今補正予算の規模を申し上げます
と、一般会計が、22億4,578万円、特別
会計が、2会計で143万円、合わせま
すと、総額22億4,721万円の増額補
正となります。

それでは、主な事業について説明
いたします。最初に、つしま成長戦略
を横断的・効果的に進める3つの重点
事業から説明いたします。

1つ目は、新しい都市計画マスター
プランに示しました津島玄関まちづ
くり構想（ゲートウェイプロジェクト）
の実現に取り組む「マスタープラン
推進事業」でございます。市の正面玄
関となる津島駅から天王川公園、津
島神社周辺を「都市核」、「自然核」、
「歴史核」として魅力向上、賑わい創
出等を図るため、津島駅周辺まちづ
くり構想の策定、駅東側の駅前広場
の基本設計等を行う「津島駅周辺ま
ちづくり事業」、旧わざ・語り・伝承の
館、旧開導教会跡地について調査を
行う利活用事業、天王川公園の藤棚
改修、民間活力でさらなる魅力向上
を図る「天王川公園パークPFI」、北
の玄関口となる青塚駅周辺を快適で
住みよい環境とするため、土地利用
構想を策定する事業、東の玄関口と
なる名古屋津島線バイパス周辺を新
たな交流を生み出す拠点とするた
め、東公園のパークPFIを含めたサウ
ンディング型市場調査を行う事業な
ど、新たなまちづくりを進めるための
事業費を計上いたしました。

2つ目は、「DX推進事業」でござい
ます。内閣府の「デジタル田園都市
国家構想推進交付金」の採択をいた
だきました「人型ロボットと一緒にみ
んなでプログラミング学習」として、
小中学校においてロボット等を活用
して行う「プログラミング教育事業」、
「デジタルでまるごと「楽らく」ハピネ
スつしま」として、住民票交付などの
行政手続きをオンライン化・デジタル
化する「コンビニ交付事業」、「窓口電

子化事業」、「デジタルでまるごと「あ
んしん」ハピネスつしま」として、災害
時の情報をシステムにより一元化・可
視化するほか、4年間でドローン操縦
人材を20人育成する「防災システム
事業」、「ドローン活用事業」、そのほ
か、職員のスキルアップ等を進め、4
年間でデジタル人材を100人育成す
る「デジタル人材育成研修事業」な
ど、デジタルで幸せを実現するため
の事業費を計上いたしました。

3つ目は、「地方創生推進事業」で
ございます。昨年度、市役所若手職員
で構成する「つしま創生！若手職員プ
ロジェクトチーム」を設置し、総合計
画の重点戦略の実現に向けた政策
を検討するため会議を開催し、政策
提案を行ってもらいました。その提
案を基に、「住んでよし！訪れて良し！
津島スタイル①生きる力を育む「津
島っ子」大作戦！」として、電子図書館
や読書手帳の導入、民間人材を活用
した縄跳び教室等で、子どもが身近
に読書や運動に触れる機会を創出す
る「子どもの読解力・体力向上事業」、
「津島スタイル②魅力マシマシ津島
市大作戦！」として、シティプロモー
ション用サイトを立ち上げ、You 
Tube等で津島の魅力を発信する
「魅力発信向上事業」、「津島スタイ
ル③ハピネス津島大作戦！」として、
市民参加でウォーキングコースを作
成するなど、歩くこと、健康づくりの
習慣化を図る「健幸ウォーカブル事

業」、廃棄の可能性のある食品を安
価でやりとりするためのマッチング
サービスを導入するなど、食品ロス
の削減を図る「もったいない運動事
業」、防災について楽しく学ぶ機会を
創出し、防災意識の向上や担い手の
育成を図る「あそぼうさい　まなぼ
うさい事業」といった住みたい、訪れ
たいまちを実現するための事業費を
計上いたしました。

ここからは、そのほかの事業につ
いて、5つの成長戦略に沿って説明い
たします。

1つ目の、「子ども・子育て応援都
市、つしま」としましては、「子ども医
療費支給事業」を10月診療分から、
18歳まで所得制限なしの入院・通院
共に完全無料化に拡大するための費
用、小学校から離れた場所にある「神
守こどもの家」を神守小学校の敷地
内に建設する事業、老朽化した蛭間
小学校及び神守中学校の屋内運動
場を大規模改修するための実施設計
の費用、全小中学校の照明をLED化
する事業など、子育て世代への支援、
子どもが学び育つ環境整備のための

事業費を計上いたしました。また、国
際化への対応のため、県内8領事館
との交流を通して行う「領事館交流
プロジェクト事業」の事業費を計上い
たしました。

2つ目の、「防災・減災のモデル都
市、つしま」としましては、災害時の一
時避難等に対応する「都市公園」の
整備事業として、「神守第1・第2公園」
に加え、新たに「第3公園」の整備に
着手する費用、災害時の救助活動等
で活躍する「緊急消防援助隊救助工
作車」を更新する費用などハード面
の事業費とともに、自助・共助への支
援として、ご家庭の窓ガラスへの飛
散防止フィルム貼り付けを支援する
「飛散防止フィルム貼付事業」、一人
暮らしのお年寄りの方を対象に行う
「住宅用火災警報器設置補助事業」
など、皆様と一緒に災害に強いまち
を目指すための事業費を計上いたし
ました。

3つ目の、「地域の特性を活かした
交流都市、つしま」としましては、津島
の魅力発信や交流を広げる事業とし
て、観光パンフレットの代わりとなる
津島の祭、建造物、文化、産業の写真
が掲載されたカードを作成する「写
真で魅せる津島の伝統PR事業」や、
ふるさと津島応援広報大使でありま
す当市出身のプロランナー神野大地
選手を起用した「PR事業」や「ランニ
ング教室事業」等の事業費を計上い
たしました。

4つ目の、「地域経済が活性化する
発展都市、つしま」としましては、天王
川公園・津島神社周辺へのアクセス
となる「橋詰見越線」の道路改良はじ
め、道路や橋梁等を整備する「社会資
本整備事業」、「道路整備事業」、排水
路の改修等を進める「土地改良事
業」、「排水路整備事業」など、社会基
盤を整備するための投資的事業費を
昨年度から大幅に増額し計上いたし
ました。また、民間企業とのパート

ナーシップを構築し津島の活性化・発
展に繋げるため、「企業版ふるさと納
税」を推進するための費用を計上い
たしました。

5つ目の、「いつまでも健康で暮ら
す都市、つしま」としましては、健康マ
イレージアプリ等を活用し幅広い世
代に健康づくりに参加いただく「笑顔
で健幸大作戦！」の事業費を昨年度に
引き続き計上いたしました。今回は、
市内事業者や団体向けの参加支援
など、内容をさらに充実しておりま
す。そのほか、子宮頸がんワクチンの
任意接種を受けた方の接種費用を
補助する「子宮頸がんワクチン任意
接種費補助事業」、がん治療により必
要となった補整具等の購入費を補助
する「がん患者アピアランスケア支
援補助事業」など、誰もが健康で暮ら
すための事業費を計上いたしまし
た。

5つの成長戦略に沿って説明させ
ていただきました。今補正予算では、
これらのほかに、市制施行75周年事
業としまして、愛知県河川課と連携
し、まち歩きイベントで津島市の魅力
を発信する「ブラアイチサポート事
業」、「笑顔で健幸大作戦事業」の一
環として開催する「市民みんなで天
王川750周歩こう大会」、津島の歴史
的資産を散策する「文化遺産ナビス
タンプラリー事業」などの事業費を
計上しており、フォトコンテストやパ
ネル展示等のイベントも計画してい
るところであります。

最後に、引き続きしっかりと対応し
ていく必要がある「新型コロナウイ
ルス感染症対策」でございます。今回
は、その第12弾として、これまでにも
ご好評をいただいておりますプレミ
アム率50％の「プレミアム付商品券
事業」はじめ、新たな対策として、農
業者へ経営支援の給付金を支給す
る「農業担い手支援事業」、市民活動
団体の取組等を支援する「コロナ禍
のまちづくり応援事業」、そのほか、
公共施設の手洗いの自動水栓化、葉
苅スポーツの家、共存園保育所、新
開こども園などのトイレ改修など、市
民・事業者の皆様への支援や感染拡
大防止等のため、45事業、総額2億
4,411万6千円を計上いたしました。

以上、今回の補正予算の主な事業
について申し上げました。

津島市の財政状況は、以前に比べ
ると着実に安定してきました。今後に
つきましても、行財政改革などに不
断に取り組み、「市政の持続」を常に
意識しながら持続的な運営に努め、
必要な事業をしっかりと展開するこ
とで、つしま成長戦略を確実に実現
させたいと考えております。

結びにあたりまして、今議会には補
正予算をはじめ、条例などの諸議案
を提出しており、いずれも市政運営
に欠くことのできないものばかりで
ありますので、十分ご審議の上、適切
なご議決をいただきますようお願い
申し上げます。

プレミアム率50％！

けい

10 令和4年度　施政方針


